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Ⅰ.概要



本調査報告書の概要

1.目的と調査方法

世界の研究ネットワークは､どのようなダイナミクスを持ち変化しているのであろうか｡また､その潮流の中､

日本はどのような位置にいるのだろうか｡このような問題意識の下､本研究では､ビブリオメトリックス手法を

用いて､世界の研究活動の動的変化とそれを踏まえた我が国の科学研究のベンチマーキングを行なったO

2.世界の研究活動の動的変化

01980年代以降､世界で産出される研究活動のアウトプットである論文量は一貫した増加傾向であり､特
に近年では中国の躍進が著しい｡

○ また､国際共著論文の占める割合が増加傾向であり､研究活動自体が｢単国､単機関､個人｣の活動か

ら｢複数国､複数機関､団体｣活動-と､研究活動の様相の動的変化が捉えられた｡特に､欧州諸国は､

研究ネットワークを構築し､国際共著論文のシェアを著しく高めており､米国と並ぶ大型の研究コミュニ

ティを形成している｡

○ この潮流の中､研究活動の量的状況(論文シェア)をみると､アメリカは世界第 1位を維持し､日本､イギ

リス､ドイツ､中国が第2の集団を形成している｡一方､研究活動の質的状況(インパクトの高い論文であ

るTop10%論文シェア)をみると､イギリスやドイツが第2の集団であり､日本､フランス､中国が第 3の集

団を形成しているという構図となる｡

概要図表1 主要国の論文シェアとTop10%論文シェアの変化(全分野､整数カウント法)

全分野でのhl文政(3年移動平均%) 全分野でのTop10%■文数 (3年移h平均%)
(基数カウント､アメリカは右～l (基数カウント､アメリカは右七一
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3.我が国の科学研究のベンチマ-キング手法の検討

概要図表1で示した論文シェアや ToplO%論文シェアは､国の持っている科学研究力を定量化する｢分

かりやすい指標｣として広く用いられているが､国際共著論文の占める割合が増加傾向である世界的潮流を

鑑みると､少なくとも以下の3つの要検討事項を含む｡

(1) 論文共著形態の影響

国際共著論文は､国内論文に比べ､被引用回数が高い傾向にある｡そのため､国際共著論文が多

い国(イギリスやドイツ)の方が､少ない国に比べ､総被引用回数が高くなる｡また､ヨーロッパを中心に

国際共著率が上昇しているため､1つの論文が多重にカウントされる度合いが高くなっている｡

(2) 文献の種類の影響

新しい事象の発見や発明を報告する Articleに比べ､ある一定期間に出された研究結果をまとめた

総説であるReviewの方が1論文あたりの被引用回数がかなり高い｡そもそもArticleとReviewとを比較

してよいのか要検討である｡

(3) 分野ポートフォリオとデータベースの構造による影響

データベースの構造上､基礎生物学や臨床医学の論文の占める割合が大きいので､それらの分野

に強みをもつ分野ポートフォリオを持つ国(イギリスやドイツ)に比べ､材料科学や化学､物理学に強み

を持つ分野ポートフォリオを持つ国(日本)は､全分野の論文シェアや ToplO%論文シェアを算出する

際､不利になる｡

そこで､我々は､これらの検討事項の対応として分数カウント法を採用し､従来の整数カウント法との比較

分析を行なった｡各手法は以下に示す｡

【整数カウント法】

データベースに含まれる文献のうち､article,letter,note,reviewを対象とする｡また､複数国の共著による

論文の場合､それぞれの国に1とカウントする｡そのため､各国の論文数の世界シェアを合計すると100%を

超えることとなる｡

整数カウント法で計算されるシェアは､ある分野における各国の｢世界の研究活動-の関与度｣を示して

いると考えられる｡

【分数カウント法】

データベースに含まれる文献のうち､新しい事象の発見や発明を報告する articleのみを対象とする｡ま

た､複数国の共著による論文の場合(例えばA国とB国の共著)､それぞれの国にA国 1/2､B国 1/2とカ

ウントする｡したがって､各国の論文数の世界シェアを合計すると100%となる｡

分数カウント法で計算されるシェアは､ある分野における各国の｢知識の創出-の貢献度｣を示していると

考えられる｡
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4.整数カウント法と分数カウント法による科学研究のベンチマーキング

[全分野での比較]

○ 全分野の論文シェアにおいて､整数カウント法では､日本は2000年にイギリスを追い越し世界第 2位と

なっている｡一方､分数カウント法では､1990年代後半には既に世界第2位となり約 10年間ポジション

を維持していることや､日本とイギリス､ドイツのシェアの差が約 2%とかなり大きいことが示された｡

○ 全分野のToplO%論文シェアにおいて､整数カウント法では､イギリスやドイツは 1990年以降急激にシ

ェアを上昇させており､日本に大差をつけている｡一方､分数カウント法では､イギリスは 20年間で下降

基調であり､ドイツは 1990年以降シェアをゆるやかに上昇させているにとどまり､日英独の差は大きくな

いことが示された｡

○ このように整数カウント法と分数カウント法で主要国の様相が異なるのは､イギリスやドイツが日本に比べ

国際共著論文シェアが高いことによる｢論文共著形態の影響｣と､1論文当たりの被引用回数が高い傾

向にある Reviewをイギリスやドイツが日本に比べ多く産出していることによる｢文献の種類の影響｣であ

る｡

概要図表2 主要国の論文シェアとTop10%論文シェアの変化(全分野)

全分野での■文政(3年移地平均%) 全分野でのTop10%B文政(‡年移th平均%)
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[個別分野での比較例一化学]

○ 化学の論文シェアにおいて､整数カウント法と分数カウント法では､あまり結果に差が見られない｡これ

は､化学分野は国際共著論文の比率が低く､｢論文共著形態の影響｣が少ないためである｡

○ 化学の ToplO%論文シェアにおいて､整数カウント法では､日本はドイツに 1990年代後半に追いつか

れ現在では追い越されたと示される.一方､分数カウント法では､日本は一貫してドイツより上位にあると

示される｡このような差が生じる要因は､ドイツが日本に比べ国際共著論文比率が高いことによる｢論文

共著形態の影響｣と､1論文当たりの被引用回数が高い傾向にあるReviewをドイツが日本に比べ多く産

出していることによる｢文献の種類の影響｣である｡

概要図表3 主要国の論文シェアとTop10%論文シェアの変化(化学)

pFl:化学での■文政0年移地平蜘 ) pFl:化学でのTop10%■文教(3年移れ平恥 )
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[個別分野での比較例一基礎生物学]

○ 基礎生物学の論文シェアにおいて､整数カウント法では､日本､イギリス､ドイツが第 2集団を形成して

いると示される｡一方､分数カウント法では､イギリス､ドイツが 20年間下降基調であるのに対して､日本

は2000年頃までは一貫した上昇基調であり､現在でも単独で第 2位に位置していることが示される｡こ

のような差が生じる要因は､基礎生物学の分野は国際共著論文シェアが高く､｢論文共著形態の影響｣

が高いためである｡

○ 基礎生物学のToplO%論文シェアにおいて､整数カウント法では､イギリスが第 2位を20年間維持し､

またドイツは 1990年代以降急激にシェアを拡大し､両国ともに日本に大差をつけているO-方､分数カ

ウント法では､ドイツはゆるやかな上昇となり､イギリスに関しては20年間急激な下降基調であることが示

され､日本との差はあるものの約 2%に留まる｡このような差が生じる要因は､イギリスやドイツが日本に

比べ国際共著論文シェアが高く､同時にReviewを多く産出していることによる｡

概要図表4 主要国の論文シェアとTop10%論文シェアの変化(基礎生物学)

pF8:基礎生*学での暮文救(3年移地平蜘 ) pF8:暮捷生触手でのTop10%■文数(3年柳 平蜘 )

(B敢力r>ント､アメリカは右恥 (暮故カウント､アメリカは右■)

1こし01D_08_06.04.02_00.0 一一一一-一一一一一一~~一一一､ ---- 一一一､､､ 40.035.030.025.020_015.010.05.00.0 16.014.012_010.08_06.04.02.00_0 ------l-l.-----一一一l-一一､_ 60_050.040.030_O20ー010_00.0

_二二一-､､ー~ ~｢ ■ヽ

… ` く こミ ゝ_一■~●･ .●L _

__一 一 一一

ノ ′ 一 一

～ /
P,

ノ
一■■一･一 /

I!
営喜喜蓋翼蓋琵琶冨表芸まま芸蓋妄芸芸喜昌岩言喜岩嘗 琵芸真宗謹呈書芸蓋孟宗買蓋g:芸蓋書芸音三言言書芸冨

pF8:玉手生抽学での■文放く3年移地平蜘 ) PFB:玉串生物学でのToplOW 文敢(3年執 平均%)

(artiCLeのみ､分鞍カウント.アメリカは古書) (artlM:Ieのみ､分赦カウント､アメリカは古書I

12.010_08_a6.04_0100_0 ----I一一- -----､､､_ 40_035,030.025.010.015rO10_05.00_0 16_014.012.D10.a8.06.04_02.a0_0 60_050.048.030.020.010_00_0

~､ー-一一一､ --- -一､､､､一ヽヽ

､､､､ ＼ 1~~一一､ -ヽ

1■1-■1■■■■■■■■- - ■■▲ ｢■

ノ ~
/ ~~ 一′

実害喜まま§宴喜蓋喜冨冨真宗芸'hgほ買§g岩言菖冨害 買買真実蓋崇買芸真宗岩芸蓋芸芸蓋書芸害三言筈喜書芸

トムソン･ロイター サイエンテイフイツク"WebofScience"を基に､科学技術政策研究所が集計

~ V~



[2つの手法の比較から見えるもの]

○ イギリスとドイツは､整数カウント法で測定される｢世界の研究活動-の関与度｣が高く､この意味で多く

の分野で高い存在感を示している｡日本は､世界の論文-の関与度(論文量)ではほぼ同程度である

が､世界のインパクトの高い論文-の関与度(ToplO%論文量)では水をあけられている｡

○ 一方､分数カウント法による｢知識の創出-の貢献度｣を見ると､日本は知識全体への貢献度(論文量)

でイギリスやドイツを上回り､重要な知識の創出-の貢献度(ToplO%論文量)の差も小さくなる｡差が残

るのは､データベース中の基礎生物学や臨床医学の論文の比率が高いためであり､化学での日本の貢

献度はドイツを大きく上回っている｡

○ すなわち､｢知識の創出-の貢献度｣については､日本はイギリスやドイツ以上の水準にあるが､｢世界

の研究活動-の関与度｣では､イギリスやドイツに及ばないという構図が明らかになった｡

5.世界の研究ネッ トワークの変化に対応 した 日本の今後の方向性
○ 日本の国際論文共著率は､1980年代の5%程度から､次第に上昇し2006年には23%(3年移動平均

値)となった｡アメリカは28%であり､世界論文数上位 10ヶ国のうち日本を除く平均値は37%であり､日

本の国際共著率は低いことが分かる｡

○ 日本の場合､1990年代には国際共著相手の49%がアメリカであったが､2000年代に入り､アメリカの比

率はやや低下傾向にある.これは､共同研究相手先がアメリカー極集中から､多様化した結果であると

解され､国際研究ネットワークが広がってきていることが示唆される｡

○ 世界の研究活動が動的に変化し､国際共同研究がますます増加する中､我が国はこのような低い国際

共著率でよいのだろうか｡国内の限られた研究リソースに頼らない､国のボーダーを越えた研究ネットワ

ーク構築に一足早く適応し､国際共著率を高めた欧州諸国のように､日本も戦略的に国際研究ネットワ

ークを構築していく政策をとるべきである｡

○ 国際共著関係の分析から､共著相手先の選定に際し､｢世界の研究活動への関与度｣(論文シェア)の

高さよりも地理的要因が強く影響することが示された｡中国､韓国が論文シェアを拡大していることもあり､

今後日本とアジアとの共著関係は一層拡大する方向にあると考えられるが､自然な流れだけではなく積

極的な構築を進めるべきである｡日本を含むアジア圏の主要国においては化学､材料科学など強みを

持つ分野が共通している｡我が国としては､今後これらの分野を中心として､留学生やポストドクターを

含む研究者の国際交流を拡大し､アジアにおける研究ネットワークの構築を先導していくことを検討す

べきであろう｡

○ 国際共著論文において､｢日本から見た諸外国｣と｢諸外国から見た日本｣の大きさは､相手の国際共著

論文数の規模に依存する｡欧州諸国との今後の協力において日本の"存在感"を高めようとするならば､

欧州の中小規模国との国際協力を拡大することが､比較的容易かつ有効な手段であると考えられる｡
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ⅠⅠ.本編



我が国の科学技術政策は､5年ごとに策定される科学技術基本計画(以後､基本計画と記述)に基づき､

推進されている｡第1期基本計画は､1996-2000年を計画期間とし､この間に17兆円あまりが科学技術関

係経費として投資された｡2001年より施行された第2期基本計画では､｢選択と集中｣により､ライフサイエン

ス､情報通信､環境､ナノテクノロジー･材料の 4分野を中心に重点的な投資がなされた｡また､｢優れた成

果の創出･活用のためのシステム改革｣が示された｡

さらに､2006年より施行されている第3期基本計画においては､｢科学技術の戦略的重点化｣では､重点

4分野(ライフサイエンス､情報通信､環境､ナノテクノロジー･材料)および推進4分野において､それらの分

野内の重点投資対象である戦略重点科学技術の選定をし､より｢選択と集中｣の度合いを高めることとなって

いる｡｢科学技術システム改革｣では､人材の育成､確保､活躍の促進､科学の発展と絶えざるイノベーショ

ンの創出､科学技術振興のための基盤の強化､国際活動の戦略的推進が挙げられている｡

このような状況下､研究者の自由な発想に基づく研究である基礎研究に関しては､多様な知識の苗床と

するべく｢選択と集中｣から外れ､第1-3期基本計画まで一貫して推進されてきている｡では､基本計画の

下で､我が国は予期した方向-進み､｢新しい知を生み続ける重厚な知的蓄積(多様性の苗床)を形成する

こと｣がなされたのであろうかOここで今一度立ち止まり､状況の把握を試みたい｡

本研究では､結果としてどのような状況となったかを把握したいので､アウトプットに注目することとした｡具

体的には､基礎研究活動結果の公表媒体である学術論文(以下､論文)に着目し､ビブリオメトリックス手法

(論文データベース分析)を用いて分析した｡また､現在研究活動は国のボーダーを超え行なわれるスタイ

ル-と急速に変化しているため､そのような研究ネットワークの性質の変化も考慮に入れつつ､我が国の研

究活動の状況を把握する必要があるため､国際的ベンチマーキングを行なうこととした｡
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2-1調査設計

本研究では､ビブリオメトリックス手法(論文データベース分析)を用いて､研究活動における主要国の科

学ポテンシャルの現状分析を行った｡また､その現状に影響を与える因子について検討した｡さらに､これら

のデータを基に､今後日本が結果として被引用数を上昇させるような方策があるかを検討した｡

一方で､その｢学術論文｣が研究者の活動のどれくらいを表したものであるかは､分野により異なることも指

摘がある｡したがって､研究活動における日本の存在感を捉えるためには､論文数や被引用数では見えて

こない研究者の活動を捉える必要がある｡そこで､本調査では､｢国際学会等-の参加･発表｣という研究者

の活動に着目し､Webアンケート調査を行なった｡

2-2論文データベース分析手法

(1)分析に用いたデ-タベース

トムソン･ロイター サイエンテイフイツクのWebofScience(WoS)データベースをもとに､科学技術政策研究

所が集計及び分析を行なった｡

(2)分析対象期間

分析対象は､1981-2007年である｡被引用回数に関しては､2007年末時点での数値を用いた｡

(3)分析対象国

1991-2005年の論文の著者が所属する機関の所属国全てを対象とした｡ただし､本文の分析では､

2004-2006年の3年間の論文数の合計値が多い上位 10ヶ国程度について行なった｡参考資料は､同様に

論文数上位 50ヶ国のデータについて掲載した｡

(4)分析方法
本調査資料においては､下記 2種類の分析手法を用いている｡各図表の注釈に､手法について明記し

ているので､確認願いたい｡

【A】article,letter,note,reviewを分析対象とし､整数カウントにより分析

データベースに含まれる文献のうち､article,letter,note,reviewを対象とした｡また､複数国の共著による

論文の場合､それぞれの国に1とカウントした｡したがって､各国の論文数の世界シェアを合計すると100%

を超えることとなる｡

整数カウント法で計算されるシェアは､ある分野における各国の｢世界の研究活動-の関与度｣を示して

いると考えられる｡

【B】articleを分析対象とし､分数カウントにより分析

データベースに含まれる文献のうち､articleを対象とした｡また､複数国の共著による論文の場合(A国と

B国の共著)､それぞれの国にA国 1/2､B国 1/2とカウントした｡したがって､各国の論文数の世界シェア

を合計すると100%となる｡

分数カウント法で計算されるシェアは､ある分野における各国の｢知識の創出-の貢献度｣を示していると

考えられる｡
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(5)分析対象分野

本分析では､WoSデータベース収録論文をEssentialScienceIndicators(ESI)の22分野分類を用いて再

分類し､分野別分析に用いた(図表 1)｡雑誌の分類は､http://www.in-cites.com/journal-list/index.html

(2007May)による｡

図表 1 ESIにおける22分野

農業科学 経済学.経営学 材料科学 神経科学.行動学 社会科学.一般

化学 環境/生態学 微生物学 物理学

臨床医学 地球科学 分子生物学.遺伝学 植物.動物学

出典:トムソン･ロイター サイエンテイフイソク "EssentialSciencelndlCatOrS"

なお､今回の分析において個別の分野についての動向を議論する際の対象は､図表 1から､経済学･経

営学､複合領域､社会科学･一般を除く19分野とする｡主要な論文は物理学､臨床医学等個々の分野に分

配されており､このような分配後の残りの論文の集合を複合領域としている(トムソン･ロイター サイエンテイ

フイツクの http://in-cites.com/neld-def.htmlによる)Oそのため､複合領域は､分野毎の各国の特性を見る

のには必ずしも重要でないと考えた｡また､分野ポートフォリオを示す場合､可視化の都合上､対象とする19

分野を､図表 2に従い8つの分野カテゴリー(PFl～PF8)に集約した｡

図表 2 分野別ポートフ*リオの領域

No. 分野カテゴリー 集約したESl22分野分類

PF1 化学 化学

PF2 材料科学 材料科学

PF3 物理学 物理学､宇宙科学

PF4 計算機科学&数学 計算機科学､数学

PF5 工学 工学

PF6 環境/生態学&地球科学 環境/生態学､地球科学

PF7 臨床医学 臨床医学､精神医学/心理学

PF8 基礎生物学 農業科学､生物学.生化学､免疫学､微生物学､分子生物学.
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(6)分析指標

｢学術論文｣を研究者の活動の一つのアウトプットとして捉え､分析することを論文分析と通称しているが､

その分析の軸について､図表 3にて示す｡

本調査の調査対象は､主に自然科学系の学術論文であり､分析の区分として､量的指標と質的指標に分

かれる｡量的指標として､論文数を用いる｡質的指標としては､ToplO%論文数と被引用数がある｡Top10%

論文とは､論文の被引用回数が各分野(図表 1)で上位 10%に入る論文を指す｡被引用数は､ある論文が

他の論文から引用された回数のことである｡被引用数は､2006年末時点の値を用いた｡

それぞれの指標において､その表現方法として､量､シェア､ランキングがある｡また､分析の視点として､

分析対象(本調査では国)､分野､時間軸により多様な観点からの分析を進めた｡

さらに､本調査では､｢研究活動における国間の関係及び関係の強さ｣として､2国以上の研究機関による

共著論文(国際共著論文)における国の組み合わせ及び国際共著論文のシェアを用いた｡

図表 3 論文分析の体系

対象 区分 指標 表現方法 分析の視点

料学書ン∠ゝp岡文 量的指標 A.論文数 A1.量 ･分析対象(国､研究機関､研究者など)･分野(化学､物理学､基礎生物学など)時間軸(1991-1995年､2001-2005年など)

A2.シェア

A3.ランキング

質的指標 B.Top10%論文数 B1.量

B2.シェア

B3.ランキング

C.被引用数 C1.量C2.シェア

(注)ToplO%論文とは､論文の被引用回数が各分野(図表 1)で上位 10%に入る論文を指す｡
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2-3Webアンケート調査手法について

(1)分析に用いたWebsite

科学技術動向研究センターの専門家ネットワークのアンケート機能を使い､実施した｡具体的には､専門

家ネットワーク専用Webに回答用のページを用意し､そこに記入を求める形で実施した｡

(2)調査期間

2007年9月20日から10月 1日までアンケート調査を実施した｡

(3)調査対象者

科学技術動向研究センターの専門調査員約 2000名に依頼し､332名から回答を得た｡

(4)調査対象分野

第3期科学技術基本計画でわが国が重点的に取組むべきとした分野のライフサイエンス､情報通信､環

境､材料･ナノテクノロジー､エネルギー､ものづくり技術､社会基盤､フロンティアである｡
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(コラム:Top10%論文数と被引用数)

質の指標として､本分析では､ToplO%論文数と被引用数の2つの指標を挙げている｡

被引用数については､これまで様々な報告書等で用いられており､親しみのある指標である｡しかし､比

較的1本の論文を書くにあたり参考文献が多い場合(生物学など)と少ない場合(数学など)など引用行動は

分野ごとに異なるため､被引用回数の大小に関係する｡また､被引用数については､特別に高い被引用数

を持つ論文(例えば､1,000回)が一本の場合と､高い被引用数の論文(例えば､200回)が 5本の場合が､

同じ状況とみなされることとなる｡

そこで､本分析では､各分野で被引用回数が上位 10%に入る論文である｢ToplO%論文｣を質の指標とし

て適用している｡各分野の状況を標準化することができ､また突出した被引用数を持つ論文の影響を受け

にくい特性がある｡

ちなみに､主要国のToplO%論文シェアと被引用数シェアは､下記の参考図に示されるように高い相関を

もっており､国レベルの分析の際には､結果として突出した被引用数を持つ論文の影響はあまり無いと考え

られる｡

参考図 Top10%論文シェアと被引用数シェアの関係(%)

トムソン･ロイター サイエンテイフイツグẁebofScience"を基に､科学技術政策研究所が集計

(注)各国のプロットは､1981-1985年､1986-1990年､1991-1995年､1996-2000年､2001-2005年の5年集計値であるO
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3-1主要国の科学ポテンシャル(量的状況と質的状況)の現状把握

(1)世界の論文量の時系列変化

世界及び主要国の研究活動の状況の量的状況を明らかにするため､論文量を分析した｡1980年代前半

に比べ現在は､世界で発表される論文量は約2倍になっており､研究活動量は一貫して拡大傾向にあるこ

とが示された(図表 4)｡なお､この間において､データベースに収録されるジャーナルは順次変更されると

共に､ジャーナルの数も拡大してきている｡論文数の拡大にはこのような要因の寄与も含まれている｡

図表 4 全世界の論文量の変化(単年､本)

全世界

12000001000000800000 955706ー▼▼

6000004000002000000

▼▼ー

(注)artlCle,一etter,note,reviewを分析対象とし､整数カウントにより分析

トムソン･ロイタ- サイエンテイフイソク"WebofSclenCe…を基に､科学技術政策研究所が集計
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次に､主要国の論文量の変化を見てみよう(図表 5)｡いずれの国においても､基本的に1980年代より論

文生産量は増加の一途である｡アメリカは､他国を大きく引き離し､論文生産量の多い国である｡アメリカの

背中を､イギリス､日本､ドイツ､フランスが追いかける状態が 1990年代中盤まで続いた｡しかし､1990年代

後半より､中国が急速に論文生産量を増加させ､イギリス､日本､ドイツ､フランスを抜き､2007年には世界

第 2位のポジション-と上昇してきている｡日本は､論文量自体は増加しているが､2007年は世界第5位で

ある｡

図表 5 主要国の論文量の変化 (単年､本､右軸 :アメリカ､左軸 :アメリカ以外)

1200009000060000300000 ′､､､′-_一一一一一--/､ノ 300000250000200000150000100000500000メリ力

_■■-′■■̀ー
ノー一一 一 一一一一′′′

I5g
_.-

(注)al･tlCle,letter,110te,reVIeWを分析対象とし､整数カウントにより分析

トムソン･ロイター サイエンテイフイソグ ẁebofSclenCe"を基に､科学技術政策研究所が集計
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(2)世界の論文の質的変化

研究活動により生み出される論文量が増加の一途をたどる中､研究活動の質が大きく変化してきたことを

指摘することとする｡

図表 6では､各論文の関与国数の変化を示した｡1国は､単独国での研究活動により生み出された論文

であり､2国以上は複数国による研究活動により生み出された論文､つまり国際共著論文である｡1980年代

前半より､国際共著論文の割合が増加傾向であることが分かる｡関与国数の多い論文では､10国以上が関

わるものもある｡

図表 6全論文における関与国数の分布(5年移動平均､%)

100.0080.0060.0040.0020.000.00 001 ■10国以上9国■8国■7国■6国■5国■4国●3国■2国11国ら

(注)artlCle,letter,note,revleWを分析対象とし､整数カウントにより分析

トムソン･ロイター サイエンテイフイソグ ẁebofSclenCe"を基に､科学技術政策研究所が集計

次に､図表 7では､国際共著論文中に関わる研究機関数を分析した01980年代前半では､2機関の間

での共同研究が約 7割を占めていたが､現在では約 5割と減っているO-方で､3機関以上が関わる国際

共著論文が増加傾向である｡

また､図表 8では､国際共著論文に関わる筆者数を分析した｡従来から､国際共著論文を生み出すよう

な研究活動は単独ではなく複数の研究者による活動であることが分かるが､1つの国際共同研究に関わる

研究者数が増加傾向である｡

したがって､現在行なわれている研究活動は､もはや一国の研究体制内に閉じられた活動ではなく､複

数の国が関わる国際活動の一つであることが示された｡また､国際共著を生み出す研究に関わる研究機関

数や研究者数も増加傾向にあり､研究活動自体が個人(単機関､単国)の活動から団体(複数機関､複数

国)活動-様相を変えてきていることが把握できた｡
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図表 7国際共著論文における関与機関数の分布(5年移動平均､%)

100.0080.0060.0040.0020.000.00 雛 10機関以上+9機関暮8機関■7機関■6機関■5機関■4機関■3機関●2機関05

I/LI.A-

lp

1.

(症)article,letter,110te,reVlelVを分析対象とし､整数カウントにより分析

トムソン･ロイター サイエンテイフイツク…weboFSclenCe"を基に､科学技術政策研究所が集計

図表 8 国際共著論文における関与著者数の分布(5年移動平均､%)

Iー13.40

糾一事 ーr-QJ..好,･1.i. -28.7
I.I.,畑滋 J1789

(注 1)article,letter,note,revleWを分析対象とし､整数カウントにより分析

(注2)著者名のデータが無い場合は､1人とし集計した｡

トムソン･ロイター サイエンテイフイソグ ẁebofSclenCe"を基に､科学技術政策研究所が集計
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(3)主要国の論文シェアとTop10%論文シェア

世界で産出される研究活動のアウトプットである論文量の一貫した増加傾向や､研究活動自体が個人

(単機関､単国)の活動から団体(複数機関､複数国)活動-様相の変化といった大きな研究活動の動的変

化のもと､我が国は基本計画をはじめとする基礎研究推進施策により､どのような研究活動を行なってきた

のであろうか｡主要国の比較を行い､ベンチマーキングを行なってみる｡

図表 9では､主要国における研究活動の量と質がどのように変化してきたかを明らかにするため､論文シ

ェア(研究の量の指標)とToplO%論文シェア(研究の質の指標)について時系列分析を行なった｡なお､時

系列での各国の傾向をみるため､3年移動平均値を用いている｡

図表 9 主要国の論文シェアとTop10%論文シェアの変化(3年移動平均､%)
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-I-きA甘桝シェ7 ~一一~○~Tr}r)lDI■喜A~女軸シェア

ドイツ

L~一卜 斡文数シェ7 + ToplOt論文致シェア

●~ 治す払シェア .一･一〇~To【110L.王●甘執シェア

中国

-●~ 論文軌シェア .-.一〇~ToplOl■抽文数シェア

(注1)article,letter,note,reviewを分析対象とし､整数カウントにより分析

(注2)主要国以外のデータは､参考資料Iを参照のこと｡

トムソン･ロイター サイエンテイフイソグẁebofSclenCe"を基に､科学技術政策研究所が集計

● き▲☆執シェ7 -11~-T｡E}101;姐-女軸シェア

フランス

~●一 汁文数シェ7 --.-0~ToplO%論文数シェア

1981年から2005年までの傾向を概観すると､アメリカとイギリスは､ToplO%論文シェアが論文シェアより

高い｡アメリカの場合､1990年以降､論文シェアの傾向と同様､Top10%論文シェアが年々低下傾向にある｡

イギリスは､1980年代前半から1990年頃にかけ､緩やかにTop10%シェアが低下したが､その後論文シェ

アが低下しているにも関わらずToplO%論文シェアは維持されている｡

一方､日本は､1980年代前半から約20年､論文シェア及びToplO%論文シェアを着実に伸ばしてきた｡

しかしながら､近年､論文シェアと共に､ToplO%論文シェアが低下傾向にある｡論文数シェアではアメリカ

に次いで第 2位であるが､ToplO%論文シェアでは､アメリカはもとよりイギリスやドイツにも水をあけられてい

る｡中国は､1990年代後半以降の論文数シェア及び ToplO%論文シェアの伸びが著しく､近年も増加傾向

である｡日本と中国は､ToplO%論文シェアが論文シェアより低いことが､特徴である｡
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ドイツとフランスは､1990年代前半に､ToplO%シェアと論文シェアの関係が逆転していることが示された｡

ドイツの場合､近年論文数シェアの低下傾向にも関わらず､ToplO%シェアは上昇傾向を維持している｡

主要国の比較から､研究の量の指標として使用される論文シェアや研究の質の指標として使用される

ToplO%論文シェアにより日本の研究活動の状況を描くと､日本は特に近年順調とは言えない状況である｡

このような日本の変化は､日本の研究活動の問題が表面化した結果ともとれ､どのような要因により変化して

いるかを明らかにする必要がある｡

一方で､イギリスやドイツは､研究の量の指標では日本とほぼ同程度であるにも関わらず､研究の質の指

標では引き離され､特に1990年代より研究の質の指標が大きく上昇していることは､両国の研究活動のどの

ような変化を意味しているのであろうか｡

次章以降､研究の量の指標として使用される論文シェアや研究の質の指標として使用されるToplO%論

文シェアに影響を及ぼす因子と考えられる｢分野特性｣､｢文献の種類｣､そして｢論文共著形態｣について検

討する｡それらを通じて､日本やイギリス､ドイツなどの研究活動の状況をより正確に把握することを試みる｡

【本章のまとめ】

○ 世界の研究活動の特徴について

世界で産出される研究活動のアウトプットである論文量の一貫した増加傾向であり､特に中国の躍進が著

しい｡また､研究活動自体が個人(単機関､単国)の活動から団体(複数機関､複数国)活動-様相の変化

といった大きな研究活動の動的変化を示している｡

○ 日本の研究活動の量的状況(論文シェア)

日本は､1980年代以降､論文シェアを着実に伸ばし､世界第 2位まで上った｡しかし､近年論文量の増

加の著しい中国が急速に近づいてきており､この座を維持することがこのままでは困難である｡日本を含む

先進国の論文シェアは､中国など進出国の論文量が増加したため､相対的に低下傾向にある｡

○ 日本の研究活動の質的状況(Top10%論文シェア)

日本は､イギリスやドイツに水を空けられている｡また､近年低下傾向である｡
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3-2主要国の科学ポテンシャル定量化に対する分野の影響

総論文､ToplO%論文､被引用回数などを分析する場合､分野毎に論文を書くような研究活動に従事し

ている研究者数が異なることや､引用行動が異なるので､分野毎の状況把握は必須である｡そこで､本節で

は､各国の分野ごとの研究活動の状況を分析し､主要国の分野ポートフォリオが総合的な科学ポテンシャル

の定量化(論文シェアやToplO%論文シェア)に及ぼす影響について､検討した｡

(1)世界と主要国の分野ごとの論文数の時系列変化

図表 10では､世界の論文の分野構成を分析した｡2-1(5)に従い､8分野カテゴリーに論文を分類した｡

1990年代前半からいずれの分野においても､論文数が増加していることが分かる｡また､分野により､論文

数に偏りがあり､臨床医学と基礎生物学で約半分の論文数を占めており､材料科学は論文数が少ないこと

が分かる｡

次に図表 11は､日本の論文の分野構成を分析した｡1990年代前半からいずれの分野カテゴリーにおい

ても､論文数が増加している｡しかし､化学や臨床医学のように､1990年代前半から後半にかけて論文数が

著しく増加したが､2000年以降緩やかな増加に変化している分野カテゴリーもある｡図表 10に示した世界

の論文の分野構成と比較すると､日本は化学､材料科学､物理学のウェ-トが高いことが特徴として挙げら

れる｡このように､論文数の分野カテゴリーバランスとその時系列変化には各国に特徴があると考えられる｡
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図表 10 世界の論文数の分野構成(5年集計値､本)

世界
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化学 材料科学 物理学 計算機科学 工学 環境/生態学 臨床医学 基礎生物学
&宇宙科学 &数学 &地球科学 &精神医学

/心理学

■1991-1995年 ■1996-2000年 ●2001-2005年

(注)article,letter,note,l･eVle＼Vを分析対象とし､整数カウントにより分析

トムソン･ロイター サイエンテイフイツグ ẁeborScieIICe"を基に､科学技術政策研究所が集計

図表 11 日本の論文数の分野構成(5年集計値､本)日本
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化学 材料科学 物理学 計算機科学 工学 環境/生態学 臨床医学 基礎生物学
&宇宙科学 &数学 &地球科学 &精神医学

/心理学

(注)artlCle,letter,note,revleWを分析対象とし､整数カウントにより分析

トムソン･ロイター サイエンテイフイソグ ẁebofSclenCe"を基に､科学技術政策研究所が集計
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図表 12では､8分野カテゴリーにおいて､世界の総論文数に対する各国の論文数のシェアとその時間

変化を示すため､論文シェアの分野ポートフォリオを作成し､比較したO分野ポートフォリオの形(以下､分野

バランスとする｡)が円に近ければ､どの分野においても同様のシェアを持ち､一方いびつな形の場合は､

飛び出ている分野は｢当該国の強み｣､へこんでいる分野は｢当該国の弱み｣と考えられる｡

アメリカの場合､この15年間全ての分野で論文シェアが低下している｡これは､論文を書くような研究活動

に参加する国が増えてきている影響であろう｡分野ポートフォリオをみると､基礎生物学､臨床医学､環境/

生態学&地球科学などのシェアが高く､一方､化学､物理学や材料科学では相対的にはシェアが低い｡

日本は､材料科学､物理学､臨床医学ではこの15年間で論文シェアを拡大している｡化学では論文数自

体は順調に伸びているものの､他国から公表される化学論文の数が急激に伸びているため､世界における

日本の化学の論文シェアは 1990年代前半に比べ低下している｡アメリカと日本の分野ポートフォリオを比較

すると､相補的なバランスを有していることが分かる｡

中国は論文数産出量の増加が著しく､全ての分野で論文シェアを伸ばしており､アメリカと逆のパターン

である｡中国と日本の分野ポートフォリオは相似形であり､強みとする分野が同じであることが分かる｡

イギリス､ドイツ､フランスは､日本同様､あまり大きな論文シェアの変化は無いが､ドイツの環境/生態学&

地球科学及びフランスの計算機科学&数学では上昇傾向である｡

(注)al･ticle,letter,note,reviewを分析対象とし､整数カウントにより分析
トムソン･ロイター サイエンテイフイツグ ＼̀VeboFSclenCe"を基に､科学技術政策研究所が集計
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(2)主要国における量的分野バランスと質的分野バランスの比較

次に､日本の論文シェアとToplO%論文シェアの分野バランスを比較した(図表 13)0 1990年代前半と

2000年代前半における､化学､材料科学など8分野カテゴリーごとの日本の論文数シェア(%､実線)と日

本のTop10%論文数シェア(%､破線)を示した｡数値は5年間の平均値である｡

日本は化学､材料科学､物理学のウェ-トが高く､計算機科学&数学､環境/生態学&地球科学､臨床

医学が低いというポートフォリオを有している｡また､全論文シェアとToplO%論文シェアの分野バランスは相

似形であるが､ToplO%論文シェアの方がやや小さいことが分かる｡しかし､材料科学では ToplO%論文シ

ェアが論文シェアを追いつく伸びを示し､研究の量質ともに､上昇基調である｡

図表 13 日本の分野毎の論文シェアとTop10%論文シェアの変化(%)

ポートフォリオ (199ト1995)

化学

ポートフ*リオ (200ト2005)

化学

工学

全論文 ~~~ Top10%論文

(注1)article,letter,IIOte,reViewを分析対象とし､整数カウントにより分析

(注2)主要国以外のデータは､参考資料 tを参照のことD

トムソン･ロイター サイエンテイフイツクHwebofScience"を基に､科学技術政策研究所が集計

工学

全論文 ~~- ToplO%論文

図表 14では､図表 13と同様に主要国の論文シェアとToplO%論文シェアの分野ポートフォリオ

(2001-2005年)を作成し､比較を行なった｡論文シェアとToplO%論文シェアを比較すると､Top10%論文

シェアが論文シェアより高い国(アメリカ､カナダ､イギリス､ドイツ､フランス)と､論文シェアよりTop10%論文

シェアが低い国(日本､中国､韓国)に分けられる｡

ToplO%論文シェアをみると､論文シェアでみる分野バランスより各国の強み弱みが強調される｡イギリス

は基礎生物学､臨床医学､環境/生態学&地球科学､ドイツは物理学､フランスは計算機科学&数学が､

各国の強みと言えるであろう｡
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図表 14 主要国の分野ポートフォリオ(200ト2005年,%)

エ宇
工学

全論文 --- T叩10ヽ論文 全論文 ~~~ T｡plOl持文 全論文 ~~~ ToplOl.論文

韓国

物理 旺

学 匠

工学

全斗文 ~~~ T叩10I■El文 全!J一文 ~-~ TcplOIZ*文 全Za文 ~-~ToplOl.El丈

フランス

工宇 エ宇
全論文 ~-- T｡P10■一論文 全論文 ~~~ Tt)plO●一論文 全治文~~~Topl0-1論文

(注1)artlCle,letter,note,revleWを分析対象とし､整数カウントにより分析

(注2)主要国以外のデータは､参考資料 Iを参照のこと｡

トムソン.ロイター サイエンテイフイソグ ẀebofScience"を基に､科学技術政策研究所が集計

このように､主要国の分野バランスのポートフォリオを見ると以下のように3つのクラスに分けることができる｡

また､地理的に近接している国は同様のクラスに属する傾向が見られた｡

●アメリカのように生命科学系にウエートのあり､Top10%論文シェアが全論文シェアを上回る国
(アメリカ､カナダ)

●イギリスのように全体のバランスがとれており､Top10%論文シェアが全論文シェアを上回る(イ
ギリス､ドイツ､フランス)

●日本のように物理学､化学､材料科学に特化しており､Top10%論文シェアが全論文シェアを
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(3)全論文及びTop10%論文シェアにおける分野ポートフォリオとデータベースによる影響

ここまでの分析から､主要国はそれぞれ独自の分野ポートフォリオを有しており､必ずしも各国が同じよう

に分野ごとの研究を進めているのではないことが示された｡つまり､図表 9に示したような主要国の論文シェ

アとToplO%論文シェアの数値は､単純に比較すべきものではなく､その数値がどのような分野での研究成

果の積み上げなのかも含め､比較しなければならないのである｡

ここでは､主要国の論文シェアとToplO%論文シェアが各国のどのような分野での成果によるものか(分野

ポートフォリオによる影響)と､論文シェアとToplO%論文シェアを計算する際の母数となるデータベースの

分野構成による影響を検証する｡

図表 15では､各国の全論文シェアとToplO%論文シェアの分野構成を分析した｡全論文シェアにおい

て現在世界第2位の日本は､化学､材料科学､物理学のシェアが､イギリスやドイツに比べ高いことが分かる｡

また､イギリス､ドイツ､アメリカでは､論文シェアの約半分が臨床医学や基礎生物学で構成されていることが

分かる｡

一方､ToplO%論文シェアと全論文シェアを比較すると､図表 14においても示したが､イギリスとドイツは

全論文シェアよりToplO%論文シェアが高いのに対し､日本は全論文シェアの方が高い｡また､日本とイギ

リスの ToplO%論文シェアを比較すると､化学､材料科学､物理学､計算機科学&数学､環境/生態学&地

球科学の分野カテゴリーの合計シェアは､同程度である｡しかし､臨床医学及び基礎生物学での ToplO%

論文シェアはイギリスの方が日本より高いため､結果として日本の ToplO%論文シェアはイギリスに大差を

つけられていることが示された｡

図表 15 各国における全論文シェア及びTop10%論文シェアの分野別構造(%)

<全論文シェアの分野内訳>
(2001-2005年)

耕 一ー

イギリス 日本 ドイツ アメリカ

<TOP10%論文シェアの分野内訳>
(200卜2005年)

イギリス 日本 ドイツ アメリカ

⊂コ 化学 [コ 材料科学 ⊂]物理学 [コ 計算後科学&数字 [コ 工学 [コ 環境/生態学&地球科学 [コ 臨床医学 [コ 基礎生物学 [コ その他

(注)基礎生物学は､農学､生物学･生化学､免疫学､微生物学､分子生物学･遺伝学､神経科学･行動学､薬理学･毒性学､植物･動物科学
の分野を含むO

トムソン.ロイター サイエンテイフイツク…webofScience"を基に､科学技術政策研究所が集計
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次に､データベースの分野構成について､分析した(図表 16).本調査で用いているトムソン･ロイター

サイエンテイフイツクのWebofScienceデータベースは､世界的に計量書誌学的分析を行う際非常によく用

いられている｡収録論文の分野内訳をみると､半数強が臨床医学と基礎生物学で占められていることが分

かる｡このことは､ライフサイェンス系分野における論文シェアやToplO%論文シェアが､国全体での論文シ

ェアや ToplO%論文シェアに強い影響を与えることを意味している｡例えば､材料科学分野カテゴリーでの

10%のシェアは､全論文シェアでは0.5%であるが､基礎生物学分野カテゴリーで10%のシェアは全論文シ

ェアでは 2.5%となる｡つまり､化学や材料科学､物理学に強みをもち､ライフサイエンス系のシェアが少ない

分野ポートフォリオの国では､国全体での論文シェアや ToplO%論文シェアを高めるには不利な状況であ

ると言える｡

図表 16 全論文の分野内訳(世界､2001-2005年)

(注)基礎生物学は､農学､生物学･生化学､免疫学､微生物学､分子生物学･遺伝学､神経科学･行動学､薬理学･毒性学､植物･動物科学
の分野を含む｡
トムソン･ロイタ- サイエンテイフイソグẁebofSclenCe"を基に､科学技術政策研究所が集計
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主要国の科学ポテンシャルの定量化に対する分野の影響について､以下にまとめる｡

○ 量的指標(論文シェア)･質的指標(Top10%論文シェア)の分野ポートフォリオ

日本は､物理学､化学､材料科学に特化している特徴を有している｡各分野の ToplO%論文シェアが全

論文シェアを下回る｡

○ 分野ポートフォリオとデータベ-スによる影響

本分析で用いたトムソン･ロイター サイエンテイフイツクのWebofScienceデータベース収録論文の分野

内訳をみると､半数強が基礎生物学と臨床医学で占められており､ライフサイエンス系の論文シェア及び

ToplO%論文シェアが､国全体での論文シェア及び ToplO%論文シェアに強い影響を与える｡そのため､イ

ギリスのような臨床医学や基礎生物学に強みを持つ国は有利になり､一方日本のように､物理学､化学､材

料科学に強みを持つ国は不利となる｡

つまり､分野ポートフォリオは､量的指標(論文シェア)及び質的指標(ToplO%論文シェア)に影響を及ぼ

す要素であり､これを考慮し主要国の研究活動の状況についてはベンチマーキングを行なうべきである｡
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3-3 主要国の科学ポテンシャル定量化に対する文献の種類の影響

論文数や被引用回数に影響を及ぼすと考えられる2つ目の要因は､文献の種類である｡文献の種類には､

さまざまあるが､通常article,letter,note,reviewについて分析が行われている｡これらの文献は､それぞれ

報告している内容に特徴がある｡

メarticleは､一般的に事象の発見などを報告する｡letterや noteは､速報性に富む文献である.reviewは､

ある一定期間に蓄えられた知識や知見を体系化する文献である｡したがって､研究者の研究活動のアウト

プットとして一括りで扱われる学術論文ではあるが､その意味合いが異なる.そこで､本節では､各文献の種

類の特徴を分析し､主要国の文献分布が総合的な科学ポテンシャルの定量化(論文シェアやToplO%論文

シェア)に及ぼす影響について､検討した｡

(1)分野ごとの各文献量の分布

まず､分析対象論文中の文献の割合をみた(図表 17)｡全分野の場合､約9割の論文がArticleであり､

残りの 1割がReviewや Letter/Noteとなっている｡分野間を比較すると､Reviewのシェアは基礎生物学や

臨床医学で高く､計算機科学&数学や工学では低い｡また､Letter/Noteについては､臨床医学で高く､材

料科学や物理学で低い｡

図表 17全論文数に占める各文献の分布(2001-2005年の平均シェア､%)

100.0080.0060.0040.0020.000.00 71 盟iこ8 止請E291｣7 ■Lette｢/NoteAReview■ArtiCle

8 2 7

鼓 朴 朴 朴 朴 朴 朴 朴 朴
(F: 空 諒 酎 点 H 荘 幽 奈

制 霊 屋 萱 等 造 岩

畢 朴
叫 . 過
志 廿

､ー

#

#

(注)aI･tlCle,letter,note,reviewを分析対象とし､整数カウントにより分析

トムソン.ロイター サイエンテイフイツグLwebofScience"を基に､科学技術政策研究所が集計
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(2)文献の種類と被引用回数シェアの関係

次に､文献の種類の違いが及ぼす被引用行動-の影響を調べるため､1論文あたりの被引用回数を文

献の種類間で比較した(図表 18)｡全分野をみると､Articleは論文数や被引用回数において､Reviewや

Letter/Noteに比べ多い｡しかし､1論文あたりの被引用回数を算出したところ､ReviewはArticleの約 3倍

の被引用回数であることが示された.これは､Reviewが､ある一定期間に蓄えられた知識や知見を体系化

する文献であるため､後続する論文に研究の前提として引用されることが多いからと考えられる｡ちなみに､

Reviewは､研究コミュニティの中で指名され書く場合が多いため､ある程度質的面が確保されているのであ

ろう｡

つまり､Reviewは､論文数としてはさほど多く発行されていないが､被引用回数を分析する際には､影響

を及ぼす要因となる｡また､これは､物理学や基礎生物学などいずれの分野においても同様に見られる特

徴である｡

図表 18文献の種類と1論文あたりの被引用回数(1996-2000年)

論文の種類 論文数 被引用回数 1論文あたりの平均被引用回数

全分野 Article 3422.1 53721.3 15.7
Review 126.2 5256.1 41.7

Letter&Note 196.7 644.4 3.3

論文の種類 論文数 被引用回数 1論文あたりの平均被引用回数

物理学.宇宙科学 Artic一e 412.3 5377.6 13.0

Review 5.8 251.2 43.1

Letter&Note 8.6 74.8 8.7

論文の種類 論文数 被引用回数 1論文あたりの平均被引用回数

基礎生物学 Article 886.2 18239.9 20.6

Review 47.4 2466.1 52.0

Letter&Note 19.6 141.3 7.2

(注)article,letter,note,revlelVを分析対象とし､整数カウントにより分析

トムソン･ロイター サイエンテイフイツクLLwebofScience"を基に､科学技術政策研究所が集計
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したがって､全被引用回数に占める各文献の分布を調べると､図表 19に示すように､全分野および分野

ごとにみてもRevie＼Vの割合が､図表 17の論文数に占めるReviewの割合より大きいことが分かる｡

図表 19全被引用回数に占める各文献の分布(200ト2005年の平均シェア､%)

nl ll n̂

100.0080.0060.0040,0020.000.00 l ∫ 1二 7. ■Letter/Note■ReviewIArticJe

駄 朴 朴 朴 朴 朴 朴 朴 朴

な ど 註 酎 点 H a: 凶 容

制 妻 奈 曇 書 芸 蓋

華 朴

舛 讃

在 朝ヽー

S

繋

(注)article,letter,note,reviewを分析対象とし､整数カウントにより分析

トムソン･ロイター サイエンテイフイソク"WebofSclenCe"を基に､科学技術政策研究所が集計
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(3)主要国の論文数シェアおよび被引用回数シェアに与える各文献の寄与率

次に､論文シェアと被引用回数シェアに占める各文献の寄与率を時系列分析した(図表 20)｡論文シェ

アをみると､Letter/Noteのシェアが減り､Articleや Reviewの寄与率が大きくなっていることが分かる｡また､

被引用回数シェアをみると､論文シェアの場合と同様に､Letter/Noteのシェアが減り､Reviewの寄与率が

大きくなっている｡

図表 20 論文シェアと被引用回数シェアに占める各文献の寄与率(%)

(荏)artICle,letter,note,revleWを分析対象とし､整数カウントにより分析

トムソン･ロイター サイエンテイフイツクLLwebofSclenCeHを基に､科学技術政策研究所が集計

さらに､図表 21では､主要国の論文シェアと被引用回数シェアに占める各文献の寄与率の時系列分析

を行った｡日本､イギリス､ドイツでは､論文シェアにおけるArticleや Reviewの寄与率を時系列で増加して

いるが､日本のReviewの寄与率は､イギリスやドイツの約半分であるという特徴が示された｡

また､被引用回数シェアにおいては､LettelゾNoteは､論文数シェアが下がっている影響で､被引用回数

シェアにおいて､あまり大きな寄与を持たなくなったことが分かる｡ArticleやReviewの寄与率をみると､日本

やイギリス､ドイツで軒並み上昇している｡イギリスやドイツでは､被引用回数が高い Reviewの寄与する率が

1%を超えていることが特徴である｡

被引用回数シェアにおいて､イギリスは 2.67%､ドイツは 1.78%日本を引き離しているおり､水をあけられ

ている｡ところが､事象の発見などを報告する Articleのみで3国を比較すると､日本との差が､イギリスは

1.57%､ドイツは1.15%となり､依然として差があるものの縮小することが分かる｡
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図表 21主要国の論文シェアと被引用回数シェアに占める各文献の寄与率(5年平均､%)
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(注)artlCle,letter,note,reviewを分析対象とし､整数カウントにより分析

トムソン･ロイター サイエンテイフイソク"WeborSclenCe"を基に､科学技術政策研究所が集計
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主要国の科学ポテンシャル定量化に対する文献の種類の影響について､以下にまとめる｡

○ 各文献の割合

全分野の場合､約9割の論文がArticleであり､残りの1割がReviewやLetter/Noteとなっている｡

○ 各文献の被引用回数

Reviewは､他の種類の文献に比べ平均被引用回数が高い｡

○ 主要国の論文数シェアおよび被引用回数シェアに与える各文献の寄与率

Reviewは､ある一定期間に蓄えられた知識や知見を体系化する文献であり､あまり多く公表される文献の

タイプではないため､論文シェアではあまり大きな寄与率は示さない.一方､被引用回数シェアになると､

Reviewl論文あたりの被引用回数が Articlel論文あたりの被引用回数より高いため､寄与率が高くなり､El

本､イギリス､ドイツとの比較分析においては､日本が引き離される要因の一つとなっていることが示された｡

つまり､文献の種類は､量的指標(論文シェア)にはあまり影響を及ぼさないが､質的指標(被引用回数シ

ェア)に影響を及ぼす要素である｡
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3-4 主要国の科学ポテンシャル定量化に対する論文共著形態の種類の影響

3-1(2)において､現在行なわれている研究活動は､もはや一国の研究体制内に閉じられた活動でなく､

複数の国が関わる国際活動の一つであることを示した｡この大きな研究活動の質的変化が､論文シェアや

ToplO%論文シェアに対し影響を及ぼしているのであろうか｡

そこで､本節では､論文共著形態の種類の特徴を分析し､主要国の論文共著形態が総合的な科学ポテ

ンシャルの定量化(論文シェアやToplO%論文シェア)に及ぼす影響について､検討した｡

(1)論文共著形態の時系列変化

論文共著形態の分析を行ったところ､この15年間で国際共著が著しい増加を示すことがわかった｡

国と国との科学研究における関係がどのような状況であるかを明らかにするため､2ヶ国以上の国が関与

する論文である国際共著論文を抽出し､分析を行なった｡

図表 22は､世界と日本の国際共著論文比率の推移を示す｡国際共著論文は､1980年以降上昇傾向に

あり､近年では世界において産出される論文のうち､約 2割が国際共著論文であることが分かる｡日本は､

世界平均を上回っており､国際共著論文比率は増加傾向である｡

図表 22 国際共著論文比率の推移 (世界と日本､3年移動平均､%)
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(注 1)article,letter,note,revleWを分析対象とし､整数カウントにより分析

(注2)日本以外のデータは､参考資料 lを参照のこと｡

(注 3)世界は､世界の全論文数に占める国際共著論文のシェアを示すD国際共著論文は､整数カウント法では論文のアドレスに含まれる各

国に1とカウントする多重カウントのため､各国の国際共著率は､一般的に世界より高くなることに留意することo

トムソン･ロイター サイエンテイフイソク"WebofSclence"を基に､科学技術政策研究所が集計
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次に､主要国の国際共著論文比率の推移を比較した(図表 23)｡中国､韓国を除くいずれの国において

も､この 15年間で､国際共著比率が上昇傾向である｡日本､中国､韓国は 20%前半のシェアであり､アメリ

カが同様の傾向にある｡一方､北米でもカナダでは､国際共著率が高く近年では約 4割を示している｡また､

欧州圏のイギリス､ドイツ､フランスでは､日本やアメリカと比較すると､はるかに国際共著率が高いことが示さ

れた｡カナダのケースや､欧州の国々の状況から､地理的に近く接近していることで､研究活動において国

のボーダーを越えた協力関係を結びやすいことが国際共著率の高い要因として考えられる｡

図表 23 主要国の国際共著論文比率の推移 (5年移動平均､%)

50.040.030.020.010.00.0

tAiZ EI.r'

壬 zr

世界 アメリカ カナダ 日本 中国 韓国 イギリス ドイツ フランス

■1991-1995年 一1996-2000年 ■2001-2005年

(注 1)artic一e,letter,note,revleWを分析対象とし､整数カウントにより分析

(注 2)世界は､世界の全論文数に占める国際共著論文のシェアを示す｡国際共著論文は､整数カウント法では論文のアドレスに含まれる各

国に1とカウントする多重カウントのため､各国の国際共著率は､一般的に世界より高くなることに留意すること｡

トムソン･ロイター サイエンテイフイツク"WebofScience"を基に､科学技術政策研究所が集計
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図表 24では､EU151を1つの国として仮定し､国際共著率を分析した｡世界平均及び日本の国際共著

率と比較すると､EU15の国際共著率は高い｡したがって､欧州諸国は､地理的に近接している利点を活か

しEU 内の共同研究による研究ネットワークの強化に加え､その他の地域(北米､アジアなど)との研究活動

における交流を拡大していることが示唆された｡

図表 24 EU15の国際共著論文比率の推移 (3年移動平均､%)

30.025.020.015.010.05.00.0

敷:JLtlxI_-tJ;㍗:襲

JJ pb-_ 1/.

1 l

世界 日本 E∪15 EU27

(注 1)article,letter,note,revie＼Vを分析対象とし､整数カウントにより分析

(注 2)世界は､世界の全論文数に占める国際共著論文のシェアを示すC国際共著論文は､整数カウント法では論文のアドレスに含まれる各

国に1とカウントする多重カウントのため､各国の国際共著率は､一般的に世界より高くなることに留意すること.

トムソン･ロイター サイエンテイフイソク"WeborSclenCeMを基に､科学技術政策研究所が集計

lオ-ストリア､ベルギー､デンマーク､フィンランド､フランス､ドイツ､ギリシャ､アイルランド､イタリア､ルクセンプルグ､オランダ､ポルトガル､

スペイン､スウェーデン､イギリス
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(2)国内論文と国際共著論文の被引用回数における比較

では､このような国のボーダーを越えた研究活動がより多くされる状況-の変化の中､研究の質的指標で

ある ToplO%論文や被引用回数にどのような違いが見られるのであろうか｡国内のみの機関で行なわれた

研究の論文と､国のボーダーを越えた海外との共同研究による共著論文とは､どのような違いがあるのだろ

うか｡図表 25では､主要国の論文を国内のみの論文と国際共著論文に分けた場合の比較を行なった｡

まず､全論文の中に占める国内のみの論文と､海外との共著論文の比率を比較した(図表 25(∋)｡図表

23と同じく､イギリス､ドイツ､フランスと欧州諸国は国際共著率が高いことが分かる｡

次に､国内のみの論文と海外との共著論文に占める ToplO%論文の比率を比較した(図表 25③)0

Top10%論文シェアは､基本的には 10%より高ければ質が高い論文が産出されていると見る｡いずれの国

においても､国内のみの論文に比べ海外との共著論文に占めるToplO%論文の割合の方が高いことが示さ

れた｡つまり､海外との共著論文の方が､国内のみで研究された論文よりも､引用される頻度が高いことを示

している｡

また､本調査で論文の質を表すもう一つの指標として用いている一論文あたりの被引用数を､国内のみの

論文と海外との共著論文について比較した(図表 25④)｡いずれの国においても､国内のみの論文に比べ

て海外との共著論文の方が､被引用回数が多いことが示された｡これは､ToplO%論文の比率と同様の傾

向である｡

日本の場合も､アメリカ､イギリス､ドイツなどと同様に､ToplO%論文の比率および論文あたりの被引用数

においても､海外との共著論文の方が高い｡しかしながら､図表 25②のように､日本は海外との共著論文の

比率が低いため､イギリスやドイツと比べて国際共著論文による被引用回数におけるアドバンテージを充分

確保できていないと捉えることも出来る｡

図表 25 主要国の論文を国内のみの論文と国際共著論文に分けた場合の比較

(1996-2000年)

国名 (》論文数(本) ②論文数の比率(%) ③Top10%論文の比率(%) ④論文あたりの被引用数(回)

全体 国内のみの論文 海外との共著論文 全休 国内のみ 海外との共著論文 全体 国内のみの論文 海外との共著論文 全体 国内のみの論文 海外との共著論文の論文

アメリカ 1244956 995373 249583 100.0 80.0 20.0 14.5 13.5 18.4 21.2 20.0 25.9

イギリス 357832 250920 106912 100.0 70.1 29.9 ll.4 9.1 16.8 16.9 13.6 24.4

日本 353123 295925 57198 100.0 83.8 16.2 7.9 6.7 14.0 12.6 ll,1 20.7

ドイツ 327538 215081 112457 100.0 65.7 34.3 ll.1 8.6 15.8 15,9 12.7 22.0

中国 116052 89240 26812 100.0 76.9 23.1 5.4 3.9 10.2 7.2 5.7 12.0

フランス 243775 157884 85891 100.0 64.8 35.2 10.4 7.8 15.2 15.2 ll.7 21.7

(症)artlCle,letter,note,revleWを分析対象とし､整数カウントにより分析

トムソン･ロイター サイエンテイフイツタ…webofScience"を基に､科学技術政策研究所が集計

ー 30 -



(3)論文シェアおよび被引用数シェアの文献別･論文共著形態別内訳の比較

図表 21では､事象の発見などを報告する Articleのみで3国を比較すると､日本との差が､イギリスは

1.57%､ドイツは 1.15%となり､依然として差があるものの縮小することを示したが､ここでは論文の文献の種

類(Article,Review,Letter,Note)に加え､論文共著形態(国内､国際)でクラス分けし､主要国の論文シェ

アや被引用回数シェアの内訳を比較した｡

まず､図表 26左図では､全世界の論文を､国内論文の Article､国際共著論文の Article､国内論文の

Review､国際共著論文のReview､国内論文のLetter&Note､国際共著論文のLetter&Noteの6つに分類し､

その割合を調べた｡1980年代と比べ､国内及び国際共著論文のLetter&Noteの割合が減っていることが分

かる｡一方､国際共著論文のArticleや国内論文のReviewの割合が増加している｡

次に､図表 26右図では､全世界の論文の被引用数シェアを､被引用対象が国内論文の Article､国際

共著論文のArticle､国内論文のReview､国際共著論文のReview､国内論文のLetter&Note､国際共著論

文の Letter&Noteであるかにより分類し､その割合を調べた｡1980年代と比べ､国内及び国際共著論文の

Letter&Noteが引用される回数の割合が減っているO-方､国際共著論文のArticleや国内論文の Review

が引用される回数の割合が増加している｡

また､論文数シェアの内訳と被引用回数シェアの内訳を比較すると､国際共著論文の jh･ticle､国内論文

のRevie＼V､国際共著論文のReviewは被引用回数の割合の方が論文数の割合より大きいことから､これらの

タイプの論文は､被引用回数が高い傾向にあることが示唆される｡

さらに､図表 27では､主要国の論文数シェアと被引用回数シェアの論文タイプ別内訳を分析した｡

図表 26論文数シェアと被引用数シェアの論文タイプ別内訳(%)

全世界j烏文シェア内訳

100.00

80.0060_0040,0020_000.00 1437 1321 1302 3.56

14.53
4ー88 6-46 965

77JBB 一 一
77.2ー 73.74 78Jl5 73.71

全世界_被引用数シェア内訳

100.00 6.30 731

80.0060.0040.0020.000.0015.17 5.83 633 -- 8.91

78.77 771)8 71JB4 70.82 一5.7一

(左図注)国内 _̂pシェア:国内のみの機関の論文(Article)の論文シェア､国際 A_Pシェア:国際共著論文(Adicle)の論文シェア､国内 R-P

シェア:国内のみの機関の論文(Review)の論文シェア､国際 R_Pシェア:国際共著論文(Review)の論文シェア､国内 LN_Pシェア:国内のみ

の機関の論文(Letter&＼ote)の論文シェア､国際 L＼_Pシェア 国際共著論文(Letter&＼ote)の論文シェア

(右図注)国内A_Cシェア 国内のみの機関の論文(Artic)e)の被引用数シェア､国際LLCシェア 国際共著論文(Article)の被引用数シェア､

国内 R_C シェア:国内のみの機関の論文(Revle､V)の被引用数シェア､国際 R_C シェア:国際共著論文(Revie､V)の被引用数シェア､国内

LN_Cシェア:国内のみの機関の論文(Letter&Note)の被引用数シェア､国際LN_Cシェア:国際共著論文(Letter&Note)の被引用数シェア

(注)artlCle,letter,note,revle＼Vを分析対象とし､整数カウントにより分析

トムソン･ロイター サイエンテイフイツグ ẁebofScience"を基に､科学技術政策研究所が集計
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図表 27各国の論文数シェアの論文タイプ別内訳(%)

アメリ九論文シェア内訳

60.0050.0040_0030.0020.0010.000.00

2.37 318

28.与3 28.88 25.32 23.59
20.77

日本_論文シェア内訳

15.0010.005_000.00

147 lL87
l:

_且虹 0-52 8.一8 7Ji2 8.8-5.84
5.14

イギリス_論文シェア内訳

15,0010_005.800.00

=

J' ■ 2-67

815 j 5.8B . 5.一8 5.47 A.38

アメリ九被引用数シェア内訳

60,0050,0040.0030.0020,0010,000.00

---

- 1.3

●l '= 4.64

12-35

42_71 41.08 36.3一 32.53 28.一丁 二｣

イギリス_被引用数シェア内訳

ー5.00ー0.00 --- 0_620_92 一一l

5_00 ----

0.00 7.38 a,51 5,B2 5.一B 4.5▲
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ドイツ_論文シェア内訳

ー5.0010.005.000.00
l一l5.97SJBO 5.00 51○ I.一7

中国_論文シェア内訳

8_006.004.082.000_00

r ∴3~~~

一.一〇

】 l2.30 l｢町 で ｢ 0.36
1.17

フランス_論文シェア内訳

LMiNM-"盲 ~~ー~ .

1

DEg内U シェア ●百時LPシェア OEg内RPシェア

ドイツー被引用数シェア内訳

15_0010.005.DO0.00

0_60

5.08

■ ■■ - ■■ 一■■■-

一13 一h7 一A9 一j一 一.1ー

中国_被引用数シェア内訳

8.006.004.002.000.00

｢
0.070.06

l 2.10

耶 l一 冊 R I 訂 0.9.

フランスー被引用数シェア内訳

8.006.DO4.002,000.00

0.32

2ー02

oB3 ー ■ ■ ■ ■ ー ■ - i lot58

(左図注)図表 26に同じ｡

(右図注)図表 26に同じ.

(荏)artlCle,letter,note,reⅥewを分析対象とし､整数カウントにより分析
トムソン･ロイター サイエンテイフイソク"WebofSclenCe"を基に､科学技術政策研究所が集計
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図表 27から､日本､イギリス､ドイツで比較すると､論文数シェアが同程度の3国であるが､様相が異なる｡

日本は､国内 Articleによる論文シェアがイギリスとドイツと比べ高いことが特徴であり､また､国内論文の

Articleが稼ぐ被引用回数シェアを比較すると､近年では日本(5.55%)がイギリス(4.54%)とドイツ(4.11%)

を上回っていることが分かる｡つまり､被引用数シェア全体では､イギリスとドイツに水をあけられているが､イ

ギリスやドイツに比べ､日本は国内に注目を集める論文を生み出す科学ポテンシャルがあると言える｡

一方､国際共著論文の Article､国内論文の Review､国際共著論文のReviewのシェアは､イギリスやドイ

ツに比べ日本は低い｡これらの論文タイプは被引用回数が高い傾向があるため(文献の種類については､

図表 18参照｡論文共著形態については､図表 25参照｡)､被引用数シェア全体への影響が大きく､日本

(2.50%,0.32%,0.17%)は､イギリス(5.07%,0.92%,0.62%)とドイツ(5.08%,0.60%,0.51%)に水をあけ

られてしまう要因となる｡

現在世界的に､国内の限られた研究リソースに頼らない､国のボーダーを越えた研究ネットワークを活用

した研究活動-と研究活動が変化している｡その中で､イギリスやドイツなど欧州国は､国際共著論文の

Articleにより論文シェアや被引用数シェアを高めており､このような研究活動の性質の変化をより強めてい

る源であり､また指標上そのアドバンテージを発揮していると考えられるO

日本は既に人口減少のフェーズに突入し､今後量的な存在感を飛躍的に上昇させることは国内のみの

研究者では事実上困難と考えられ､イギリスやドイツなどに見られる国のボーダーを越えた研究活動は､日

本の科学ポテンシャルの維持もしくは上昇を考えた場合の一つの方策と考えられる｡
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(4)主要国における分野毎の国際共著論文シェアの比較

国際共著論文は､国際的な研究活動の協力関係や共同活動によりつくられる成果であるため､分野ごと

の背景に依存すると考えられる｡例えば､大型研究施設(スーパーカミオカンデ､cERNなど)は､各国で保

有することが現実的に不可能な場合､当該大型研究施設設置国を中心とした共同研究が促進される｡した

がって､国際共著関係をより詳細に捉えるため､図表 28では､分野別の国際共著論文シェアを分析した｡

いずれの分野においても､1990年代前半から現在に至るまで､国際共著論文シェアは上昇基調である｡ま

た､物理学､環境/生態学&地球科学では､他分野に比べ国際共著論文シェアが高いことが分かる｡一方､

臨床医学は､約 13%であり､国際共著論文シェアが一番低い分野であると示された｡

国際共著論文シェアは上昇基調であるが､図表 29に示すように､各国の状況は異なる｡

図表 28 分野別の国際共著論文シェア(%)

化学 10.9 14.4 16.7
材料科学 8.7 13.8 16.5
物理学&宇宙科学 19.2 26.2 29.2
計算機科学&数学 13.3 18.1 20.5
工学 8.4 12.2 16.3
環境/生態学&地球科学 12.3 19.6 25.7
臨床医学&精神医学/心理学 6.5 9.8 13.4
基礎生物学 ll.6 16.3 20.1

(注)artlCle,letter,note,revlelVを分析対象とし､整数カウントにより分析

トムソン･ロイター サイエンテイフイツ9LEwebofSclenCe"を基に､科学技術政策研究所が集計

図表 29 主要国の国際共著論文シェア(全分野､%)全分野

アメリカ 13.9 20.0 25.6
イギリス 20.8 29.8 39.0
日本 ll.5 16.1 20.9
ドイツ 25.9 34.2 42.5
中国 23.2 23.0 23,3
フランス 27.2 35,1 43ー5
カナダ 25.0 34.0 41.8
韓国 26.9 23.8 25.3

全世界 10.8 15.2 18.8

(注)artlCle,一etter,note,revleWを分析対象とし､整数カウントにより分析

トムソン･ロイター サイエンテイフイソグ ẁeboFScience"を基に､科学技術政策研究所が集計
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次に､日本の分野ごとの論文シェアと国際共著論文シェアの変化を図表 30に示す｡1990年代に比べ､

現在は論文シェアとともに､国際共著論文シェアが上昇していることが分かる｡論文シェアと国際共著論文

シェアの分野ポートフォリオはおおむね相似形であるが､工学や臨床医学は低い値となっている｡これは､

図表 28に示したように､分野によって国際共著論文シェアが異なることも影響していると考えられる｡

図表 30 日本の分野毎の論文シェアと国際共著論文シェアの変化(%)

ポートフがノオ (199ト1995)
化学

工学

0全論文 ●国際共著論文

物理 臨床

学 医学

ポートフォリオ(200ト2005)
化学

工学

口全論文 EI国際共著論文

(注)artlCle,letter,note,revle＼Vを分析対象とし､整数カウントにより分析

トムソン･ロイター サイエンテイフイツグ ẁebofSclenCe"を基に､科学技術政策研究所が集計
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さらに､主要国の分野ポートフォリオ(2001-2005年,論文シェアと国際共著論文シェア､%)を比較した

(図表 31)｡図表 29に示したように､イギリス､ドイツ､フランスは､全分野での国際共著論文シェアが主要

国の中でも高く､図表 31においてこの 3国の国際共著論文の占める面積が広いことと一致する｡しかしな

がら､3国の中でも分野の重点の置き方が異なっている｡基本的には､図表 28に示した分野別の国際共著

論文シェアの傾向と､各国の論文シェアの強み弱みの組み合わせにより､国際共著論文シェアの分野ポー

トフォリオの特徴が生み出されていると考えられる｡

図表 31主要国の分野ポートフォリオ(200ト2005年,論文シェアと国際共著論文シェア､%)

エ宇
D全論文E)国際共著姶文

物理 臨氏
宇 医学

物理 臨床
苧 医学

工学
E)全姶文●国際共著始文

(荏)al･tlCle,letter,note,revielvを分析対象とし､整数カウントにより分析
トムソン･ロイター サイエンテイフイツク"WebofSclenCe"を基に､科学技術政策研究所が集計
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主要国の科学ポテンシャル定量化に対する論文共著形態の種類の影響について､以下にまとめる｡

○ 論文共著形態の時系列変化

世界的にも国際共著論文の占める割合は増加傾向であり､国内の限られた研究リソースに頼らない､国

のボーダーを越えた研究ネットワークを活用した研究活動-と研究活動の性質が変化している｡日本も増加

傾向である｡欧州諸国に関しては､国際共著率が際立って非常に高い｡また､EU15を一つの国として仮定

し場合でも国際共著率が高いことから､地理的に近接している利点を活かしたEU内の共同研究による研究

ネットワークの強化に加え､その他の地域(北米､アジアなど)との研究活動における交流を拡大していること

が示唆された｡

○ 国際共著論文の被引用数における特徴

海外との共著論文の方が､国内のみで研究された論文よりも､研究の質の指標として用いているToplO%

論文の比率および論文あたりの被引用数が高いことが分かった｡したがって､国際共著率の高いイギリスや

ドイツは国際共著論文による被引用数の加算部分が多く､一方日本は国際共著率が低いためこのアドバン

テージがあまり確保されていないことが分かった｡

○ 論文シェアおよび被引用数シェアの文献別･論文共著形態別内訳の比較

国内論文の Articleが稼ぐ被引用回数シェアに注目すると､日本はイギリスやドイツより高い値であること

が分かり､日本は国内に注目を集める論文を生み出す科学ポテンシャルがあることが示唆される｡しかし､イ

ギリスやドイツは､国のボーダーを越えた研究ネットワークを活用した研究活動による国際共著論文の

Articleや､ある一定期間に蓄えられた知識や知見を体系化する文献である国内論文の Review､国際共著

論文のReviewのシェアにより､日本を引き離していることが分かった｡

○ 主要国における分野毎の国際共著論文シェアの比較

国際共著論文シェアには､分野依存性があり､物理学､環境/生態学&地球科学では､他分野に比べ国

際共著論文シェアが高い｡

つまり､論文共著形態は､量的指標(論文シェア)および質的指標(被引用回数シェア)に影響を及ぼす

要素である｡
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3-5主要国の科学ポテンシャル定量化に対する3つの要素の影響

3-2､3-3､3-4での結果をまとめると､論文シェアや ToplO%論文シェア､被引用回数シェアは､国

の持っている科学研究力を定量化する｢分かりやすい指標｣として広く用いられているが､少なくとも(9分野

ポートフォリオとデータベースの構造による影響､②文献の種類､③論文共著形態の3つの要素の影響を受

ける指標であることが分かった｡また､日本は､いずれの要素においても､イギリスやドイツに比べ値が低くな

る影響を受けている｡

(∋分野ポートフォリオとデータベースの構造による影響

-データベースの構造上､基礎生物学や臨床医学の割合が大きいので､それらの分野に強みをもつ分

野ポートフォリオを持つ国(イギリスやドイツ)に比べ､材料科学や化学､物理学に強みを持つ分野ポートフォ

リオを持つ国(日本)は､全分野の論文シェアやToplO%論文シェアを算出する際､不利になる｡

②文献の種類

-新しい事象の発見や発明を報告するA山cleに比べ､ある一定期間に出された研究結果をまとめた総

説であるReviewの方が1論文あたりの被引用回数がかなり高い｡イギリスやドイツでは産出される論文に占

めるReviewの割合が一定分あるが､日本の場合は著しく少ない｡被引用回数において､イギリスやドイツに

水をあけられる要因となる｡

③論文共著形態

-国際共著論文は､国内論文に比べ､被引用回数が高い傾向にある｡そのため､国際共著論文が多い

国(イギリスやドイツ)の方が､少ない国(日本)に比べ､総被引用回数を高めることとなる｡

しかしながら､本研究では､基本計画が始まり早 15年､我が国が予期した方向-進み､｢新しい知を生み

続ける重厚な知的蓄積(多様性の苗床)を形成すること｣がなされたかどうかについて､我が国をベンチマー

キングしたいので､下記のように3つの要素の影響をそぎ落とすために条件を加え､｢知識の創出-の貢献

度｣の定量化(以下､分数カウント法とする｡)を試みる｡

｢知識の創出-の貢献度｣

-論文シェア･ToplO%論文シェア･被引用回数シェア

I(丑分野ポートフォリオとデータベースの構造による影響

一②文献の種類の影響

-③論文共著形態の影響

(条件)

(D分野ポートフォリオとデータベースの構造による影響

⇒全分野の状況とともに､分野別の状況を比較する｡
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②文献の種類の影響

⇒｢新しい知を生み出す力｣を定量化するために､ここでは新しい事象の発見や発明を報告する Article

のみを分析対象とする｡

③論文共著形態の影響

⇒ここまでの分析で用いた整数カウント(A国とB国の国際共著論文の場合､A国1本とB国1本と数え

る方法)は､その国の状況を把握する上では有効であるが､当該国の研究アクティビティの比較を行ないた

いときは､分数カウント(A国とB国の国際共著論文の場合､A国1/2本､B国 1/2本と数える方法)を用い

たほうが実質の貢献度が出せると考えられる｡

したがって､以下では従来の整数カウント法と分数カウント法の2つの手法の比較を行なう｡

【整数カウント法】

データベースに含まれる文献のうち､article,letter,note,reviewを対象とするoまた､複数国の共著による

論文の場合､それぞれの国に1とカウントする｡そのため､各国の論文数の世界シェアを合計すると100%を

超えることとなる｡

整数カウント法で計算されるシェアは､ある分野における各国の｢世界の研究活動への関与度｣を示して

いると考えられる｡

【分数カウント法】

データベースに含まれる文献のうち､新しい事象の発見や発明を報告する articleのみを対象とする｡ま

た､複数国の共著による論文の場合(例えばA国とB国の共著)､それぞれの国にA国 1/2､B国1/2とカ

ウントする｡したがって､各国の論文数の世界シェアを合計すると100%となる｡

分数カウント法で計算されるシェアは､ある分野における各国の｢知識の創出-の貢献度｣を示していると

考えられる｡

全分野及び分野ごとの結果を､図表 32-図表 40に示す｡図表ごとに以下の6つのグラフを示した｡

● 左側上段:論文シェア(整数カウント法､Article,Review,Letter&Note)

●左側中段:Top10%論文シェア(整数カウント法､Article,Review,Letter&Note)
●左側下段:被引用回数シェア(整数カウン法ト､Article,Review,Letter&Note)
●右側上段:論文シェア(分数カウント法､Article)
●右側中段:ToplO%論文シェア(分数カウント法､Article)
●右側下段:被引用回数シェア(分数カウント法､Adcle)
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図表 32研究活動の量的･質的指標の検討(全分野)

全分野での■文政(3年移軸平均%) 全分封での■文牧(3年移抽平均%)

(生坂カウント､アメリカは右～) (articleのみ､分政カウント､アメリカは右■)
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図表 32の論文シェア(整数カウント法)と論文シェア(分数カウント法)を比較してみよう｡日本や中国は､

国際共著論文が多くは無いので､シェアは分数カウントにすると低い値となるが､傾向に関しては整数カウ

ントと分数カウントでの差がないことが分かる.一方､イギリス､ドイツ､フランスでは､国際共著論文が増加し､

国内論文のシェアが減ってきているため､｢知識の創出-の貢献度｣としては､1980年代より低下傾向にあ

ることがわかる｡中国の伸びに反して､その他の国のシェアが減る傾向となるが､その際大きなシェアを有し

ている国ほどシェアが減るので､2000年以降のシェアの減り具合を国間で比較するべきではない｡

次に､ToplO%論文シェア(整数カウント法)とToplO%論文シェア(分数カウント法)を比較してみよう｡前

者の場合､日本はイギリスやドイツに大きく離されており､このことから日本の研究活動は研究の質が必ずし

も高くないと評価されてきた.しかし､国際共著論文の影響や文献_の影響を省き算出した｢知識の創出-の

貢献度｣では､確かに差はあるものの､これまでに指摘されてきたほどではないことが分かる｡

この傾向については､被引用回数シェア(整数カウント法)と被引用回数シェア(分数カウント法)の比較に

おいても同様に言える｡

以下､分野別の状況をみる｡化学(図表 33)や材料科学(図表 34)は､日本の強みの分野であり､これま

での整数カウント法を分析対象とする手法においても､イギリスやドイツを抑えていたが､分数カウン法では

よりその差を大きいものとしている｡ただし､中国の猛烈なシェアの追い上げに対し､2000年ごろをピークに

論文シェア､ToplO%論文シェア､被引用数シェア揃って下降しており､第2位の座を受け渡すこととなって

いる｡

物理学&宇宙科学(図表 35)は､この分野も日本の強みであるが､ドイツもこの分野を強みとしており､整

数カウント法では､ToplO%論文シェア､被引用数シェアにおいて､ドイツの方が日本よりも上位にいる｡しか

し､分数カウント法では､ほぼ差が無くなることから､物理学&宇宙科学における日本とドイツの差は論文共

著形態の影響か文献の種類による影響であったと考えられる｡ただし､中国の猛烈なシェアの追い上げに

対し､2000年ごろをピークに論文シェア､Top10%論文シェア､被引用数シェアが下降しており､論文シェア

は第2位の座を受け渡すこととなっている｡

計算機科学&数学(図表 36)は､日本の弱い分野であり､イギリス､ドイツ､フランスに大きく差をつけられ

ている｡また､中国は､論文シェア､ToplO%論文シェア､被引用数シェアのいずれにおいても､日本を追い

越している｡近年､日本は低下傾向である｡

工学(図表 37)に関しては､図表 17のようにRevie＼V論文が他分野に比べ少ないことや図表 28に示し

たように国際共著論文比率が他分野に比べ低いことから､どちらの手法でも結果にあまり差が見られないこ

とが分かる｡近年､日本は低下傾向である｡

環境/生態学&地球科学(図表 38)は､日本の弱い分野ではあるが､唯一上昇基調の分野である｡分数

カウントにすることにより､イギリス､ドイツ､フランスとの差が縮まる｡

臨床医学(図表 39)や基礎生物学(図表 40)は､日本の弱い分野であり､イギリスやドイツに差をつけら

れていると考えられてきたが､分数カウント､Articleのみの分析手法では､その差が大幅に縮まる｡2000年

ごろをピークに論文シェア､Top10%論文シェア､被引用数シェアが下降している｡
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図表 33研究活動の量的･質的指標の検討(化学)
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図表 34研究活動の量的･質的指標の検討(材料科学)

PFZ:材料科学での書文政(3年移れ平均%) pF2:材料科学での*文政(3年移h平均%)
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図表 35研究活動の量的･質的指標の検討(物理学&宇宙科学)
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図表 36 研 究 活 動 の 量 的 ･質 的 指 標 の 検 討 (計 算 機 科 学 & 数 学 )
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図表 37 研究活動の量的･質的指標の検討(工学)

pps:工学でのbL文kO年移恥平均%) PFS:工学での書文kO年移恥平均%)
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図表 38研究活動の量的･質的指標の検討(環境/生態学&地球科学)

pF6:耳珠&地球科学一即)暮文政(3年移動平均%) pF6:寸淡色地坪科学での+文政(3年移h平均%)
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図表 39研究活動の量的･質的指標の検討(臨床医学)

pF7:FI氏臣事~竹乃暮文牡(3年移払平均%) pF7:i床医学での■文政(3年移払平均%)
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図表 40研究活動の量的･質的指標の検討(基礎生物学)

pF8:玉串生1由宇での■文政(3年移弛平均%) PFB:暮捷生物学での■文政(3年移恥平均%)
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3-6 国際共著論文の持つ特徴

世界的にも国際共著論文の占める割合は増加傾向であり､国内の限られた研究リソースに頼らない､国

のボーダーを越えた研究ネットワークを活用した研究活動-と研究活動の性質が変化している｡また､論文

シェアや被引用数シェアに寄与する因子の1つでもある国際共著論文について､より詳細な分析を行ったO

●日本から見た場合と諸外国から見た目本の存在感の違い
●主要な国際共著相手国の時系列変化
●国際共著関係国と当該国の科学ポテンシャルおよび地理的要因の関係

(1)日本から見た諸外国 諸外国から見た日本

図表 41では､主要国における日本との共著論文比率の推移を分析した｡日本と日本以外の国の共著論

文比率(図表中､世界の国際共著中の日本と記す)の世界平均値は､1980年代前半の6%強から約 20年

に渡り､上昇を続け10%強まで増加した｡したがって､日本は､世界中で行なわれている研究活動におけて

交流を着実に拡大したと示唆される｡

また､各国の様相は一様ではなくバラエティがある｡日本との共著論文比率が､アメリカのように｢世界の

国際共著中の日本｣に近い国､イギリス､ドイツ､フランスのように｢世界の国際共著中の日本｣に比べかなり

比率が低い国､そして中国のように｢世界の国際共著中の日本｣に比べ著しく高い国がある｡

図表 41 日本との共著論文比率の推移 (3年移動平均､%)
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欧州諸国においては､共著論文における日本の存在感は低いが､これが EU 内の国際共著が盛んなた

め日本が過小評価となるのだろうか｡これを検証するため､図表 24と同様にEU15を1つの国として仮定し､

日本の国際共著論文に占めるアメリカ､EU15と､アメリカの国際共著論文に占める日本､EU15と､EU15の

国際共著論文に占める日本と､アメリカを分析した(図表 42)0

日本の国際共著論文に占めるアメリカの比率は 1990年代前半に5割程度だったが､近年では4割弱で

ある｡EU15との関係は､3割を維持している｡

一方､EU15の国際共著論文に占める日本の比率が 6%未満であり､日本の国際共著論文に占める

EU15と比べかなり差がある結果となった｡したがって､EU内の国際共著が盛んなため日本が過小評価とな

るのではなく､欧州においての日本の存在感は必ずしも高くないことが示唆される｡また､国際共著論文を

分析する際､｢日本から見た諸外国｣と｢諸外国から見た日本｣について着目する必要がある｡

図表 42 日本との共著論文比率の推移 (5年移動平均､%)

1991-1995 1996-2000 2001-2005

日本 アメリカ EU15 日本 アメリカ EU15 日本 アメリカ EU15
- 49.0 30.7 - 43,1 32.3 - 39.5 30.6

9.7 - 49.5 9.9 - 50.2 9.4 - 48.6
5.5 44.9 - 6.3 42.4 - 6.2 41.3 -

日本の国際共著論文中
アメリカの国際共著論文中
EU15の国際共著論文中
(注)artlCle,letter,note,reviewを分析対象とし､整数カウントにより分析
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図表 43では､｢日本から見た諸外国｣と｢諸外国から見た日本｣からの視点で､国際共著論文における日

本の比率を分析した｡アメリカの場合､日本の共著相手として約 40%のシェアであるが､アメリカの共著相手

として日本は 10%弱のシェアであり､低い値を示す(図表 43A)｡一方､日本の国際共著論文中の韓国の

比率は7%程度に対し､韓国の国際共著論文中の日本の比率は 20%を超える｡中国は韓国と同様の傾向

である｡図表 43Bは､EU15の国々の状況である｡ドイツ､イギリス､フランスのグループと､その他のグルー

プで様相が異なる｡ドイツ､イギリス､フランスの場合は､アメリカの場合と同様に､日本の国際共著論文にお

けるシェアの方が各国の国際共著論文における日本のシェアより高い値である.一方､その他のEU15の国

では､各国における日本のシェアは相対的に高いことが分かる｡したがって､欧州の中は一様では無く､イ

ギリス､ドイツ､フランス以外の中小規模国との研究活動における国際協力を行なうと､日本の存在感を比較

的容易に高めることが出来る可能性が示唆される｡

図表 43 日本の国際共著論文における各国のシェアと

各国の国際共著論文における日本のシェアの比較(%)

45_040.035,030,025.020.015.010_05.00_0

&'.

ちg,,事.}∫.､～1i1r

国国際

★

I - l一lr- . r-豪州 ロシア共著論文における日本のシェア

L I 仁

アメリカ 中国 カナダ 韓

12.010.08_06.04_02_00.0 一 .でヽ･ユTヽ,1-Ptヽ･ユア

■ ■

一 ｣ ｣
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(注)article,letter,note,reviewを分析対象とし､整数カウントにより分析
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(2)主要な国際共著相手国の時系列変化

図表 44は､日本の主要な国際共著相手国を全分野および8カテゴリーで1990年代前半(図表 44A)と

2001年以降(図表 44B)で分析したものである｡日本の共著相手国として､両期間においてアメリカは日本

の共著相手国として一番の存在である｡ただし､材料科学において､現在アメリカに代わり､中国が共著相

手国第一位になっているO中国及び韓国は､日本の国際共著相手国として､そのウェ-トが増加している｡

図表 44 日本の主要な国際共著相手国

および日本の国際共著論文に占める各国のシェア (%)

(A)199卜1995年

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
全分野 アメリカ ドイツ イギリス カナダ フランス 中国 イ9リア 韓国 豪州 オランダ49.0 9.2 8.6 6.3 5.7 5.3 3.5 3.4 2.7 2.7

化学 アメリカ 中国 ドイツ イギリス カナダ 韓国 フランス インド イダ)ア ロシア36.4 9.3 9.1 7.0 6.0 4.8 4.4 3.0 3.0 2.4

材料科学 アメリカ 中国 イギリス 韓国 ドイツ カナダ フランス ポーランド 台湾 ロシア39.4 10.9 8.2 7,8 7.3 6.0 4.1 2.2 2.1 2.0

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ イギリス フランス カナダ ロシア イ9リア 中国 韓国 スイス43.2 13.4 ll.2 8.3 6.2 6.2 5.9 4.8 3.9 3.6

計算機科学&数字 アメリカ ドイツ フランス カナダ イギリス 中国 韓国 イ9リア オランダ インド41.0 9.0 8.6 8.3 8.2 5.5 4.9 3.8 3.4 3.0

工学 アメリカ ドイツ カナダ 韓国 中国 イギリス フランス オランダ ロシア イダノア48.3 ll.1 9.0 7.5 6.7 5.3 3.8 3.1 2.9 2,6

環境/生態学&地球科学 アメリカフランス カナダ 中国 豪州 イギリス ドイツ ロシア インド41.8 10.3 9.3 8.1 7.4 7.2 5.2 4.1 3.8 3.7

巨岳氏医学&清神医学/心理学 アメリカ イギリス ドイツ カナダ 中国 フランス スウェーデン 豪州 イタリア オランダ62.3 8.2 6.4 5.2 3.5 3.4 3.33.1 3.0 2.8
基礎生物学アメリカ イギリス ドイツ カナダ フランス 中国 豪州 オランダ スウェーデンイ9リア

(B)200卜2005年

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
全分野 アメリカ 中国 ドイツ イギリス 韓国 フランス カナダ ロシア 豪州 イダノア39.5 ll.6 9.6 8.5 6.9 6.0 5.0 4.6 3.8 3.6

化学 アメリカ 中国 ドイツ 韓国 イギリス フランス インド カナダ ロシア 豪州
25.1 18.3 8_0 7.8 6.3 5.0 4.7 3.6 3.1 2.9

材料科学 中国 アメリカ 韓国 ドイツ イギリス インド フランス ロシア カナダ 豪州22.5 20.4 14.0 6.9 6.3 4.7 3.8 3,4 3.2 2.1
物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ ロシア 中 国 イギリス フランス 韓国 イ9リア スイス カナダ35.9 16.3 12.2 10.9 10.6 9.3 8.6 7.0 5.2 5.0
計算機科学&数学 アメリカ中国 ドイツ 韓国 フランス カナダ イギリスイタリア 豪州 台湾30.0 13.9 8.9 7.0 6.9 5.9 5.0 3.7 3.3 2.9
工学 アメリカ 中国 ドイツ 韓国 イギリス ロシア フランスカナダ 豪州 インド31.7 14.8 10.1 8.7 6.8 6.2 6.0 4.8 3.2 2.9
環境′生態学&地球科学 アメリカ 中国 イギリス 豪州 ドイツ カナダ ロシアフランス 韓国 インド37.9 15.6 8.5 7.5 6.9 6.5 6.5 6.3 4.9 3.9
臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス ドイツ 中国 カナダ 豪州 イ9リアフランス 韓国 スウェーデン58.0 9.0 7.5 6.7 5.4 4.1 4.0 3.9 3.6 3.5
基礎生物学アメリカ イギリス 中国 ドイツ 韓国 カナダ フランス 豪州 タイ スウェーデン

(注 1)article,letter,note,reviewを分析対象とし､整数カウントにより分析
(注 2)日本以外のデータは､参考資料lを参照のことo
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図表 45は､アメリカの主要な国際共著相手国を全分野および分野別で 1990年代前半(図表 45A)と

2001年以降(図表 45B)で分析したものである｡アメリカの共著相手国の一番の存在は､ドイツである｡ただ

し､分野によっては､カナダ､イギリスが1位の相手国となる｡工学においては､1990年代前半日本は1位だ

ったが､現在中国が2位となり日本は4位となっている｡環境/生態学&地球科学でも同様であり､中国が順

位を上げたことにより､日本は順位を下げている｡

図表 45 アメリカの主要な国際共著相手国

およびアメリカの国際共著論文に占める各国のシェア (%)

(A)1991-1995年

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 カナダ ドイツ イギリス &. フランス イダノア イスラエルスイス オランダ 豪州12.5 12.1 12.0 9.0 6.7 4.6 4.1 4.0 3.8

化学 ドイツ イギリス フランス カナダ イタリア ポーランドイスラエルスペイン 中国12.6 ll.0 8.8 8.7 4.9 4.1 4.0 3.6 3 .0

材料科学 カナダ ドイツ イギリス フランス 中国 韓国 インド 台湾 イ9リア10.5 10.4 9.4 7.5 5.0 5.0 4.7 4.2 3 .7

物理学&宇宙科学 ドイツ イギリス フランス 潜./- カナダ イ9リア ロシア スイス オランダ イスラエル
計算機科学&数学カナダ イスラエル ドイツ イギリス フランス イタリア 中国 豪州 オランダ
工学 カナダ ドイツ フランス イギリス イ9リア 台湾 イスラエル中国 韓国芸;等gJ;.委棄.餐 10.7 9.0 8.0 7.9 6.2 5.7 5.4 5.3 4,1
環境/生態学&地球科学カナダ イギリス フランス ドイツ 豪州 a/=療義浩､…ロシア イ9リア 中国 オランダ

臨床医学&精神医学/心理学 カナダ イギリス -疫泰_.;-/-/=?. ドイツ イ9リア フランス スウェーデンオランダ スイス イスラエル
基礎生物学カナダ イギリス 海密.※.=;/= ドイツ フランス イ9リア 豪州 スイス スウェーデンオランダ

(B)2001-2005年

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 ドイツ イギリス カナダ .義 フランスイタリア 中国 豪州 オランダ韓国
化学 ドイツ イギリス 中国 フランス カナダ 韓国 イ9リア ロシア スペイン12.3 9.0 8.0 7.7 7.2 5.2 4.8 4.8 4 .1

材料科学 ドイツ 韓国 中国 イギリス カナダ フランス ロシア インド イダJアll.2 10.5 9.7 7.7 6.9 5.9 3.8 3.8 3.6

物理学&宇宙科学 ドイツ イギリス フランス イ9リア ロシア カナダ 中国 スペイン オランダ20.3 15.7 12.7 10.3 9.3 8.1 7.2 5.7 5.5

計算機科学&数学 カナダ ドイツ 中 フランス イギリス イスラエル イタリア 韓国 スペイン10.4 9,8 9.6 8.5 8.2 6.8 5.6 5.2 4.0

工学 カナダ 中国 ドイツ 令 イギリス 韓国 フランス イタリア ロシア 台湾10.0 9.ー 9.1 8.1 7.6 6.4 6.4 3.9 3.8

環境/生態学&地球科学 カナダ イギリス ドイツ フランス 中国 豪州 イダノア スイス ロシア14.7 14.5 ll.7 9.2 7.7 7.2 4.0 3.9 3.7

臨床医学&精神医学/心理学 カナダ ドイツ イギリス 負 イ9リア フランス オランダ 豪州 スイス スウェーデンー4.3 13.5 13.4 8.1 6.4 5.7 5.3 4.8 4.2

基礎生物学イギリス カナダ ドイツ E3 フランス イタリア 豪州 中国 オランダ スイス

(注)article,letter,note,revleWを分析対象とし､整数カウントにより分析
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図表 46は､イギリスの主要な国際共著相手国を全分野および分野別で 1990年代前半(図表 46A)と

2001年以降(図表 46B)で分析したものである｡イギリスの共著相手国として､アメリカ､ドイツ､フランスが上

位を占めているが､日本の順位より中国の順位の方が高い｡日本は､化学と工学という日本の強い分野に

おいて､順位がそれぞれ上がっている｡

図表 46 イギリスの主要な国際共著相手国

およびイギリスの国際共著論文に占める各国のシェア(%)

(A)199ト1995年

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ ドイツ フランス イダノア オランダ カナダ 妻州 スペイン C-&=泰;.~三栄.;三言E7 スイス

化学 アメリカ ドイツ フランス イダノア スペイン カナダ オランダ 表州 ポルトガル23.7 10.6 8.8 8.1 7.7 4.9 4.5 話;=…:※ =.≡&?=泣. 3.7 2.7

材料科学アメリカ ドイツ 中国 フランス イダノア 豪州 スペイン オランダ トルコ20.6 9.5 7.4 6.8 4.3 4.2 3.8 3.7 3.5
物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ フランス イ9リア ロシア オランダ スペイン カナダ スイス

工学 アメリカ ドイツ フランス 中国 イ9IJア 州 カナダ オランダ スイス24.5 9.3 8.4 6.9 6.3 5.6 4.9 4.7 3.7
環境/生態学&地球科学 アメリカ フランス ドイツ カナダ 豪州 オランダスペイン ノルウェー イ9リア スウェーデン33.9 8.9 8.8 8.7 6.6 5.2 4.1 3.7 3.5 3.3
鴎床医学&精神医学/心理学 アメリカ ドイツ イダノア フランス オランダ 豪州 カナダ スウェーデンスイス ベルギー29.5 9.8 9.4 9.2 8.3 7.3 6.9 5.5 5.3 4.5

(B)200ト2005年

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ ドイツ フランス イダノア オランダ 妻州 カナダ スペイン癖瀦汚;…※ スイス

18.4 ll.1 9.5 8.2 6.6 5.2 i-.喜=安.蔓;..;=頚湧…§ 4.4 4.2 4.1

材料科学 アメリカ ドイツ フランス 中国 l自 スペイン イダノア 妻州 オランダカナダ

38.4 21.9 17.6 13.3 9.5 8.9 8.1 6.8 6.4

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ フランス イダノア 豪州 中国 カナダ スペイ､ オランダ ロシア26.1 12.0 8.5 6.8 6.2 6.2 5.0 3.4 3.3

工学 アメリカ ドイツ 中国 フランス イ9リア 妻州 オランダ スペイン カナダ21.1 ll.5 10.1 8.7 8.0 5.2 4.9 4.6 3.9

環境/生態学&地球科学 アメリカ ドイツ フランス豪州 カナダ オランダ イダノア スウェーデンスペイン ノルウェー30.9 14.7 ll.6 8.4 8.3 7.0 5.8 5.4 5.1 4.9

臨沫医学&精神医学/心理学 アメリカ ドイツ イタリア フランス オランダ 豪州 カナダ スウェーデンスペイン スイス3l.6 14.0 10.7 10.0 10.0 9.2 8.4 6.5 5.3 5.3

基礎生物学アメリカ ドイツ フランス イタリア オランダ 豪州 カナダ スペイン スウェーデン

(注)a山cle,letter,note,revleWを分析対象とし､整数カウントにより分析
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図表 47は､ドイツの主要な国際共著相手国を全分野および分野別で1990年代前半(図表 47A)と2001

年以降(図表 47B)で分析したものである｡ドイツの共著相手国として､1位アメリカは全分野並びに個々の

分野においても不動である｡ロシアが比較的上位に出現していることは､ドイツの国際共著論文の相手国の

特徴である｡材料科学において､日本が6位という順位は変わらないが､中国は7位から4位-と順位を上

げている｡一方､物理学において､日本は8位から6位-と順位を上げている｡

図表 47 ドイツの主要な国際共著相手国

およびドイツの国際共著論文に占める各国のシェア(%)

(A)199ト1995年

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
全分野 アメリカ フランス イギリス スイス ロシア イタリア オランダ オーストリアポーランド29.9 ll.0 10.7 8.4 7.5 6.5 6.0 4.4 4.1

化学 アメリカ フランス ロシア イギリス スイス イタリア ポーランドスペイン チェコ オランダ20.1 10.7 8.8 7.9 5.5 5.1 4.5 4.2 4.2 3.6

物理学&宇宙科学 アメリカ ロシア フランス イギリス イ9リア スイス ポーランド オランダ スペイン31.8 14.7 14.2 9.8 8.6 8.5 6.8 黒..≡_..撃藩三一 5.2 4.3

計算機科学&数学 アメリカ イギリス フランス カナダ イタリア オ ランダ ロシア ポーランド スイス オーストリア35.4 8.0 7.9 5.9 4.5 4L4 4.ー 4.0 3.6 3.2

工学 アメリカ フランス イギリス ロシア スイス イタリア *' オランダ カナダ ポーランド
27.6 10.I 9.1 8.4 8.4 8.3 ≡:､こ_…し芋薄､- 5.7 5.0 4.2

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス フランス カナダ ロシア スイス オ ランダ 豪州 スウェーデンイ9リア32.1 12.2 ll.5 7.9 6.0 5.3 5.0 4.3 4.2 3.4
35.5 14.3 12.6 10.ー 9.4 9.3 7.5 5.4 5.3 -_=_-/u-//;-遷-薮/-.

基礎生物学アメリカ イギリス フランス スイス オランダ イタリア オーストリア混漆三….≡/-汰-/=;スウェーデンカナダ

(B)2001-2005年

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ イギリス フランス スイス ロシア イタリア オランダ 軽索…;-J=※~=1- オーストリアスペイン
化学 アメリカ ロシア フランス イギリス スイス イタリア オランダ ポーランド中国 スペイン

18.0 9.6 9.5 8.0 5.3 5.1 4.6 4.3 4.3 4.1

16.7 9.5 8.9 7.9 7.6 ･､.,-.-≡_三.孝養… 4.6 4.3 4.2 3.9

計算機科学&数学 アメリカ イギリス フランス イ9リア カナダ ロシア 中国 スイス オランダ スペイン26.6 10.4 9.3 6.5 5.0 4.9 4.6 4.5 4.4 4.2

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス フランス スイス カナダ ロシア オランダ イ9リア 豪州 スウェーデン28.9 17.0 ll.9 9.2 7.2 7.1 6.9 6.1 5.1 4.9

臨沫医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス スイス オランダ イ9リア フランス オーストリアスウェーデンカナダ ベルギー39.5 l7.3 13.1 ll.0 9.8 9.8 9.2 58 5.7 5.6

基礎生物学アメリカ イギリスフランス スイスオランダ イダノア オーストリア スウェーデンスペイン

(荏)artlCle,letter,note,reviewを分析対象とし､整数カウントにより分析
トムソン･ロイターサイェンティフイツグ ẁebofScience"を基に､科学技術政策研究所が集計
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図表 48は､中国の主要な国際共著相手国を全分野および分野別で1990年代前半(図表 48A)と2001

年以降(図表 48B)で分析したものである｡中国の共著相手国として､1990年代前半において､全分野並

びに個々の分野で1位はアメリカであった｡ところが現在では､日本との共著関係が多くの分野において増

大し､材料科学では日本が1位となっている｡その他の国では､豪州､韓国､シンガポールの順位の上昇が

目立っている｡

図表 48 中国の主要な国際共著相手国

および中国の国際共著論文に占める各国のシェア(%)

(A)1991-1995年

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ イギリス ドイツ カナダ フランス イ9リア 豪州 スウェーデンオランダ

27.2 ._-;..諒.料 _-≡ 9.8 9.2 8.7 4.5 3.4 3.1 3.0 2.5

材料科学 アメリカ tB潅注5㌻ぎ イギリス ドイツ カナダ イタリア フランス 豪州 オランダ シンガポール

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ イタリア イギリス フランスロシア カナダ オランダスペイン39.8 18.3 13.5 10.9 9.8 5.2 5.1 5.0 4.9

計算機科学&数学 アメリカ カナダ イギリス 豪州 フランス･療養荘子/=;イ9リア 台湾 シンガポール40.5 18.8 9.9 7.4 5.6妻_=※…:-:'準孝三 2.7 1.6 1.6
工学 アメリカ イギリス カナダ ドイツ 豪州 フランスイタリアオランダシンガポール

36.7 15.2 13.2 8.7 4.6 3.1 2.6 2.1 1.9
環境/生態学&地球科学 アメリカ カナダ イギリス ドイツ 豪州 フランスロシア スイス オランダ38.2 13.0 12.1 8.5 8.4 7.3 2.9 2.9 2.4
臨床医学&精神アメリカ イギリス 海薫蒸≦…--㌔.//;-…′､､..豪州 スウェーデンフランスドイツ カナダ スイス イタリア

基礎生物学

(B)2001-2005年

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 ア メリカ イギリス ドイツ 豪州 カナダ フランス シンガポール韓国 台湾

化学 ア メリカ ドイツ イギリスマレーシアフランス シンガポールム湾 カナダ 韓国
25.7 .詳㍗…卿謹言 9.4 8.1 6.4 4.9 4.4 4.4 4.2 3.5

蛛 18.5 10.1 7.7 7.6 6.9 5.5 5.0 4.1 2.6

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ イギリス ロシア フランス イタリア カナダ 韓国 ム湾38.4 2;器.:矧華やを 17.6 10.2 8.7 8.6 7.2 7.0 6.7 6.2

38.0 10.7 7.7 7去 7.7 7.2 6.7 4.2 4.0 3.0

32.3 =;.;r宅.類義薮 13.8 9.1 8.7 8.7 5.9 3.4 2.5 2.3

環境/生態学&地球科学 アメリカ 港 .義 雄=~三三 ドイツ イギリス 豪州 カナダ フランス 韓国 台湾 オランダ40.0 10.0 9.9 9.6 7.9 6.1 2.7 2.6 2.3
臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ 脊索.-.==.-~ぎ…=e~i イギリス 豪州 ドイツ カナダ フランス スウェーデンシンガポール台湾48.8 ぎ※j:;=沼=-35%5-喜 12.3 8.7 7.1 6.3 3.8 3.5 3.2 2.7
基礎生物学アメリカ イギリス ドイツ カナダ 豪州 フランス 韓国 スウェーデンシンガポール

(注)article,letter,note,reviewを分析対象とし､整数カウントにより分析

トムソン･ロイター サイエンテイフイツク"WebofSclenCe"を基に､科学技術政策研究所が集計
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図表 49は､フランスの主要な国際共著相手国を全分野および分野別で 1990年代前半(図表 49A)と

2001年以降(図表 49B)で分析したものである｡フランスの共著相手国として､アメリカ､ドイツ､イギリスが上

位を占めている｡日本は､2000年代､材料化学､物理学､工学で共著相手として存在感を上昇させた｡

図表 49 フランスの主要な国際共著相手国

およびフランスの国際共著論文に占める各国のシェア(%)

(A)199ト1995年

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
全分野 アメリカ ドイツ イギリス イタリア カナダ スイス スペイン ベルギー オランダ ロシア

27.2 13.4 ll.8 8.9 6.8 6.8 6.7 6.3 5.0 4.6

化学 アメリカ ドイツ スペイン イギリス イダノア カナダ ベルギー モロッコ ロシア ポーランド18.2 13.8 10.1 8.5 6.9 5.6 5.1 4.7 3.8 3 .7

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ イギリス イタリア ロシア スイス スペイン ポーランドオランダ カナダ28.9 18.4 ll.9 ll.1 9.6 8.5 8.0 6.0 5.4 5.1
計算機科学&数学 アメリカ ドイツ イダノア カナダ イギリス スペイン ベルギーイスラエルロシア …授
工学 アメリカ ドイツ イダ)ア イギリス スイス カナダ ロシア ベルギー スペイン オランダ30.0 12.4 ll.0 10.1 7.2 6.9 5.6 5.0 4,7 .3

28.1 10.2 9.5 7.9 6.0 4.9 4.4 4.4 3.9 -"/=-33/-

臨簾医学&精神医学′′心理学 アメリカ イギリス ベルギーイタリア ドイツ スイス オランダ カナダ スウェーデンスペイン29.0 16.8 12.0 ll.8 ll.6 9.8 9.5 7.7 5.3 4.9

基礎生物学アメリカ イギリス ドイツ カナダ ベルギー イダノア スイス スペイン オランダ スウェーデン
(B)2001-2005年

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
全分野 アメリカ ドイツ イギリス イダ)ア スペイン スイス ベルギー カナダ オランダ ロシア24.9 15.3 l4.2 ll.1 7.7 6.8 6.2 59 5.6 5.1

化学 アメリカ ドイツ イギリス スペイン イ9リア ロシア ベルギー ポーラン スイス モロッコ
14.7 12.4 8.9 8.4 7.8 5.1 4.9 .4 4.4 3.9

12.4 ll.6 9.0 7.9 7.2 5.3 5.1 葦…､=…-; 4.1 3.9

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ イギリス イタリア ロシア スペイン スイス ポーラン ･…海索 r※;-/≡;J各 オランダ

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ イタリア イギリス スペイン カナダ スイス ロシア イスラエル ベルギー24.5 9.9 8.6 7.7 6.1 5.6 3.6 3.5 3.3 3.2

工学 アメリカ ドイツ イダノア イギリス スイス ロシア スペイン ベルギー 海秦 i薫きf=fS;;=g=カナダ21.3 13.9 ll.3 ll.1 6.6 6.6 5.7 5.3 5.3

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス ドイツ イダ)ア カナダ スイス スペイン ベルギー オランダ 豪州26.6 15.6 13.8 8.47.2 6.6 5.9 4.8 4.7 3.9

臨沃医学&精神医学′心理学 アメリカ イギリス ドイツ イタリアベルギー オランダ スイス カナダ スペイン スウェーデン30.9 20.6 16.2 16.1 12,3 ll.3 10.8 9.8 8.5 6.9

基礎生物学アメリカ イギリスドイツ イタリア ベルギ- スペイン カナダ スイス オランダ

(注)article,letter,note,revleWを分析対象とし､整数カウントにより分析

トムソン･ロイター サイエンテイフイツク"WebofSclenCe"を基に､科学技術政策研究所が集計
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図表 50は､韓国の主要な国際共著相手国を全分野および分野別で1990年代前半(図表 50A)と2001

年以降(図表 50B)で分析したものである｡韓国の共著相手国として､1位アメリカは全分野並びに個々の分

野においても不動である｡1990年代前半は､日本が全分野並びに個々の分野においても2位を占めてい

たが､2001年以降は計算機科学&数学において中国が順位を上げ､日本が3位となっている｡その他の分

野においても､中国が上位に上がってきている｡また､多くの分野でインドが9位までに入ってきている｡

図表 50 韓国の主要な国際共著相手国

および韓国の国際共著論文に占める各国のシェア(%)

(A)1991-1995年

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ J3 ドイツ イギリス フランス ロシア イダ)ア 中国 カナダ スペイン
61.5≡ 7.0 5.2 4.7 4.2 3.9 3.8 3.6 2.3

化学 アメリカ 早 ｡∩卓 フランス ドイツ イギリス ロシア カナダ イ9リア 中国 オランダ
57.6… 4.6 4.3 2.9 2.9 2.3 1.6 1.2 0.9

材料科学 アメリカ % イギリス フランス ドイツ 中国 カナダ ロシア インド
52.5. 5.3 4.2 3.4 2.8 2.2 2.2 1.1 0.8

物理学&宇宙科学 アメリカ 還＼ ドイツ イタリア フランス ロシア 中国 イギリス スペイン スイス62.5… 12.1 ll.4 ー0.8 10.3 9.2 7.0 6.6 5.4

計算機科学&数学 アメリカ 令 イギリス カナダ ドイツ 中国 ベルギー 豪州 イダ)ア スペイン
工学 アメリカ El ドイツ ロシア イギリス カナダ 豪州 フランス イタリア 中国

62.6; 7.8 3.5 2.6 2.2 2.1 1.2 1.0 0.9

環境/生態学&地球科学 アメリカ * ドイツ 中国 カナダ イギリス フランス 豪州 インド ロシア66.2≡ 7.0 4.9 4.2 3.5 3.5 2.1 1.4 1.4

臨氏医学&精神医学/心理学 アメリカ 良 イギリス スウェーデン中国 カナダ ドイツ イタリア スイス ポーランド73.7 5.1 3.5 3.3 3.3 2.4 2.2 2.2 一.9

基礎生物学 l ヽヽ I - 一一◆ヽ -

(B)2001-2005年

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ 中国 ドイツ イギリス ロシア カナダ インド フランス ム湾53.5 8.9 6.0 5.7 5.5 5.2 3.7 3.5 2.9

化学 アメリカ 中国 インド ドイツ フランス カナダ イギリス ロシア 豪州44.0 9.4 4.7 4.3 3.8 3.6 3.1 2.7 2.6

材料科学 アメリカ 中国 イギリス ドイツ ロシア インド カナダ 豪州 フランス37.7 12.9 4.4 4.3 3.8 3.5 3.0 2.4 1.9

物理学&宇宙科学 アメリカ ロシア ドイツ 中国 イギリス 台湾 イタリア インド フランス52.6 16.2 14.9 12.2 10.7 8.8 8.0 7.9 7.8

工学 アメリカ 中国 カナダ イギリス ロシア ドイツ 豪州 インド フランス
55.5 7.0 5.0 4.8 4.7 2.6 2.2 1.8 I.5

環境/生態学&地球科学 アメリカ 中国 カナダ イギリス ドイツ ロシア スペイン フランス 豪州53.2 10.4 7.9 4.3 4.ー 3.8 3.3 3.1 3.1
臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス 中国 カナダ ドイツ 台湾 フランス 豪州 スウェーデン68.2 5.8 5.5 5.5 3.5 3.2 2.4 2.3 1一9
基礎生物学アメリカ 中国 カナダ イギリス ドイツ 垂州 インド フランス ロシア

(注)article,letter,note,revleWを分析対象とし､整数カウントにより分析
トムソン･ロイターサイエンテイフイツク"WebofSclenCe"を基に､科学技術政策研究所が集計
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(3)国際共著関係国と当該国の｢世界の研究活動への関与度｣および地理的要因の関係

これまでの国際共著関係の分析から､各国の共著相手にはバラエティがあることが分かる｡また､その相

手国は時系列と共に変化をすることが示され､国間のネットワークは動的に構造を変化させていると示唆さ

れる｡さらに､分野により､その構造変化が異なっている｡

そこで､日本では､共著関係を構築するにあたり､相手国の｢世界の研究活動-の関与度｣(論文シェア)

に対し相応の関係を構築しているのか､否かを分析するため､図表 51では､各国の全論文シェアと日本の

国際共著論文に占める当該国のシェアの関係を示した｡各国の全論文シェアが相手国の科学ポテンシャル

であり､日本の国際共著論文に占める当該国のシェアが関係の強さとする｡1991-1995年と2001-2005年の

状況を比べた｡

基本的には､科学ポテンシャルに応じて､共著関係が強くなる傾向が見られる｡まず､アメリカとの共著関

係は､1990年代も現在も強いことが分かるが､近年低下傾向にある｡その間､日本が共著関係を強めてきた

相手は､中国と韓国であるDアジア圏(図中､赤丸で表示)は､日本にとって共著関係において大きな存在

感を示しているO

-方､欧州圏(国中､青丸で表示)との関係は､異なっているO例えば､フランスと中国を比べると､論文シ

ェアでは､あまり差の無い両国だが､日本との共著関係をみると､中国との関係の方が強く､フランスとの関

係が相対的に弱いことが分かるOオランダと韓国を比較しても､同様のことが言えるD欧州圏との関係は､お

おむね対角線より下に位置する関係､つまり｢世界の研究活動-の関与度｣(論文シェア)に対し共著関係

が弱い｡また､BRICsとの関係を見ると､ブラジル以外との国とは､対角線より上に位置する関係､つまり科学

ポテンシャルに対し共著関係を強めており､新興国との研究活動の関係を構築していることが示唆される｡

このように､日本の共著関係を調べたところ､地理的要因が関与していることを示唆している｡

図表 51 当該国の全論文シェアと日本の国際共著論文に占める当該国のシェア

(日本､全分野)

199卜1995年

全論文シェア(アメリカ)
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次に､各国の状況を確認した｡まず､アジア圏の中国と韓国を調べた(図表 52)｡中国の場合､アメリカと

の共著関係は､1990年代も現在も強いが､この間で日本との共著関係を急速に強めてきたことが分かる｡ま

た､同じアジア圏である韓国との関係を強める一方､イギリス､ドイツ､イタリアなど欧州圏やカナダとの共著

関係は低下傾向にある｡また､BRICs(中国を除く)との関係を見ると､全ての国が､対角線より下に位置して

おり､新興国同士での研究活動の関係は現在のところ強くないと言える｡

韓国の場合､アメリカとの共著関係は､1990年代に比べ関係を強めてきた｡この間､日本との共著関係も

急速に強めてきている｡また､同じアジア圏である中国との関係を強める一方､欧州圏との関係は､おおむ

ね対角線より下に位置する関係であり､科学ポテンシャルに対し共著関係が弱いQまた､BRICsとの関係を

見ると､ブラジル以外の国とは､対角線より上に位置する関係であり､新興国との研究活動の関係を構築し

ていることが示唆される｡

図表 52 当該国の全論文シェアと各国の国際共著論文に占める当該国のシェア

(上段:中国､下段:韓国､全分野)

199ト1995年

全論文シェア(アメリカ)
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次に､各国の状況を確認した｡次に､欧州圏のイギリス､ドイツ､フランスについて調べた(図表 53)0

まず､3国に共通して見られる特徴として､各国におけるアメリカの存在についてである｡アジア圏の日本､

中国､韓国では､アメリカは共著関係の相手として大きな存在であり､対角線より上に位置する関係であるこ

とから､｢世界の研究活動-の関与度｣(論文シェア)に対し､より強い共著関係を構築している｡しかし､欧

州圏の 3国では､対角線より下に位置する関係であることから､科学ポテンシャルに対し､弱い共著関係を

構築していることが分かる｡

また､アジア圏の国はアジア圏との共著関係が強いが､欧州圏では､欧州圏の国との共著関係の方が強

いことが示された｡

イギリスの場合､1990年代から現在までの問に､ドイツを筆頭に欧州圏との関係を強めてきている｡アジア

圏との共著関係も強めてはいるが､大きな変化ではない｡BRICsとの関係では､ロシアやブラジルとは､科学

ポテンシャルに応じた共著関係を構築している｡そして､豪州やカナダとは､欧州圏並みの共著関係を持っ

ている｡

ドイツの場合､イギリスと同様､1990年代から現在までの間に､イギリスを筆頭に欧州圏との関係を強めて

きている｡また､ロシアとの共著関係が強いことが､ドイツの特徴であるoアジア圏との共著関係も 1990年代

に比べ､強まる傾向ではあるが､欧州圏との関係よりは弱いものである｡

フランスの場合もまた､イギリスと同様､1990年代から現在までの間に､イギリスやドイツを筆頭に欧州圏と

の関係を強めてきている｡一方､アジア圏との共著関係の構築が進んでいるものの､欧州圏との関係よりは

やはり弱いものであるo

このように､アジア圏の国におけるアジア圏と欧州圏との共著関係の構築状況や､欧州圏の国におけるア

ジア圏と欧州圏との共著関係の構築状況を比較すると､共著関係構築の際､地理的要因が強く影響してい

ると示唆できる｡
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図表 53 当該国の全論文シェアと各国の国際共著論文に占める当該国のシェア

(上段:イギリス､中段:ドイツ､下段:フランス､全分野)
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アメリカの場合､カナダとは特異な関係である｡論文シェアに比べ､共著関係が非常に強く､地理的な要

因が関与していると示唆される｡一方､欧州圏とアジア圏に関しては､例えば､日本とイギリス､中国とフラン

スとの関係を比較すると､欧州圏との共著関係の方が､アジア圏との共著関係より強いことが分かる｡

しかし､イギリス､ドイツ､日本､カナダとの共著関係は､1990年代に比べ､現在は低下傾向にある｡

カナダの場合､アメリカとの関係が一番強く､イギリス､ドイツ､フランスといった欧州圏､日本､中国が続く｡

ただし､カナダの場合､いずれの国との共著関係も強めている｡

図表 54 当該国の全論文シェアと各国の国際共著論文に占める当該国のシェア

(上段:アメリカ､下段:カナダ､全分野)
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国際共著論文の持つ特徴について､以下にまとめる｡

○ 国際共著論文における存在感の大きさ

国際共著関係を分析する際､両国それぞれにおける存在感の大きさについて留意する必要がある｡｢日

本から見た諸外国｣と｢諸外国から見た日本｣は､相手の国際共著論文数の規模に依存する｡したがって､イ

ギリス､ドイツ､フランス以外の中小規模国との研究活動における国際協力を行なうと､日本の存在感を比較

的容易に高めることが出来る可能性が示唆される｡

○ 国際共著相手国の変化

日本の場合､アメリカとの国際共著関係が 1990年代より一貫して一番強いが､2000年代に入り､その国

際共著関係がやや低下傾向にある｡国際共著相手国は不動ではなく､時期や分野によって変化する｡

○ 国際共著論文相手と地理的要因

アジア圏の国におけるアジア圏と欧州圏との共著関係の構築状況や､欧州圏の国におけるアジア圏と欧

州圏との共著関係の構築状況を比較すると､共著関係構築の際､｢世界の研究活動-の関与度｣(論文シ

ェア)よりも地理的要因が強く影響していると示唆できる｡

(コラム:国際共同活動へと質的変化をしてきた研究活動における日本の研究者の存在感)

研究活動が国際共同活動へと質的変化をしている中､日本の研究者は国内に閉じこもらず､国のボーダ

ーを越えた研究活動を行なっているのだろうか｡論文執筆以外の研究活動での状況を把握するため､各分

野における国際学会等-の参加及び発表について調査した｡参考資料 IIIを参照していただきたい｡

日本の研究者は海外で行なわれる学会等-参加する比率を維持もしくは増加させつつあるが､特に北

米で開催される学会等においては韓国人研究者及び中国人研究者の存在感も日本研究者の存在感と比

較して大きなものとなってきている｡また､国際学会等に参加する･発表するという研究者の活動において､

存在感を大きく出来ない理由として､言葉の問題､海外で行なわれる学会等-の参加のインセンティブの低

下､海外で行なわれる学会等-の参加をサポートする体制が無い等が挙げられた｡

現在は､情報通信技術の発展により､どのような研究者がどのような論文を書いているのかという情報や､

論文自体がオンタイムで入手できるようになっている｡昔は､国際学会に出席し､コネクションを作らないと得

られなかったものが､簡単に入手できるようになった｡別の問題として､大学等で人事が行なわれる際､若手

研究者の任用にあたり､論文数の方が国際学会での発表数よりも重要な指標として用いられる傾向がある｡

つまり､若手研究者を評価する際､世界に出て行き発表し､他国研究者との国際共同研究をしたことが評価

されないのであれば､情報をWeb等用いて収集し､e-mailでコミュニケーションし､論文数を稼ぐことが重要

だということになるであろう｡しかしながら､国内のみの論文に比べ､海外機関との共著論文の質が高いこと

が本調査から示されており､国内にとどまらない国のボーダーを越えた研究がより注目度の高い研究に繋が

る｡今後､世界での｢科学技術立国｣としての日本の存在感を高めるため､また論文の質を上げることが国と

して重要な課題であると考えるのであれば､研究評価に際して､国際会議での発表や海外との共同研究な

どの活動を積極的に評価するシステムを導入するべきである｡
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4.本調査を通じての考察

世界の研究ネットワークは､どのようなダイナミクスを持ち変化しているのであろうか｡また､その潮流の中､

日本はどのような位置にいるのだろうか｡このような問題意識の下､本研究では､ビブリオメトリックス手法を

用いて､世界の研究活動の動的変化とそれを踏まえた我が国の科学研究のベンチマーキングを行なった｡

(世界の研究活動の動的変化)

世界で産出される研究活動のアウトプットである論文量の一貫した増加傾向であり､特に中国の躍進が著

しい｡また､研究活動自体が個人(単機関､単国)の活動から団体(複数機関､複数国)活動-様相の変化

といった大きな研究活動の動的変化が示された｡

この潮流の中､日本の研究活動の量的状況(論文シェア)をみると､1980年代以降､論文シェアを着実に

伸ばし､世界第 2位まで上った｡しかし､近年論文量の増加の著しい中国が急速に近づいてきており､この

座を維持することがこのままでは困難である｡日本を含む先進国の論文シェアは､中国など進出国の論文

量が増加したため､相対的に低下傾向にある｡

また､日本の研究活動の質的状況(ToplO%論文シェア)をみると､日本は､イギリスやドイツに水を空けら

れている｡また､近年低下傾向である｡このように､主要国の比較から､研究の量の指標として使用される論

文シェアや研究の質の指標として使用されるToplO%論文シェアにより日本の研究活動の状況を描くと､日

本は特に近年順調とは言えない状況である｡一方で､イギリスやドイツは､研究の量の指標では日本とほぼ

同程度であるにも関わらず､特に1990年代より研究の質の指標が大きく上昇しており､日本は引き離されて

いるO

これらの時系列での変化は､日本の研究活動の問題が表面化した結果なのだろうか｡イギリスやドイツの

研究活動のどのような変化を意味しているのであろうか｡以下､研究の量の指標として使用される論文シェア

や研究の質の指標として使用されるToplO%論文シェアに影響を及ぼす因子と考えられる｢分野特性｣､｢文

献の種類｣､そして｢論文共著形態｣について検討した｡それらを通じて､日本やイギリス､ドイツなどの研究

活動の状況をより正確に把握することを試みた｡

(主要国の科学ポテンシャルの定量化に対する分野の影響)

主要国の科学ポテンシャルを調べるため､論文を､研究者･科学者の研究活動を表す一つの定量的な指

標と考え､論文の｢量｣と｢質(被引用回数が各分野で Top10%に含まれる論文のシェア)｣を､国別･分野別

に時系列分析した｡

主要国の分野バランスのポートフォリオを見ると､アメリカのように生命科学系にウェ-トのある国(アメリカ､

カナダ)､イギリスのように全体のバランスがとれた国(イギリス､ドイツ､フランス)､日本のように物理学､化学

に特化している国(日本､中国､韓国)の3つのクラスに分けることができ､各国それぞれ特徴を持っている｡

日本は既に人口減少のフェーズに突入し､今後量的な存在感を飛躍的に上昇させることは事実上困難と

考えられ､いかに研究の質において存在感を示すかが重要な政策アジェンダとなるであろう｡日本の中でも

分野の状況が異なることを理解した上で､日本において相対的に強い分野をさらに強化するか､もしくは､

弱点となっている分野を補強するか､判断をすべき時期にきていると考えられる｡

また､研究のアウトプットの｢質｣の指標として被引用回数のデータを用いることについては､議論があると
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ころではあるが､これに代わる適当な指標があるというわけでもない｡計量書誌学データをもとに各国の科学

技術システムの特徴や論文生産性などのパフォーマンスを評価しようとする論文が NATUREに掲載される

など､国際的注目度が高いことも事実であり､論文シェアや被引用回数などの指標をきちんと理解し､活用

していく必要があるだろう｡

本分析で用いたトムソン･ロイター サイェンティフイツクのWebofScienceデータベース収録論文の分野

内訳をみると､半数強が基礎生物学と臨床医学で占められており､ライフサイエンス系の論文シェア及び

TOP10%論文シェアが､国全体での論文シェア及び TOP10%論文シェアに強い影響を与える｡そのため､

イギリスのような臨床医学や基礎生物学に強みを持つ国は有利になり､一方日本のように､物理学､化学､

材料科学に強みを持っ国は不利となる｡

つまり､分野ポートフォリオを考慮せず量的指標(論文シェア)及び質的指標(ToplO%論文シェア)による

国のベンチマーキングを行なうと､｢真の当該国の新しい知を生み出す力｣の定量化では無いこととなる｡し

たがって､これらの指標を用いる際は､全分野の状況とともに､分野別の状況を比較することを強く主張す

る｡

(主要国の科学ポテンシャルの定量化に対する文献の種類の影響)

各文献の割合は､全分野の場合､約 9割の論文がArticleであり､残りの 1割が Reviewや Letter/Note

となっている｡各文献の被引用回数を比較すると､Reviewは､他の種類の文献に比べ平均被引用回数が高

い｡Reviewは､ある一定期間に蓄えられた知識や知見を体系化する文献であるため､あまり数多く公表され

る文献の種類ではないことから､論文シェアではあまり大きな寄与率は示さないと考えられる｡一方､被引用

回数シェアに関しては､Reviewl論文あたりの被引用回数が Articlel論文あたりの被引用回数より高いため､

被引用回数シェアを高くする要因となる｡日本､イギリス､ドイツとの比較分析により､日本はイギリス､ドイツ

に比べ Review産出量が少ないため､被引用回数シェアにおいて引き離される要因の一つとなっていること

が示された｡

つまり､文献の種類は､量的指標(論文シェア)にはあまり影響を及ぼさないが､質的指標(被引用回数シ

ェア)に影響を及ぼす要素であるため､これらの指標を用いる際は､各国の産出する論文の文献の割合にも

配慮をすることが必要である｡

(主要国の科学ポテンシャル定量化に対する論文共著形態の種類の影響)

世界的にも国際共著論文の占める割合は増加傾向であり､国内の限られた研究リソースに頼らない､国

のボーダーを越えた研究ネットワークを活用した研究活動-と研究活動の性質が変化している｡日本も増加

傾向である｡欧州諸国に関しては､国際共著率が際立って非常に高い｡また､EU15を一つの国として仮定

した場合でも国際共著率が高いことから､地理的に近接している利点を活かしたEU内の共同研究による研

究ネットワークの強化に加え､その他の地域(北米､アジアなど)との研究活動における交流を拡大している

ことが示唆された｡

海外との共著論文の方が､国内のみで研究された論文よりも､研究の質の指標として用いているToplO%

論文の比率および論文あたりの被引用数が高いことが分かった｡したがって､国際共著率の高いイギリスや

ドイツは国際共著論文による被引用数の加算部分が多く､一方 日本は国際共著率が低いためこのアドバン

テージがあまり確保されていないことが分かった｡
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国内論文の Articleが稼ぐ被引用回数シェアに注目すると､日本はイギリスやドイツより高い値であること

が分かり､日本は国内に注目を集める論文を生み出す｢知識の創出-の貢献度｣があることが示唆される｡

しかし､イギリスやドイツは､国のボーダーを越えた研究ネットワークを活用した研究活動による国際共著論

文のArticleや､ある一定期間に蓄えられた知識や知見を体系化する文献である国内論文のReview､国際

共著論文のReviewのシェアにより､日本を引き離していることが分かった｡

さらに､国際共著論文シェアには､分野依存性があり､物理学､環境/生態学&地球科学では､他分野に

比べ国際共著論文シェアが高い｡各国独自のポートフォリオとも関連し､この要因が量的指標(論文シェア)

および質的指標(被引用回数シェア)に影響を及ぼす｡したがって､各国ベンチマーキングを行なう場合は､

これらの指標には近年大幅に変化している論文共著形態に見られる研究ネットワーク構築力が含まれてい

ることを理解し､用いるべきである｡

(｢知識の創出への貢献度｣の定量化)

論文シェアや ToplO%論文シェア､被引用回数シェアは､国の持っている科学研究力を定量化する｢分か

りやすい指標｣として広く用いられているが､少なくとも本調査研究より､①分野ポートフォリオとデータベース

の構造による影響､②文献の種類の影響､③論文共著形態の影響を受けることが分かったOつまり､論文シ

ェアやToplO%論文シェア､被引用回数シェアを従来のように算出した場合､得られる値は｢知識の創出-の

貢献度｣を定量化していることにはならないのである｡

そこで､我々は､｢知識の創出-の貢献度｣の定量化を試みるため､上記の3つの要素の影響を引くことと

した｡従来方法であるarticle,ユetter,note,reviewを分析対象とした整数カウントによる分析(整数カウント法)

と､新規提案方法であるarticleを分析対象とした分数カウントによる分析(分数カウント法)との結果を比較し

た ｡

日本や中国は､国際共著論文が多くは無いので､傾向に関しては整数カウント法と分数カウント法での差

がないことが分かった｡一方､イギリス､ドイツ､フランスでは､国際共著論文が増加し､国内論文のシェアが

減ってきているため､｢知識の創出-の貢献度｣としては､1980年代より低下傾向にあることが分かった｡

次に､Top10%論文シェア(整数カウント､A山cle,Review,Letter&Note)とToplO%論文シェア(分数カウン

ト､Article)を比較してみよう｡前者の場合､日本はイギリスやドイツに大きく離されており､このことから日本

の研究活動は研究の質が必ずしも高くないと評価されてきた｡しかし､国際共著論文の影響や文献の影響

を省き算出した｢知識の創出-の貢献度｣では､確かに差はあるものの､これまでに指摘されてきたほどでは

ないことが分かった｡

したがって､前述し繰り返しになるが､論文シェアや被引用回数などの指標がどのような因子の影響を受

けるかについて､きちんと理解し､その上で国単位でのベンチマーキングや研究評価へと活用していく必要

がある｡
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(世界の研究ネットワークの変化の中における日本の今後の方策)

個人(単機関､単国)の活動から団体(複数機関､複数国)活動-様相を変えてきた研究活動のネットワ

ークを分析するため､国際共著論文を､国のボーダーを跨いだ研究活動の協力関係･共同活動を表す一

つの定量的な指標と考え､国際共著論文の｢量｣と｢共著相手国｣を､国別･分野別に時系列分析した｡

日本の国際論文共著率は､1980年代の 5%程度から､次第に上昇し2006年には 23%(3年移動平均

値)となった｡これはアメリカの28%とほぼ同程度であるが､世界論文数上位10ヶ国のうち日本を除く平均値

は37%であり､日本の国際共著率は低いことが分かる｡

また､日本の場合､1990年代には国際共著相手の50%がアメリカであったが､2000年代に入り､アメリカの

比率はやや低下傾向にあるoこれは､共同研究相手先がアメリカ一極集中から､多様化した結果であると解

され､国際研究ネットワークが広がってきていることが示唆される｡

世界の研究活動が動的に変化し､国際共同研究がますます増加する中､我が国はこのような低い国際共

著率でよいのだろうか｡国内の限られた研究リソースに頼らない､国のボーダーを越えた研究ネットワーク構

築に一足早く適応し､国際共著率を高めた欧州諸国のように､日本も戦略的に国際研究ネットワークを構築

していく政策をとるべきである｡

国際共著関係の分析から､共著相手先の選定に際し､｢世界の研究活動-の関与度｣(論文シェア)の高

さよりも地理的要因が強く影響することが示された｡中国､韓国が論文シェアを拡大していることもあり､今後

日本とアジアとの共著関係は一層拡大する方向にあると考えられるが､自然な流れだけではなく積極的な

構築を進めるべきである｡日本を含むアジア圏の主要国においては化学､材料科学など強みを持つ分野が

共通している｡我が国としては､今後これらの分野を中心として､留学生やポストドクターを含む研究者の国

際交流を拡大し､アジアにおける研究ネットワークの構築を先導していくことを検討すべきであろう｡

EU15は論文の質が高く､また各国の強みも多様であり､協力関係を形成することは日本にとって有益で

あろう｡歴史と社会において多様性をもつ欧州は研究活動においても多様性があり､これらの国々との協力

は日本の基礎研究における多様性を高めるのに貢献すると考えられる｡また､欧州の中でも､イギリス･ドイ

ツ･フランス以外の中小規模国との国際協力を行なうと､日本の存在感を比較的容易に高めることが出来る

可能性がある｡近年欧州諸国内での協力関係が緊密になりつつあり､中小規模国がそのネットワークの中

で重要な役割を果たしていることからも､欧州諸国との今後の協力において日本の"存在感"を高めようとす

るならば､欧州の中小規模国との国際協力を拡大することが､比較的容易かつ有効な手段であると考えられ

る｡
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<資料編>



【参考資料 Ⅰ】論文数上位 50ヶ国とアジア圏の国に関する基礎データ
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アメリカ

ポートフが)オ (199l-1995)

化学

工学

E]全論文 申国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ (2001-2005)

化学

工学

口全論文 ■国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 カナダ ドイツ イギリス 白木 - フランス イダ)ア イスラエル スイス オランダ 豪州
12.5 12.1 12.0 A_7 9.0 6.7 4.6 4.1 4.0 3.8

化学 ドイツ イギリス 日 本 + フランス カナダ イ9リア ポーランド イスラエル スペイン 中国
12.6 ll.0 9ー0 8.8 8.7 4.9 4.1 4.0 3.6 3.0

材料科学 白木 カナダ ドイツ イギリス フランス 中国 韓国 インド 台湾 イタリア
-13.¢ 10.5 10.4 9.4 7.5 5.0 5.0 4.7 4.2 3.7

物理学&宇宙科学 ドイツ イギリス フランス 串~泰 カナダ イ9リア ロシア スイス オランダ イスラエルl83 13.1 12.8 9.8 . 9.2 8.9 7.0 5.5 5.1 4.8

計算機科学&数学 カナダ イスラエル ドイツ イギリス フランス イ9リア 中国 .斑寮 ′ 豪州 オランダ14.1 9.9 9.9 9.6 8.9 5.5 4.2 3_9 3.9 3.6

工学 ･日本 カナダ ドイツ フランス イギリス イダノア 台湾 イスラエル 中国 韓国
1+1.0 ー0.7 9.0 8.0 7.9 6.2 5.7 5.4 5.3 4.1

環境/生態学&地球科学 カナダ イギリス フランス ドイツ 豪州 招魂 ､ ロシア イタリア 中国 オランダ16.5 13.7 9.9 9.3 7.3 ･.凍 魯 4.1 3.7 3.4 3,2

臨床医学&精神医学′/心理学 カナダ イギリス 日本 ドイツ イ9リア フランス スウェーデンオランダ スイス イスラエル15_3 12.1 ーCL6 10.0 8.0 6.5 5.0 4.5 4.4 4.1

基礎生物学 カナダ イギリス -日本 ドイツ フランス イダノア 豪州 スイス スウェーデンオランダ

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全 マ ドイツ イギリス カナダ 日本 フランス イタリア 中国 豪州 オランダ 韓国
分野 13.3 12.7 ll.3 9.4 8.2 6.7 6.1 4,7 4.2 4.2

化学 ドイツ イギリス 日本 中国 フランス カナダ 韓国 イ9リア ロシア スペイン
12.3 9.0 6.7 8.0 7.7 7.2 5.2 4.8 4.8 4.1

材料科学 ドイツ 日本 韓国 中国 イギリス カナダ フランス ロシア インド イタリア
ll.2 1一.I 10.5 9.7 7.7 6.9 5.9 3.8 3.8 3.6

物理学&宇宙科学 ドイツ イギリス フランス 日東 イダノア ロシア カナダ 中国 スペイン オランダ20.3 15.7 12.7 一日 10.3 9.3 8.1 7,2 5.7 5.5

計算機科学&数学 カナダ ドイツ 中国 フランス イギリス イスラエル イ9リア 韓国 8本 スペイン

工学 カナダ 中国 ドイツ 摂蒸 ~.. イギリス 韓国 フランス イダノア ロシア 台湾
10.0 9.1 9.1 -.-琴滅 8.1 7.6 6.4 6.4 3.9 3.8

臨沫医学&精神医学/心理学 カナダ ドイツ イギリス l白 イタリア フランス オランダ 豪州 スイス スウェーデン
14.3 13.5 13.4 9.早 8.1 6.4 5.7 5.3 4.8 4.2

基 生 ー当イギリス カナダ ドイツ Ef+ フランス イダノア 豪州 中国 オランダ スイス
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イギリス

ポートフォリオ(1991-1995)

化学
13.0/て＼一一

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフtrJオ (2001-2005)

化学

工学

E)全論文 匂国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

30.8 ll.1 10.1 7.5 6.2 6.0 5.5 4.8 ヰ▲ヰ 4.4

化学 アメリカ ドイツ フランス イダノア スペイン カナダ オランダ -/.日義 ､､ 豪州 ポルトガル
23.7 10.6 8,8 8.1 7.7 4.9 4.5 3.7 3.7 2.7

材料科学 アメリカ ドイツ 中国 フランス 日本+ イ91)ア 豪州 スペイン オランダ トルコ
20.6 9.5 7.4 6.8 ㌔.8.や . 4.3 4.2 3.8 3.7 3.5

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ フランス イダノア ロシア 日本 オランダ スペイン カナダ スイス34.9 15.1 14.1 9_7 6,8 6｣8 6.5 6.3 6.2 5.5

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ 豪州 カナダ フランス イ9リア 中国 デンマーク 田本 _‥~ イスラエル

環境/生態学&地球科学 アメリカ フランス ドイツ カナダ 豪州 オランダ スペイン ノルウェー イタリア スウエ-デン33.9 8.9 8.8 8.7 6.6 5.2 4.1 3.7 3_5 3.3

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ ドイツ イダノア フランス オランダ 豪州 カナダ スウェーデン スイス ベルギー29.5 9.8 9.4 9.2 8.3 7.3 6.9 5.5 5.3 4.5

基礎生物学 アメリカ ドイツ フランス オランダ イダ)ア カナダ 豪州 スペイン ･日本 + スイス

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ ドイツ フランス イタリア オランダ 豪州 カナダ スペイン ･摂本 ′~ スイス
30.0 14.4 ll.1 8.7 7.0 6.6 6_3 6_0 ~′､轟,B 4.5

化学 アメリカ ドイツ フランス スペイン イタリア 中国 ･日本 豪州 ロシア オランダ

材料科学 アメリカ ドイツ フランス 中国 ･摂秦 - スペイン イタリア 豪州 オランダ カナダ

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ フランス イダノア ロシア スペイン オランダ l日本 . カナダ スイス38.4 21.9 17.6 13.3 9.5 8.9 8.1 - 8.1 6.8 6.4

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ フランス イダノア 豪州 中国 カナダ スペイン オランダ ロシア26.1 12.0 8.5 6.8 6.2 6.2 5.0 4.3 3.4 3.3

工学 アメリカ ドイツ 中国 フランス イタリア 豪州 オランダ 8-本~~. スペイン カナダ
21.1 ll.5 10.1 8.7 8.0 5.2 4.9 -~4.-7 4.6 3.9

環境/生態学&地球科学 アメリカ ドイツ フランス 豪州 カナダ オランダ イ少)ア スウ工-デン スペイン ノルウェー30.9 14.7 ll.6 8.4 8.3 7.0 5.8 5.4 5.1 4.9

臨床医学&精神医学./心理学 アメリカ ドイツ イタリア フランス オランダ 豪州 カナダ スウェーデン スペイン スイス31.6 14.0 10.7 10.0 10.0 9.2 8.4 6.5 5.3 5.3
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ポートフォリオ (1991-19 9 5 )
化学

工学

口全論文 ○国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォノオ(200ト2005)

化学

工学

E)全論文 q国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ ドイツ イギリス カナダ フランス 中国 イダノア 韓国 豪州 オランダ
ア 49.0 9.2 8.6 6.3 5.7 5.3 3.5 3.4 2.7 2.7

化学 アメリカ 中国 ドイツ イギリス カナダ 韓国 フランス インド イタリア ロシア
36.4 9.3 9.1 7.0 6.0 4.8 4.4 3.0 3.0 2.4

材料科学 アメリカ 中国 イギリス 韓国 ドイツ カナダ フランス ポーランド 台湾 ロシア
39.4 10.9 8.2 7.8 7.3 6.0 4.1 2.2 2.1 2.0

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ イギリス フランス カナダ ロシア イダノア 中国 韓国 スイス43.2 13.4 ll.2 8.3 6.2 6,2 5.9 4.8 3.9 3.6

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ フランス カナダ イギリス 中国 韓国 イタリア オランダ インド41.0 9.0 8.6 8.3 8.2 5.5 4.9 3.8 3_4 3.0

工学 アメリカ ドイツ カナダ 韓国 中国 イギリス フランス オランダ ロシア イタリア
48.3 1十1 9.0 7.5 6.7 5.3 3.8 3.1 2.9 2.6

環境/生態学&地球科学 アメリカ フランス カナダ 中国 豪州 イギリス ドイツ ロシア インド41.8 10.3 9.3 8.1 7.4 7.2 5.2 4.1 3.8 3.7

臨床医学&精神 アメリカ イギリス ドイツ カナダ 中国 フランス スウェーデン豪州 イタ)ア オランダ

62.3 8.2 6.4 5.2 3.5 3.4 3.3 3.1 3.0 2.8

基礎生物TS アメリカ イギリス ドイツ カナダ フランス 中国 豪州 オランダ スウェーデンイタリア

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ 中国 ドイツ イギリス 韓国 フランス カナダ ロシア 豪州 イタリア
39.5 ll.6 9.6 8_5 6.9 6.0 5.0 4.6 3.8 3.6

化学 アメリカ 中国 ドイツ 韓国 イギリス フランス インド カナダ ロシア 豪州
25.1 18.3 8.0 7.8 6.3 5.0 4.7 3.6 3.1 2.9

材料科学 中国 アメリカ 韓国 ドイツ イギリス インド フランス ロシア カナダ 豪州
22.5 20.4 14.0 6.9 6.3 4.7 3.8 3.4 3.2 2.1

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ ロシア 中国 イギリス フランス 韓国 イタリア スイス カナダ35.9 16.3 12.2 10.9 10.6 9.3 8.6 7.0 5.2 5.0

計算機科学&数学 アメリカ 中国 ドイツ 韓国 フランス カナダ イギリス イタ)ア 豪州 台湾30.0 13.9 8.9 7.0 6.9 5.9 5.0 3.7 3.3 2.9

工学 アメリカ 中国 ドイツ 韓国 イギリス ロシア フランス カナダ 豪州 インド
317 14.8 10.1 8.7 6.8 6.2 6.0 4.8 3.2 2.9

環境/生態学&地球科学 アメリカ 中国 イギリス 豪州 ドイツ カナダ ロシア フランス 韓国 インド37.9 15.6 8.5 7.5 6.9 6.5 6.5 6.3 4.9 3.9

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス ドイツ 中国 カナダ 豪州 イ9リア フランス 韓国 スウェーデン58.0 9.0 7.5 6.7 5.4 4.1 4.0 3.9 3.6 3.5

基礎生物rtZflアメリカ イギリス 中国 ドイツ 韓国 カナダ フランス 豪州 タイ スウェーデン
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ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

E)全論文 匂国際共著論文

主要な国際共著相手国(199卜1995､%)

ポートフ*リオ(200112005)

化学

工学

I)全 論文 ℡国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ フランス イギリス スイス ロシア イタリア オランダ やも オーストリア ポーランド
29.9 ll.0 10.7 8.4 7.5 6.5 6.0 _ _4.等- 4.4 4.1

化学 アメリカ フランス ロシア イギリス スイス イタリア ポーランド スペイン チェコ オランダ
20.1 10.7 8.8 7.9 5.5 5.1 4.5 4.2 4.2 3.6

材料科学 アメリカ フランス イギリス ロシア スイス .日義 : 中国 オーストリア イ9リア オランダ
21.3 8.9 8.9 6.4 6.2 . 嫌一着-㌔ 4.3 4.0 3.7 3.4

31.8 14.7 14.2 9.8 8.6 8.5 6.8 -5.8､ 5_2 4_3

計算機科学&数学 アメリカ イギリス フランス カナダ イタリア オランダ ロシア ポーランド スイス オーストリア35.4 8.0 7.9 5.9 4.5 4.4 4.1 4.0 3.6 3.2

工学 アメリカ フランス イギリス ロシア スイス イタリア 斑蒸 オランダ カナダ ポーランド
27.6 10.1 9.1 8_4 8.4 8.3 1.8 5.7 5.0 4.2

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス フランス カナダ ロシア スイス オランダ 豪州 スウェーデン イダ)ア32.1 12.2 ll.5 7.9 6.0 5.3 5.0 4.3 4.2 3.4

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス スイス オランダ オーストリア フランス イダノア スウェーデンベルギー .意蒸
基礎生物学 アメリカ イギリス フランス スイス オランダ イタリア オーストリア /-白蒸 ; スウエ-デンカナダ

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

化学 アメリカ ロシア フランス イギリス スイス イタリア オランダ ポーランド 中国 スペイン
18.0 9.6 9.5 8.0 5.3 5.1 4.6 4.3 4.3 4.1

材料科学 アメリカ フランス イギリス 中国 ロシア 8本 スイス オーストリア インド スペイン
16.7 9.5 8.9 7.9 7.6 ･_寿,啓 4.6 4.3 4.2 3.9

物理学&宇宙科学 アメリカ ロシア フランス イギリス イ9リア 日; スイス ポーランド スペイン オランダ31.0 17.8 15.9 13.7 ll.6 /7事8-. 7.5 7.4 6.8 6.3

計算機科学&数学 アメリカ イギリス フランス イタリア カナダ ロシア 中国 スイス オランダ スペイン26.6 10.4 9.3 6.5 5.0 4.9 4.6 4.5 4.4 4.2

工学 アメリカ イギリス フランス ロシア イ9リア スイス 白 木 オランダ オーストリア 中国
23.6 ll.5 10.9 10.0 8.3 7.3 転 学. 6.0 4.4 4.3

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス フランス スイス カナダ ロシア オランダ イ9リア 豪州 スウェーデン28.9 17.0 ll.9 9.2 7.2 7.1 6.9 6.1 5.1 4.9

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス スイス オランダ イ9リア フランス オーストリア スウェーデンカナダ ベルギー39.5 17.3 13.1 ll.0 9.8 9.8 9.2 5.8 5.7 5.6

基礎生物Tttiアメリカ イギリス フランス スイス オランダ イダ)ア オーストリア ≡白熊. _ スウェーデン スペイン
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ポー トフォリオ (1991-1995)

化学

l)全論文 d国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフがノオ (200ト2005)

化学

工学

口全論文 ℡国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

分野 37.7 字轍 12.5 10.7 9.2 6 .1 5.5 5.1 3.0 2.7

化学 アメリカ 日東.- ドイツ イギリスカナダ台湾 フランス イタリア 豪州 シンガポール

23.6 _蓬.守.昏- 16.0 10.0 9.6 6.6 3.6 2.8 2.8 1.9

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ イタリア 掴瀦-/'-/ イギリス フランス ロシア カナダ オランダ スペイン

計算機科学&数学 アメリカ カナダ イギリス ドイツ 豪州 フランス ~摂本 . イダノア 台湾 シンガポール

工学 アメリカ イギリス カナダ 8本 ドイツ 豪州 フランス イ9リア オランダ シンガポール1.9

環境/生態学&地球科学 アメリカ カナダ イギリス -白木 ドイツ 豪州 フランス ロシア スイス オランダ38.2 13.0 12.1 -.稔か 8.5 8.4 7.3 2.9 2.9 2.4

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス 日本 〝 豪州 スウェーデンフランス ドイツ カナダ スイス イタリア47.9 17.2 ･10.7 8.4 7.1 6.9 5.6 5.5 2.8 2.5

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ 甲本 +1 63.イギリス ドイツ 豪州 カナダ フランス シンガポール 韓国 台湾36.2 10.1 9.8 6.7 6.7 5.1 4.6 4.1 3.3

化学 アメリカ 日本 + ドイツ イギリス マレーシア フランス シンガポール 台湾 カナダ 韓国
25.7 20,～ 9.4 8.1 6.4 4.9 4.4 4.4 4.2 3.5

材料科学 8㌔~本 アメリカ ドイツ イギリス 豪州 韓国 シンガポール フランス カナダ インド
23_4 18.5 10.1 7.7 7.6 6.9 5.5 5.0 4.1 2.6

物理学&宇宙科学 アメリカ 日義 _ ドイツ イギリス ロシア フランス イ9リア カナダ 韓国 台湾38.4 18.0 17.6 10.2 8.7 8.6 7.2 7.0 6.7 6.2

計算機科学&数学 アメリカ カナダ イギリス 白木 シンガポール 豪州 ドイツ フランス 韓国 台湾38.0 10.7 7.7 7.7- 7.7 7.2 6.7 4.2 4.0 3.0

40.0 .;.-/-i_-:-筆を 筆;/_;_;- 10.0 9.9 9.6 7.9 6.1 2.7 2.6 2.3

48.8 ･=-=/-_/:澤落雷.)-/- 12.3 8.7 7.1 6.3 3.8 3.5 3.2 2.7

基礎生 '5 アメリカ ~海藻 J.--.=-:=;.;=/- イギリス ドイツ カナダ 豪州 フランス 韓国 スウェーデンシンガポール
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フランス

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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論文世界ランキング (3年移動平均)
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ポートフォリオ (2001-2005)

化学

工学

- 全論文 ゆ Topl00/.論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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フランス

ポ ー ト フ ォ リオ(1991-1995)
化学

工学

□全論文 ○国際共著論文

ポートフォリオ(2001-2005)
化学

工学

口全論文 白国際共著論文

主要な国際共著相手国(199卜1995､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全 アメリカ ドイツ イギリス イタリア カナダ スイス スペイン ベルギー オランダ ロシア
分野 27.2 13.4 ll.8 8.9 6.8 6.8 6.7 6.3 5.0 4.6

化学 アメリカ ドイツ スペイン イギリス イタリア カナダ ベルギー モロッコ ロシア ポーランド
18.2 13.8 10.1 8.5 6.9 5.6 5.1 4.7 3.8 3.7

材料科学 アメリカ ドイツ スペイン イギリス イダノア カナダ ベルギー モロッコ スイス 男凍 -
19.0 ll.1 8.2 7.9 6.4 5.6 5.0 4.4 4.2 & 凍 .

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ イギリス イ9リア ロシア スイス スペイン ポーランド オランダ カナダ28.9 18.4 ll.9 ll.1 9.6 8.5 8.0 6.0 5.4 5.1

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ イタリア カナダ イギリス スペイン ベルギー イスラエル ロシア ･~白.義35.2 8.7 8.2 6.9 6.1 5.7 4.2 3.5 3.5 -.3.豊 -_
工学 アメリカ ドイツ イダノア イギリス スイス カナダ ロシア ベルギー スペイン オランダ

30.0 12.4 ll.0 10.1 7.2 6.9 5.6 5.0 4.7 4.3

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス ドイツ カナダ イ9リア スペイン ベルギー ロシア スイス 忠義28.1 10.2 9.5 7.9 6.0 4.9 4.4 4.4 3.9 3.3.

臨床医学&精神医学./心理学 アメリカ イギリス ベルギー イ9リア ドイツ スイス オランダ カナダ スウェーデンスペイン29.0 16.8 12.0 ll.8 ll.6 9.8 9.5 7.7 5.3 4.9

基礎生物学 アメリカ イギリス ドイツ カナダ ベルギー イタリア スイス スペイン オランダ スウェーデン

主要な国際共著相手国(200ト2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

1 アメリカ ドイツ イギリス イ9リア スペイン スイス ベルギー カナダ オランダ ロシア

全分野 24.9 15.3 14.2 ll.1 7.7 6.8 6.2 5.9 5.6 5.1

化学 アメリカ ドイツ イギリス スペイン イダノア ロシア ベルギー ポーランド スイス モロッコ
14.7 12.4 8.9 8.4 7.8 5.1 4.9 4.4 4,4 3.9

12.4 ll.6 9.0 7.9 7.2 5.3 5.1 _/~=種謙 4.1 3.9

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ イギリス イタリア ロシア スペイン スイス ポーランド 白木++ オランダ27.7 22.6 15.6 15.6 12.2 9.3 7.8 6.7 ､=S_3~ 6.0

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ イ9リア イギリス スペイン カナダ スイス ロシア イスラエル ベルギー24.5 9.9 8.6 7.7 6.1 5.6 3.6 3.5 3.3 3.2

工学 アメリカ ドイツ イ9リア イギリス スイス ロシア スペイン ベルギー 摂蒸 '.- カナダ

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス ドイツ イタリア カナダ スイス スペイン ベルギー オランダ 豪州26.6 15,6 13.8 8.4 7.2 6.6 5.9 4.8 4.7 3.9

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス ドイツ イ9リア ベルギ- オランダ スイス カナダ スペイン スウェーデン30.9 20.6 16.2 16.1 12.3 ll.3 10.8 9.8 8.5 6.9
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イタリア

論文世界シェア(3年移動平均､%)

P
]
X
X
訂

寸
X
X
廿

へ
X
R
h

O
O
O
Z

艶
の
の

j

a
石

の
j

i;
M
M
山

野
の
33
j

X
3
5の
u

計
の
冗
3

9
8
6
L

i;
B
j鮎
]

甘
桝
の
｣

論文世界ランキング(3年移動平均)

～ m ･寸.LO く亡)｢ヽ CO O)⊂),- ～ (､つ寸 LO くl⊃rー 030)⊂)- eq n ■寸■LL? くp
o⊃q⊃coco o⊃o⊃co coo)O)C3C10)の O)G)O)0)⊂)⊂)⊂)⊂〉⊂)⊂>⊂)
o)O)C3の 0)O)C3O30)O)の C3O)の O)ObO101⊂〉⊂)⊂〕⊂〉⊂)O ⊂)

♯ 論文数シェア 碑 Topl0%論文数シェア ゆ 論文数ランキング ゆ Top10%論文数ランキング
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ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

- 全論文 琳̀ ToplO%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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イダノア

ポートフォリオ(199ト1995)

化学

工学

E)全論文 q国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

□全論文 ■国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全 アメリカ フランス イギリス ドイツ スイス スペイン オランダ ロシア カナダ スウェーデン
分野 33.5 14.9 14.8 13.3 9.0 6.2 5.7 5,4 4.1 3.6

化学 アメリカ イギリス フランス ドイツ スペイン スイス ロシア オランダ ポーランド カナダ
18.0 14.1 12.4 ll.8 9.7 7.2 5.5 4.2 3.6 3.5

材料科学 アメリカ フランス イギリス ドイツ 中国 スペイン スイス ロシア ブラジル ポーランド
21.3 14.5 ll.3 10.3 8.0 5.0 5.0 4.4 3.9 3.8

計算機科学&数学 アメリカ フランス ドイツ イギリス ポーランド カナダ オランダ スペイン ロシア ベルギー35.2 13.2 8.0 7.4 5.2 4.7 4.6 3.7 3.6 2.5

工学 アメリカ フランス ドイツ スイス イギリス ロシア オランダ カナダ スペイン ポーランド
32.5 15.3 14.0 12.7 10.6 6.3 6.0 4.3 3.8 3.7

環境/生態学&地球科学 アメリカ フランス イギリス ドイツ スペイン カナダ スイス オランダ ロシア スウェーデン31.6 18_2 12.0 8.4 7.5 5.9 5.7 4.2 3.7 2.7

臨床医学&精神医学/′心理学 アメリカ イギリス フランス スイス ドイツ オランダ ベルギー スウェーデンカナダ スペイン41.8 20.1 13.9 ll.3 ll.1 9.0 7.3 4.9 4.7 4.6

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

マ アメリカ イギリス フランス ドイツ スペイン スイス オランダ ロシア カナダ ベルギー

全分野 31.7 17.5 17.5 17.0 9.5 7.7 7.1 5.2 4.6 4.3

17_6 15.0 12.7 ll.8 10.6 4.9 4.3 4.2 3.2 3il-_-

材料科学 フランス アメリカ ドイツ イギリス スペイン ロシア スイス ルーマニア 用 瀬 .- ､= 中国
18.0 17.6 12.5 12.4 7.8 4.7 4.6 4.1 3. 3.5

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ フランス イギリス ロシア スペイン スイス オランダ 自兼′ カナダ32,9 24.3 22.9 17.4 13.1 12.2 10.2 7.3 +7,0 5.4

工学 アメリカ フランス ドイツ イギリス スイス スペイン ロシア オランダ ベルギー カナダ
29.6 15.7 14.7 14.3 8.9 6.8 6.8 4.8 3.8 3.7

環境/生態学&地球科学 アメリカ フランス イギリス ドイツ スペイン スイス オランダ ロシア スウェーデンカナダ25.9 18.9 17.7 16,2 9.5 7.6 7.6 5.4 5.3 4.4

臨蘇医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス ドイツ フランス オランダ スペイン スイス ベルギー スウェーデンカナダ41.4 23.0 17.1 16.8 ll.4 9.6 9.1 7.0 7.0 6.3

基礎生 rthアメリカ イギリス フランス ドイツ スペイン スイス オランダ スウェーデンベルギー カナダ
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カナダ

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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論文世界ランキング (3年移動平均)
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ポートフォリオ (1991-1995)

化学

物理 臨床

学 医学

計算機

数学

工学

- 全論文 柵 ToplO%論文

国際共著論文の比率(3年移動平均､%)
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ポートフ*リオ (2001-2005)
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カナダ

ポートフ*リオ (1991-1995)

化 学

工学

E)全論文 E)国際共著論文

主要な国際共著相手国(199ト1995､%)

ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工 学

E)全論文 El国際共著 論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ イギリス フランス ドイツ 昏泰/-㌔≡.三 豪州 イ9リア 中国 オランダスイス

42.4 8.9 8.2 -養蜂 4.2 3.7 3.7 3.6 2.8 2.0

物理学&宇宙科学 アメリカ イギリス フランス ドイツ 自藻 -.=- ロシア イタリアスイス インド イスラエル49.9 12.4 12.3 ll.0 =V/〉../-才美容 6.6 5.3 3.4 3.1 3.0

工学 アメリカ ､自 中国 フランスドイツ イギリス イン ド 豪州 イ9リア オランダ
39.6 .===_浅軽. 7.0 6.8 6.0 5.8 3.7 3.4 3.0 2.9

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギノス フランス 豪州 ドイツ 中国 畠兼-=~3㌔.- ロシア スウェーデンオランダ50.0 10.7 8.5 7.0 6.9 3.5 I-.,3治.:= 2.8 2.7 2.3

基礎生物学 アメリカ フランス イギリス ドイツ …海藻=.I=～'= オランダ 豪州 スウェーデンスイス イタリア

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

7 アメリカ イギリス ドイツ フランス 各蕪/-/-㌔-∫/- 中国 豪州 イダノア オランダ スイス

化学 アメリカ イギリス ドイツ フランス 中国 白 木 ++ インド ロシア スペイン イタリア

材料科学 アメリカ 中国 フランス 日本 .弦/: イギリス ドイツ 韓国 豪州 イラン イタリア

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ イギリス フランス イ9リア ロシア 白 中国 スペイン オランダ52.4 18.2 17.8 12.7 10.9 10.8 絶8-/= 8.5 6.5 5.6

40.0 10.4 7.5 7.1 6.1 3.7 3.7 /※孝.望 2.4 2.2

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス ドイツ フランス 豪州 中国 8兼-=..㌔ ロシア スウェーデン ノルウェー

基礎生物息 アメリカ イギリス フランス ドイツ 豪州 オランダ イ9リア 中国 スイス
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スペイン

ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

l)全論文 El国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

E)全論文 ○国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ フランス イギリス ドイツ イタリア オランダ スイス ベルギー スウェーデンカナダ
25.9 21.2 17.9 13.2 ll.7 6.1 5.2 4.2 3.6 3.4

化学 フランス イギリス アメリカ ドイツ イ9リア オランダ チリ ベルギー カナダ アルゼンチン
22.1 16.2 16.1 ll.9 ll.8 3.6 3.4 2.9 2.5 2.4

材料科学 フランス アメリカ イギリス ドイツ イタリア メキシコ アルゼンチンポーランド ポルトガル オランダ
24.9 15.5 13.3 10.4 6.7 6.7 5.9 3.5 3.5 2.7

物理学&宇宙科学 アメリカ フランス ドイツ イギリス イタリア スイス オランダ ロシア ポーランド デンマーク27.7 25.6 17.9 16.9 15.0 8.6 8.0 7.8 5.5 4.5

計算機科学&数学 アメリカ フランス ドイツ イギリス イタリア ベルギー オランダ ポーランド ロシア 漉策 =24.3 18.1 10.1 9.1 7,3 5.4 4.2 4.2 3.4 -.≡_ 芝草

工学 アメリカ フランス イギリス ドイツ イタリア スイス オランダ ロシア ベルギー カナダ
29.9 19.3 16.2 ll.0 ll.0 4.9 4.7 4.1 4.0 3.7

環境/生態学&地球科学 フランス アメリカ イギリス イダノア ドイツ オランダ カナダ スイス デンマーク スウェーデン21.8 21.4 21.0 ll.l 7.7 4.7 3.8 3.0 3.0 2.8

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス フランス イ9リア ドイツ オランダ ベルギー スイス スウェーデンデンマーク39.9 23.6 19.8 16.1 13.2 10.6 9.9 8.0 6.5 5.4

基礎生物学 アメリカ イギリス フランス ドイツ イダノア オランダ スウエ-デンベルギー スイス カナダ

主要な国際共著相手国(200卜2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

アメリカ フランス イギリス ドイツ イ9リア オランダ スイス ベルギー カナダ ポルトガル

全分野 26.3 17ー3 17.3 14.9 13.6 6.4 4.9 4.4 4.4 4.0

化学 フランス アメリカ イギリス イダノア ドイツ アルゼンチンポルトガル メキシコ ベルギー ブラジル
14.9 13.8 13.6 9.9 9.5 4.5 4.2 3.3 3.1 3.0

材料科学 フランス アメリカ ドイツ イギリス イ9リア アルゼンチンポルトガル メキシコ ブラジル ロシア
21.1 13.7 ll.9 ll.8 7.3 5.0 4.8 4.6 3.5 3.5

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ フランス イ9I)ア イギリス ロシア オランダ スイス カナダ 二白 茶 =.30.7 23.8 22.9 20.4 19.3 10.4 8.1 8.0 5.4 51

計算機科学&数学 アメリカ フランス ドイツ イギリス イタリア カナダ ベルギー オランダ メキシコ アルゼンチン24.6 12.7 9,4 8.4 7.0 3.5 3.5 3.3 3.3 3.2

工学 アメリカ イギリス フランス イダノア ドイツ オランダ スイス カナダ ポルトガル ベルギー
28.2 14.0 13.6 ll.7 10.8 5.6 5.2 4.6 4.5 3.8

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス フランス ドイツ イタリア オランダ スイス カナダ ポルトガル メキシコ21.4 19.3 16.5 13.1 ll.7 7.3 4.8 4.7 4.4 3.8

臨昧医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス イ9リア フランス ドイツ オランダ ベルギー スウェーデンカナダ スイス38.5 25.7 21.5 20.0 19.7 12.9 9.8 8.8 7.8 7.5

基礎生物学 アメリカ イギリス フランス ドイツ イ9リア オランダ ポルトガル アルゼンチンスウェーデンスイス
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ポートフ*リオ (1991-1995)

化学

工学

口全論文 ○国際共著論文

主要な国際共著相手国(199卜 1995､%)

ポートフがノオ (2001-2005)

化学

工学

口全論文 ■国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

野 61.5 7.0 5.2 4.7 4.2 3.9 3.8 3.6 2.3

化学 アメリカ 辛 1.逮千フランス ドイツ イギリス ロシア カナダ イタリア 中国 オランダ57.6 4.6 4.3 2.9 2.9 2.3 1.6 1.2 0.9

材料科学 アメリカ l.白 イギリス フランス ドイツ 中国 カナダ ロシア ニュージーランド インド
52.5 5.3 4.2 3.4 2.8 2.2 2.2 1.1 0.8

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ イタリア フランス ロシア 中国 イギリス スペイン スイス62.5 S; 12.1 ll.4 10.8 10.3 9.2 7.0 6.6 5.4

計算機科学&数学 アメリカ -自 イギリス カナダ ドイツ 中国 ベルギー 豪州 イタリア スペイン

工学 アメリカ ･/I疫泰;./-~と ドイツ ロシア イギリス カナダ 豪州 フランス イダノア 中国
62.6 _/-/-/遜萎藩 7.8 3.5 2.6 2.2 2.1 1.2 1.0 0.9

環境/生態学&地球科学 アメリカ ~招集 .㌔- ドイツ 中国 カナダ イギリス フランス 豪州 インド ロシア66.2 _描 ;-3､ 7.0 4.9 4.2 3.5 3.5 2.1 1.4 1.4

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ 忠義,I.-～ イギリス スウェーデン 中国 カナダ ドイツ イタリア スイス ポーランド73.7 5.1 3.5 3.3 3.3 2.4 2.2 2.2 1.9

基礎生物学 アメリカ57.3…′==岳泰 ドイツ イギリス カナダ フランス 中国 豪州 スウェーデンオランダ

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ 海幕 -_ 中国 ドイツ イギリス ロシア カナダ インド フランス 台湾
53,5 筆数 之. 8.9 6_0 5.7 5.5 5.2 3.7 3.5 2.9

化学 アメリカ 白木 - 中国 インド ドイツ フランス カナダ イギリス ロシア 豪州
44.0 ~~_葺 愁章 9.4 4.7 4.3 3.8 3.6 3.1 2.7 2.6

材料科学 アメリカ +日本 -葵才凍~中国 イギリス ドイツ ロシア インド カナダ 豪州 フランス37.7 12.9 4.4 4.3 3,8 3.5 3.0 2.4 一.9

物理学&宇宙科学 アメリカ 良秦 /-､〈 ロシア ドイツ 中国 イギリス 台湾 イダノア インド フランス

計算機科学&数学 アメリカ 中国 白木 カナダ イギリス インド ドイツ 豪州 フランス ロシア54.5 10.5 _特を 4.8 3.8 2.7 2.6 2.5 2.4 1,7

工学 アメリカ 義.≡束~. 中国 カナダ イギリス ロシア ドイツ 豪州 インド フランス

環境/生態学&地球科学 アメリカ 日l 中国 カナダ イギリス ドイツ ロシア スペイン フランス 豪州53.2 ･~=…≡.≡様 等/==. 10.4 7.9 4.3 4.1 3.8 3.3 3.1 3.1

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ l自 イギリス 中国 カナダ ドイツ ム湾 フランス 豪州 スウェーデン
68.2 ≡-.≡:.孝;餌 -㌔ 5.8 5.5 5.5 3.5 3.2 2.4 2.3 1.9

基礎生 rtZt-アメリカ ･海 中国 カナダ イギリス ドイツ 豪州 インド フランス ロシア
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化学

工学

- 全論文 琳 Top10%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)
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ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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ポートフォ リオ (1991-1995)
化学

工学

E)全論文 8国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

E)全論文 J?国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
全分野 アメリカ イギリス ドイツ カナダ フランス 白木 中国 スウェーデンオランダ36.3 20.9 8.7 8.2 5.4 5.i 5.1 4.0 3.2 2.9
化学 アメリカ イギリス ドイツ 日漆 カナダ フランス 中国 スイス オランダ26.6 17.5 9.1 6.8 5_5 5.3 5.1 3.5 3.5 3.4
材料科学 アメリカ イギリス ドイツ カナダ 中国 l日本 フランス スウェーデンシンガポール20.8 18.9 ll.3 9.2 5.8 St5 5.0 3.7 3.7 2.6
物理学&宇宙科学 アメリカ イギリス ドイツ カナダ 白木+フランスイタリア中国 ロシア スイス37.3 24.4 14.4 7.5 6+5 6.3 5.0 3.8 3.6 3.2
計算機科学&数学 アメリカ イギリス カナダ 中国 ドイツ フランス ロシア イタリア シンガポール34,5 19.2 ll.2 6.8 6.3 4.2 3.8 3.5 2.9 2.6
工学 アメリカ イギリス カナダ シンガポール中国 ドイツ 8本 + ロシア スウエ-デンスイス30.2 16.8 8.5 6.7 6.1 5.4 .5- 4.0 3.0 2.6

41,1 15.0 13.0 7.7 6,9 6.3=;～#& 4.2 2.7 2.5
臨床医学&精神医学′ノノ心理学 アメリカ イギリス カナダ フランス ドイツ 日東 スウェーデン 中国 オランダ37.4 30.0 8.9 6.4 6.2 6.0 _~憑iI萱- 5.2 4.7 4.6

基礎生物学 アメリカ イギリス ドイツ カナダ 8本 フランス スウェーデンオランダ 中国

主要な国際共著相手国(200卜2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ イギリス ドイツ 中国 カナダ 日義-. フランス イ9リアオランダ34.0 20.1 9.7 8.2 7.7 6.5 6.1 5.5 3.9 3.8
化学 アメリカ イギリス ドイツ 中国 lB本 フランス カナダ イダ ノア シンガポール20.0 16.8 10.5 8.5 /-._7_苛 6.3 4.4 3.8 3.5 3.2

26.0 16.8 ll.7 10.1 -7t4 5.3 4.7 4.4 4.1 3.6

物理学&宇宙科学 アメリカ イギリス ドイツ 自拳 ′~ 中国 フランス カナダ ロシア イ9リア ポーランド

計算機科学&数学 アメリカ イギリス 中国 ドイツ カナダ フランス シンガポール･摂*='.イ9リアスペイン
工学 アメリカ 中国 イギリス シンガポールドイツ El カナダ フランス スウェーデン

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス ドイツ カナダ 中国 a義.=;.:㌔_/ フランス 南アフリカオランダ

37.3 27.6 10.7 8.0 7.2 5.8 5.6 5.5 5.1 -≦=～.-/-綿i
基礎生物学 アメリカ イギリス ドイツ カナダ フランス 也 スウェーデン中国 オランダ
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ポートフォリオ (1991-1995)

化学

工学

口全論文 ○国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ (200卜2005)

化学

工学

E]全論文 b国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ イギリス ドイツ カナダ フランス 摂衰 _㌔ イタリア ロシア 豪州 スイス
39.1 13.1 12.7 8.9 7.2 6.7 5.6 3.3 3.0 2.6

化学 アメリカ ドイツ イギリス l日本 フランス イタリア カナダ 豪州 ロシア スペイン
337 12.8 ll.1 B←8 6,2 5.4 5.4 3.2 2.6 1.8

材料科学 アメリカ ドイツ イギリス カナダ フランス イタリア 日 本 バングラデシュロシア シンガポール
41.1 12.5 ll.1 7.9 7.4 4.4 33 2.3 1_9 1.9

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ イギリス フランス イ9lJア カナダ ロシア 日本 スイス スペイン38.1 17.3 12.8 l2.l ll.2 8.3 6.5 6.0 5.3 4.3

計算機科学&数学 アメリカ カナダ ドイツ 日本 オランダ イギリス イ9リア 豪州 フランス スイス51.0 19.4 5.8 _.4.諺 3.6 3.4 3.4 1.9 1.6 0.9

工学 アメリカ カナダ ドイツ イギリス イ9リア 白木 フランス スイス ロシア シンガポール
39.2 16.0 ll.5 8.4 4.3 ･~3-.8 3.7 2.9 1.8 1.7

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス ドイツ 8-藤 . フランス カナダ 豪州 ロシア イ9リア スウェーデン34.1 15.5 10.7 ~澄ま茅､ 8.9 7.0 5.9 5.7 2_5 2.3

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス ドイツ カナダ フランス スウェーデン豪州 中国 日本 + エジプト4.7

基礎生物学 アメリカ イギリス ドイツ 8本 カナダ フランス 豪州 オランダ スウェーデン フィリピン

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

マ アメリカ ドイツ 8+秦..-..=_ イギリス フランス 中国 カナダ 韓国 イタリア 豪州

全分野 34.8 15.2 ll ll.1 7.5 5.7 5ー0 4.7 4.6 3.8

24.7 15.2 -.橡 10.0 6.1 4.7 4.4 4.2 4.0 3.5

材料科学 アメリカ ドイツ 日l本 + 中国 イギリス 韓国 フランス 台湾 豪州 カナダ
22.8 16.9 ;.ま_53 8.0 7.8 5.8 4.9 3.9 3.3 2.5

38.3 24.8 16 14.6 ll.1 10.9 10.6 9.7 9.4 7.6

工学 アメリカ ドイツ 良+義 三//- イギリス カナダ シンガポール 中国 マレーシア フランス 韓国
31.7 13.7 守 :O食 9.6 5.4 4.4 3.9 3.4 3.3 3.2

環境/生態学&地球科学 アメリカ ドイツ ､8- イギリス カナダ フランス 豪州 ブラジル 中国 イ9リア
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論文世界シェア(3年移動平均､%)
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ポートフォリオ (2001-2005)

化学

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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ロシア

ポートフォリオ (1991-1995)

化学

工学

E)全論文 D国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ (2001-2005)

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 ドイツ アメリカ フランス イダノア イギリス ウクライナ スウェーデンポーランド スイス オランダ
22.1 21.9 ll.1 7.8 7.5 4.8 4.8 4.6 4_2 3.8

化学 ドイツ アメリカ ウクライナ フランス イ9リア イギリス ポーランド チェコ ブルガリア オランダ
21,8 ll.9 8.4 7.3 5.9 4.8 4.3 3.9 3.0 2.9

材料科学 ドイツ ウクライナ アメリカ フランス イギリス ポーランド チェコ イダノア 日本 ブルガリア
17.9 12.3 12.0 7.4 6.3 6.2 5.0 4.4 -_3_a 3.3

物理学&宇宙科学 ドイツ アメリカ フランス イダノア イギリス ポーランド スイス スウェーデン8本 - オランダ26.1 21.8 13.1 10.4 7.9 5.7 5.4 5.3 生き 4.3

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ フランス イギリス イ91ノア カナダ オランダ 豪州 スペイン イスラエル25.6 16.5 ー2.8 8.9 8.2 7_8 6_5 5.7 4.0 3.1

工学 アメリカ ドイツ フランス イダノア スイス イギリス ウクライナ 8本 + スウェーデンフィンランド
22.8 19.2 10.5 8.4 6.5 6.1 5.1 4.7 4.1 3.7

環境/生態学&地球科学 アメリカ ドイツ フランス イギリス カナダ スウェーデン ウクライナ 日本 豪州 イダ)ア33.0 13.9 12.4 7.6 7.5 4.8 4,5 3.8 3.6 3.5

臨床医学&精神医学′/心理学 アメリカ フランス イギリス ドイツ フィンランド スウェーデンスイス イ9リア ウクライナ 豪州31.2 14.5 ll.3 10_1 9.3 6.8 6.6 6.4 6.4 5.9

基礎生物学 アメリカ ドイツ フランス イギリス チェコ スウェーデンフィンランド カナダ オランダ イタリア

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 ドイツ アメリカ フランス イギリス 日本 イタリア ポーランド スウェーデンオランダ スイス
27.2 25.2 12.7 10.1 81 8.2 5.3 5.3 4.9 4.5

化学 ドイツ アメリカ フランス イギリス ウクライナ スウエ-デンイタリア ポーランド +日本 オランダ
24.5 18.0 10.1 7.7 4.9 4.4 4.3 4.1 4TO 4.0

材料科学 ドイツ アメリカ フランス 白木 ウクライナ イギリス ポーランド 韓国 スウェーデン イダノア
22,4 17.0 8.8 8.I 7.0 5.6 5.3 4.7 4,3 4.2

物理学&宇宙科学 ドイツ アメリカ フランス イダノア イギリス 日本 + ポーランド スイス オランダ スウェーデン32.9 26.3 15.8 ll.6 ll.0 10J 7.5 6.5 6.4 5.7

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ フランス イギリス イ9リア カナダ スペイン スウェーデン /現蒸､ イスラエル21.4 17.5 ll.9 10.1 5.7 5.3 4.0 4,0 3.3 2.9

25.1 25.0 12.8 -~薄紙-/- 9.5 8.2 5.8 4.7 4.2 4,0

鹿床医学&精神医学/心理学 アメリカ ドイツ イギリス フランス イタリア スウェーデンオランダ ポーランド ベルギー スイス36.4 22.6 14.9 10.6 7.8 7. 7.l 5.8 5.1 5.1
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論文世界シェア(3年移動平均､%)
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オランダ

ポートフが｣オ (1991-1995)

化学

工学

□全論文 E)国際共著論文 E)全論文 8国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全 アメリカ ドイツ イギリス フランス ベルギー イダ)ア スイス カナダ スペイン スウェーデン
分野 29.6 17.9 17.9 12.1 10.0 8.3 6.5 5,1 4.7 4.6

化学 アメリカ ドイツ イギリス ベルギー フランス イ9リア スペイン ロシア スイス ポーランド
20.6 16.3 14.9 9.2 8.9 8.1 5.7 5.1 4.7 4,1

材料科学 アメリカ イギリス ドイツ ベルギー フランス 中国 イ9リア 日本 カナダ スペイン
19.5 16.5 16.2 ll.6 10.0 5,7 5,7 tt 3.6 3.3

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ イギリス フランス イ9リア ロシア スイス スペイン ベルギー ポーランド37.2 22.0 17.6 17.3 10.7 10_2 8_2 8.1 7.7 6.6

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ フランス イダ)ア イギリス カナダ ベルギー ロシア イスラエル スペイン38.3 ー3.1 7.9 7.6 7.2 6.9 5.7 4.8 3.9 3.6

工学 アメリカ ドイツ イギリス イ9リア フランス カナダ ベルギー 白木 スイス ロシア
28.4 18.0 14.8 ll.3 ll.2 7.6 7.1 6.替 6.6 3.6

環境′′生態学&地球科学 アメリカ イギリス ドイツ フランス カナダ ベルギー イタリア ノルウェー スウェーデンインドネシア28.5 18.6 12.9 8.4 6.8 4.9 4.4 4.4 4.0 3.4

蹟床医学&精神医学′′心理学 アメリカ イギリス ドイツ ベルギー フランス イタリア スイス スウェーデンカナダ デンマーク28.1 21.4 17.7 15.9 13.4 10.8 9.1 6.5 5.5 5.0

基礎生物学 アメリカ イギリス ドイツ フランス ベルギー スイス イ9リア カナダ スウェーデン日東

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

アメリカ ドイツ イギリス フランス イタリア ベルギー スペイン スイス カナダ スウエ-デン

全分野 29.0 21.4 20.6 12.7 10.2 10,0 6.5 5.8 5.5 5.5

化学 ドイツ アメリカ イギリス フランス イ9リア ベルギー ロシア スペイン 日本 - カナダ
20.2 15.4 12.8 9.4 7.6 7.4 6.8 5.4 先 巻 . 3.5

材料科学 ドイツ アメリカ イギリス フランス ベルギー ロシア 中国 イタリア 日本法 スペイン
22.4 17.1 ー5.5 9.0 7.4 5.1 4.3 4.3 -+t3 4.3

39.8 29.9 24.1 20.1 16.5 16.4 ll.0 8.3 8.1 7ー2

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ イギリス フランス ベルギー イ9リア スペイン カナダ 豪州 中国25.9 15.5 10.1 8.3 6.6 6.0 5.2 4.9 3.6 3.5

23.1 18.7 15.1 ll.2 9.6 8.4 5.7 5.4 5.2 + 4.4.

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス ドイツ フランス イ9リア スウェーデンスペイン ベルギー スイス カナダ24.9 23.8 20.3 ll.8 8.4 7.6 6.6 6.4 5.8 5.5

臨沃医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス ドイツ ベルギー フランス イタリア スウェーデンカナダ スイス スペイン32.8 24.2 21.5 15.5 13.3 12.8 7.4 7,1 6.9 6.5

基礎生物学 アメリカ イギリス ドイツ フランス ベルギー イ9リア スウェーデンスペイン スイス カナダ
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ブラジル

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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論文世界ランキング (3年移動平均)
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ポートフ*リオ(1991-1995)

化学
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- 全論文 や Top10%論文
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ポートフォリオ (2001-2005)

化学

工学

- 全論文 や ToplO%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､鶴)
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O) Q? の C1 0) G) の の OT ⊂)
▼- ▼- ▼- I ,- ▼- I ･'- ▼- N

ゆ ブラジルの国際 や 世界の国際

共著中の日本 共著中の日本



ブラジル

ポートフォリオ (1991-1995)

化学

工学

口全論文 ○国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ (200ト2005)
化学

工学

口全論文 ■国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

ア 39.2 15.0 12.9 10.2 7.9 6.0 4.5 4.3 I_---:生者// 3.6

化学 アメリカ ドイツ フランス イギリス イ9リア スペイン カナダ アルゼンチン 日吉 チリ

材料科学 アメリカ イダ)ア フランス ドイツ イギリス カナダ スペイン 中国 インド イスラエル
23.0 14.9 13.8 13.2 ll.5 5.2 4.0 3.4 2.3 2.3

物理学&宇宙科学 アメリカ フランス イタリア ドイツ イギリス ロシア スペイン アルゼンチンスイス カナダ37.9 18.4 14.0 ll.3 9.7 7.9 7.3 5.6 5.2 4.8

40.8 16.7 10.4 9.2 7.9 7.0 6.5 2.7 1.8 ‥ __.守=…澱 .

工学 アメリカ フランス イギリス イ9リア カナダ ドイツ ロシア スイス 拷 -.蓬…海 ポルトガル33.8 15.3 12.0 10.2 9.6 8.7 7.3 6.9 3.3

環境/生態学&地球科学 アメリカ フランス イギリス カナダ ドイツ イ9リア スウェーデン 豪州 スイス 田本 ､38.0 17.9 16.5 8.4 7.8 3.8 3.8 2.2 1.8 1:6'

臨床医学&精神医学′/心理学 アメリカ イギリス フランス カナダ ドイツ '自蒸 ′. アルゼンチン スイス イダノア ベルギー51.0 15.8 9.9 6.3 5.7 5.6 5.1 4.5 3.7 3.7

基礎生物学 アメリカ イギリス フランス ドイツ カナダ アルゼンチン_B瀦__′~.; イ9リア ベルギー オランダ

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ フランス イギリス ドイツ イタリア カナダ アルゼンチン スペイン 白木l ロシア

化学 アメリカ イギリス フランス ドイツ スペイン アルゼンチン イダノア ポルトガル カナダ チリ
16.8 15.8 12.3 10.6 10.2 7.5 6.0 5.4 4.8 3.0

材料科学 アメリカ フランス ドイツ イギリス スペイン ポルトガル アルゼンチン イ9リア ユーゴスラビア 摺轟.
20.2 13.7 ll.6 ll.5 8.7 7.6 4.8 3.9 3.9 2 .9

物理学&宇宙科学 アメリカ フランス ドイツ ロシア イタリア イギリス アルゼンチン スペイン 中国 日 本 +35.0 19.8 18.4 ll.9 ll.2 9.8 7.1 6.6 6.1 5.8

計算機科学&数学 アメリカ フランス イギリス カナダ イ9リア スペイン ドイツ チリ ポルトガル ロシア27.9 16.2 8.3 7.6 6.2 6.2 5.7 4.7 4.5 4.0

工学 アメリカ イギリス ドイツ フランス カナダ ポルトガル イダJア スペイン アルゼンチンオーストリア
30.6 12.9 12.3 9.9 9.2 4.9 4.7 4.1 4.0 3.0

41.1 14.0 14.0 10.4 6.7 6.1 4.7 4.2 ぎ…;=※-.=凍串て､ 3.4

56.3 13.2 9.3 8.9 8.7 7.3 5.6 5.1 ～薫-………_;.塞

I100-



スイス

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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論文世界ランキング(3年移動平均)
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ゆ 論̀文数シェア ゆ Top10%論文数シェア ゆ 論文数ランキング 琳 ToplO%論文数ランキング

ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

- 全論文 琳 Topl0%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)
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ポートフtrノオ(2001-2005)

化学

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)

N ■寸■ q⊃ CO ⊂) N 寸 く∠) CO ⊂)
CO の CO CO O) の O) 0) O) ⊂〉
O) O) の の C) の C) O) C? ⊂〉
T- r ▼- 11 ▼- ▼- ▼ 一 ･一･･ ･'･･- N

ゆ スイスの国際 ゆ 世界の国際

共著中の日本 共著中の日本



スイス

ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

E)全論文 b国際共著論文

ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

口全論文 D国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

マ アメリカ ドイツ フランス イタリア イギリス オランダ カナダ ロシア スウェーデンスペイン

全分野 30.9 25.6 17.0 l3.5 12.9 6.6 4.5 4.4 4.3 4.1

化学 ドイツ アメリカ イダノア フランス イギリス オランダ スペイン カナダ ポーランド 白 木

25.6 19.9 14.5 10.9 9.3 5.0 3.9 3.5 2.8 之.7

材料科学 アメリカ ドイツ フランス イギリス イダノア オーストリア=摂簾 ､ ベルギー ロシア スウェーデン
28.8 28.3 15.4 8.9 8.2 5.0 孝.芳~ 3.0 2.7 2.2

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ フランス イ9リア イギリス ロシア スペイン オランダ ポ-ランド 日本33.2 29.4 22.6 20.0 12.4 10.5 7.1 6.7 5.7 ･...ヰ準

36.1 22.1 ll.8 ll.8 7,6 5.7 5_0 4.6 3.4 -/jj_-

工学 アメリカ ドイツ イ9リア フランス イギリス ロシア オランダ カナダ スウェーデン田本~.
28.9 26.7 23.8 18.8 ll.7 9.1 6.6 6.1 5.5 +A

環境/生態学&地球科学 アメリカ ドイツ フランス イギリス イダノア カナダ スウェーデン中国 オランダ スペイン33,8 17.4 15.6 9.8 7.6 7.4 3.5 2.9 2.8 2.7

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ ドイツ フランス イギリス イタリア オランダ ベルギ- スウェーデンオーストリア カナダ29.2 23.7 14.7 14.6 14.5 9,7 5.7 4.9 4.3 3.8

基礎生 rttiアメリカ ドイツ フランス イギリス イダ)ア オランダ カナダ 摂湊/, スウェーデンスペイン

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

マ アメリカ ドイツ フランス イギリス イ少)ア オランダ スペイン カナダ ロシア ･自棄=~/5て_;-.
全分野 30.5 28.4 ー7.4 14.8 12.5 6.4 5.5 5.1 4.7 -窒登/-.

25.1 18.5 15.8 10.8 9.3 5.3 3.8 3.3 3.0 =/.% 袋-

材料科学 ドイツ アメリカ フランス イギリス イダノア ロシア 白木 + オランダ スウェーデンオ-ストリア
25.1 20.0 16.8 ll.7 7.6 4.4 ㌔-;-...乱套 3.8 3.4 2.8

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ フランス イタリア イギリス ロシア 日 蒸 つ .... スペイン ポーランド オランダ35.0 32.7 24.0 21.3 17.6 15.3 +1 0 .7 10.0 8.9 7.4

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ フランス イギリス イダ)ア カナダ ベルギー スペイン オランダ オーストリア31.1 19.9 14.9 10.5 8.9 5.0 3.8 3.6 3.2 2.8

工学 アメリカ ドイツ フランス イ9IJア イギリス ロシア スペイン オランダ -良策≡~.~=/=~ ベルギー
26.4 25.3 17.8 17,3 12.4 8.1 5.8 5.8 -/-5,盗､ 4.8

環境/生態学&地球科学 アメリカ ドイツ フランス イギリス イタリア カナダ オランダ スペイン オーストリア スウ工-デン29.7 28.0 17.2 16.4 8.8 6.6 6.1 4.5 4.5 4.0

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ ドイツ イギリス フランス イ9リア オランダ ベルギー カナダ オーストリア スウェーデン33.1 31.1 15.4 15.4 12.4 8.4 6.7 6.2 5.2 4.8

基礎生物学 アメリカ ドイツ フランス イギリス イタリア オランダ カナダ スペイン ベルギー オーストリア
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スウェーデン

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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論文世界ランキング(3年移動平均)

～ O 寸 LO く】⊃ ド- 0⊃O)⊂)▼･- N O 寸 LL)く亡)ド- CO Ob⊂⊃･'-N M 寸 LL)くl⊃
cO CO O⊃CO CO CO O⊃CO 030)0)O)0)030 0)O)Ob⊂⊃⊂)⊂)⊂)⊂)⊂〉⊂)
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ゆ 論文数シェア ゆ ToplO%論文数シェア ゆ 論文数ランキング 琳 ToplO%論文数ランキング

ポートフがノオ (1991-1995)

化学

工学

- 全論文 赫 ToplO%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)

物理 臨床

学 医学

琳 スウェーデン ゆ 世界
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ポートフォリオ (2001-2005)

化学

- 全論文 ゆ Top10%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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ゆ スウェーデンの国際 琳 世界の国際

共著中の日本 共著中の日本



スウェーデン

ポートフォ リオ (1991-19 9 5 )

化 学

工学

口全論文 ○国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ (200卜2005)

化学

工学

口全論文 ○国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ ドイツ イギリス デンマーク フランス フィンランド ノルウェー イ9リア ロシア オランダ
30.3 12.8 12.6 9.9 8.3 6.9 6.6 6,0 5.6 5.2

22.9 12.6 8.3 6.9 5.8 4.9 ㌔--準 .革 = 4.3 4.3 4.0

材料科学 アメリカ イギリス ドイツ フランス フィンランド ノルウェー E3+ カナダ 中国 豪州
29.3 ll.1 10.8 6.7 6.7 5.5 /.~…-/-S.a-≡ 4.1 3.4 3.4

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ ロシア イギリス フランス デンマーク ポーランド イタリア フィンランド スイス30.1 22.8 16.7 14.3 13.4 ll.8 9_8 8.5 7.6 7.5

計算機科学&数学 アメリカ イギリス ドイツ オランダ フィンランド フランス ロシア 中国 デンマーク カナダ36.8 9.6 9.6 6.1 5.1 4.7 4.7 4.0 4.0 3,5

工学 アメリカ ドイツ イギリス フランス ロシア スイス イダ)ア フィンランド カナダ 豪州
32.0 10.0 9.7 9.7 8.2 8.0 7.0 5.5 4.6 4.6

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス ドイツ ノルウェー フィンランド デンマーク カナダ ロシア フランス オランダ25.7 13.7 12.3 10.3 9.4 9.1 9.0 6.1 4.6 4.6

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ デンマーク イギリス ノルウェー ドイツ フィンランド フランス オランダ イダ)ア スイス32,0 15.5 14.3 10.8 9.6 9.0 7.5 6.5 5.9 4.7

基礎生物rtBアメリカ イギリス ドイツ デンマーク フランス フィンランド イタリア ノルウエ- カナダ オランダ

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ イギリス ドイツ フランス デンマーク フィンランド イ9リア ノルウェー オランダ ロシア
27.5 16.6 15.9 10.1 8.9 8.4 7.7 6_9 6.8 6.1

化学 アメリカ ドイツ イギリス ロシア フランス デンマーク イ9リア ･摂本 .. ポーランド スペイン

材料科学 アメリカ ドイツ イギリス フランス ロシア ･B=拳 ~_/. フィンランド 中国 ノルウェー スペイン
17.2 12.7 10.7 7.4 7.4 -~‥SH昏 6.5 6.3 5.2 3.5

28.9 26.7 19.5 17.4 16.9 ll.2 8.6 ~〈.守_-B 6.8 6.4

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ フランス イギリス ロシア オランダ カナダ イ9リア 豪州 デンマ-ク28.7 ll.8 8.9 8.6 6.5 5.1 4.5 4.1 3.9 3.6

工学 アメリカ ドイツ イギリス フランス ロシア イ9リア オランダ 豪州 スイス ベルギー
25.4 17.5 12.0 9.2 8.0 7.9 7.3 6.2 5.6 5.4

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス ドイツ フィンランド ノルウェー デンマーク フランス オランダ カナダ イ9リア25.3 20.4 16.0 ll.6 9.9 9.8 9.5 8.4 7｣∋ 6.5

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス ドイツ デンマーク フィンランド ノルウェー フランス イタリア オランダ カナダ31.7 20.6 15.0 13.9 12.9 12.0 10.7 10.4 9.8 6.5

基礎生物学 アメリカ イギリス ドイツ デンマーク フィンランド フランス オランダ イタリア ノルウェー カナダ
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論文世界シェア(3年移動平均､%)
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論文世界ランキング(3年移動平均)

～ M 寸 LO (l⊃卜･〇〇0)⊂)T-ぐ1 m 寸 LL?く1⊃｢- CO C)⊂),-CNの 寸.LL)く1つ
く:0 0⊃CO ODCO (:O CO CO O)C)C)の O)の C)O)O)C3⊂)⊂)⊂)⊂)⊂>⊂)⊂)
O)O)の O)0?C?O)0)O)の ⊂b O)O)O)C)O)O)C3⊂)⊂)⊂)くつ⊂)⊂)⊂>

ゆ 論文数シェア 中 Top10%論文数シェア ゆ 論文数ランキング や ToplO%論文数ランキング

ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

- 全論文 ゆ ToplOo/.論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)
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ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)

N 寸 q⊃CO⊂) N 寸 く亡〉 cO ⊂)
co o〇 0⊃CO0) Q) G) の 0) t=)
o) O) C)03の 05 03 の O) く=)
1- -I･一･ ▼-▼-T,I, T一 ･l一 ･'- ▼- N
ゆ 台 湾の国際 巾 世界の国際

共 著中の日本 共書中の日本



ポートフォリオ (1991-1995)

化学

工学

E)全論文 B国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ (2001-2005)

化学

工学

□全論文 E)国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

分野 73.2 9..普 6.3 4.0 3.7 3.2 2.3 2.3 1.4 1.3

材料科学 アメリカ 摂 蘇 -/-~､- イギリス ドイツ 中国 カナダ ベルギー シンガポール チェコ ハンガリー
74.6 : 蕃盗塁- 4.7 2.3 2.3 1.4 0.9 0ー9 0.9 0.9

物理学&宇宙科学 アメリカ イ9リア 8本 l ドイツ 中国 ロシア カナダ イギリス フランス スイス75.6 9_1 ､8.昏~ 6_8 6.6 6,6 6.3 5.7 4.9 4.3

計算機科学&数学 アメリカ カナダ 中国 ドイツ シンガポール 豪州 8 本 ※ イタリア インド ハンガリー

工学 アメリカ 中国 カナダ イダノア 日本 一-.JII一■日日 ■IIIl｣9 ドイツ スイス フランス シンガポール オランダ88.4 3.6 3.1 2.1 1.8 1.5 1.3 1.2 1.0

環境/生態学&地球科学 アメリカ 日 本 +- フランス カナダ 中国 豪州 イギリス ドイツ ロシア オランダ69.4 漕 .I+ 8.3 5.0 3.9 3.9 1.7 1.7 1.7 1.7

74.4 9.8 6.5 5.4 4.8 2.8 2.6 2.4 1.8 1.3

基礎生物'5 アメリカ 自湊-.-/ 中国 イギリス カナダ ドイツ スウェーデン豪州 シンガポール フランス

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ 中国 ･垣峯~:. ドイツ イギリス 韓国 インド カナダ ロシア 豪州

化学 アメリカ 中国 インド 日泰 _ ドイツ カナダ イギリス ロシア フランス シンガポール
31.1 23.9 13.2 ~頚.頚.隻 5.1 5.1 4.0 2.8 2.0 2.0

52.8 23.6 -〟_-チ-孝蔓母. 18.7 18.6 17.5 13.6 12.6 8.2 8.1

計算機科学&数学 アメリカ 中国 ･白拳.′… カナダ 豪州 ロシア イギリス ドイツ シンガポール フランス

60.2 10.5 ∫.※J;藩 導_/= 4.4 4.2 3.7 3.7 3.7 3.0 2.8

基礎生 rthアメリカ ;≡昏衰 -※ /三_-;I 中国 イギリス カナダ ドイツ シンガポール フランス 豪州 韓国
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論文世界シェア(3年移動平均､%)
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論文世界ランキング (3年移動平均)

～ n ■寸■LL?q>｢-CO の ⊂)･I-ぐq M 寸 LD q>｢一 〇〇03⊂)T.く叫 の 寸 LDくD
co o⊃coo⊃∞ 〇〇cO CO くフ〉C10)の O)0)O)0)03O)⊂)⊂)⊂〉⊂⊃⊂⊃⊂〕⊂〉
O)O)o)a)O)clo)印 ゎ o O)の 0)O)O)O)0)の ⊂)⊂)⊂〉⊂⊃⊂⊃⊂〉⊂〉

ゆ 論文数シェア ゆ ToplO%論文数シェア ♯ 論 文 数 ラ ン キ ング ♯ ToplO%論文数ランキング

ポートフォリオ(199ト1995)

化学

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)
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ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

- 全論文 巾 ToplO%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)

N 寸 くく⊃ cO ⊂) CN 寸 (亡) CO ⊂〉
cO CO CO cO 0) O) O) の 0) ⊂)
の 03 0) O) O) C1 の 03 0) O
T- ▼- l- ▼一 ･一･ ▼-▼-▼-1.･-N
ヰ ートルコの国際 琳 世界の国際

共著中の日本 共著中の日本



ポートフ*リオ(199卜1995)

化学

工学

E)全論文 El国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

E)全論文 ○国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ イギリスドイツ イ9リア フランス スイス カナダ オランダ 海~.
33.6 20.4 15.8 6.1 5.0 4.3 4.1 3.5 輩;-～. 2.9

31.1 24.8 14.9 5.3 3.1 2.8 =.5…三…-……-㌔/-澄-:5≦_; 2.5 2.2 2.2
材料科学 イギリス アメリカ ドイツ イ少)ア ロシア ベルギースイス ギリシャ 南アフリカ

51.3 21.4 12.8 6.8 6.0 6.0 5.1 2.6 2.6 2.6

物理学&宇宙科学 アメリカ イギリス ドイツ イタリア ロシアイスラエルスイス ベルギー オランダ28.2 17.2 17.2 13.5 ll.7 ll.3 7.1 5.2 4.9 3.4

計算機科学&数学 アメリカ イギリス カナダ ウクライナドイツ ハンガリーサウジアラビア:.摂湊=-/_;/フランス 豪州54.8 12.9 9.7 5.6 4.0 3.2 3.2 /-/-溝､5-/ 1.6 1.6
工学 アメリカ イギリスカナダ ドイツ イダノア オランダ サウジアラビア意義 スイス ベルギー

環境/生態学&地球科学イギリス アメリカドイツ フランス イ9リア 摂泰′ サウジアラビアカナダ イスラエルデンマーク27.4 19.913.7 ll.0 6.8 _S.S. 5.5 4.1 2.7 2.7

41.3 18.9 10.8 6.9 5.8 5.4 4.6 4.6 3.9 3_5l
基礎生物学アメリカ ドイツ イギリス スイス フランス イ9リアオランダ パキスタン 白木 -- カナダ
主要な国際共著相手国(2001-2005､%)

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ イギリス ドイツ イダノア フランス l自兼 :. カナダ オランダ ロシア イスラエル

化学 アメリカ イギリス ドイツ ･田本､_∫ イダ)ア フランス ウクライナ カナダ スペイン

35.9 16.2 14.4 ll.0 9.9 9.6 /_′郎~､. 4.8 4.4 4.3

計算機科学&数学 アメリカ イギリス カナダ フランス ロシア ドイツ 自漆 --; ウクライナ イスラエル ルーマニア42.5 9.9 6.7 5.2 4.3 3.5 凍:: 3.4 3.0 2.6

50.1 14.1 6.0 5.2 室疫､ 2.9 2.3 2.2 2.0 2.0

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス フランス ドイツ 卓 .*=~_～ イ9リア カナダ ロシア オランダ イスラエル33.8 16.8 14.3 13.2十 一+ 滞…ぎ_; 4.7 4.1 2.5 2.5 2.3

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス ドイツ イタリア JLq フランス オランダ ベルギー スイス カナダ54.1 12.2 10.7 8.5 春草;_. 5.9 5.4 4.8 4.4 3.3
基礎生物学 アメリカ イギリス ドイツ フランス イ9リア l白 イスラエル オランダ カナダ スイス
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ポーランド

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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論文世界ランキング(3年移動平均)

～ M 寸 LO くl⊃｢ー CO 0)⊂).一･･･～ m 寸 Lr)q>rヽ CO O)⊂)T-ぐ｣ の 寸 LL>く1⊃
⊂O CO 03CO CO CO CO Oつの O)O)O)O)O)の O)C10)⊂)⊂〉⊂)⊂⊃⊂⊃⊂⊃⊂⊃
O)O)O)010)O)O)0)0)O)O)O)O)O)の の の の ⊂)くつ⊂)⊂⊃⊂)⊂⊃⊂⊃

tや 論文数シェア や ToplO%論文数シェア や 論文数ランキング ♯ Topl0%論文数ランキング

ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)
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ポートフがJオ(2001-2005)

化学

工学

一 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)

N 寸 q⊃ cO ⊂⊃ N 勺■ く⊂) 0⊃ ⊂〉 N
CO CO CO cO O) O) の の の ⊂〉 ⊂)
C3 O) O) C1 0) 0 ) の の Ob ⊂〉 ⊂)
T- ▼- T 1- ▼- 1･･.･- ▼- I T- N ～

* ポーランドの国際 巾 世界の国際

共著中の日本 共著中の日本



ポーランド

ポー トフ*リオ(1991-1995)
化学

E)全論文 d国際共著論文

主要な国際共著相手国(199ト1995､%)

ポ ー トフォ リオ (2001-2005)

化 学

工学

E)全論文 Eb国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ ドイツ フランス イギリス イタリア ロシア スウェーデンオランダ カナダ スイス
25.0 22.6 13.9 9.4 9.2 8.7 5.9 5.4 5.3 5.2

化学 アメリカ ドイツ フランス イギリス ロシア イ9リア カナダ スウェーデンオランダ チェコ
25.2 17.3 ll.1 7.0 6.6 5.9 5.9 3.8 3.5 2.8

材料科学 ドイツ アメリカ ロシア フランス 単 索 圭 カナダ イギリス イ9リア スペイン ウクライナ
17.0 12.9 ll.3 10.4 -I- +I+■■ー≡_1.--2､ラ漣../- 7.1 6.9 6.9 4.7 3.6

物理学&宇宙科学 ドイツ アメリカ フランス ロシア イギリス イダノア スウェーデンスイス オランダ スペイン28.7 23.5 19.6 13.5 10.8 10.0 7.2 7.0 6.7 5.6

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ イタリア カナダ フランス イギリス スペイン フィンランド オランダ 豪州28.0 15.0 ll.0 10.2 9.8 5.8 4.5 2.9 2.8 2.3

工学 ドイツ アメリカ フランス イ9リア カナダ イギリス フィンランド ロシア スイス a.
19.9 18.2 12.1 10.1 9.2 8.5 7.1 6.8 6.7 -㌔/_孔3

21.4 19.2 13.9 8.6 6.8 .6 . 5.6 5.3 4,1 4.1

嘘床医学&精神医学′心理学 アメリカ ドイツ イギリス フランス スウェーデンイダノア ベルギー オランダ カナダ デンマーク26.2 22.6 13.5 ll.3 10.8 10.5 7.0 6.7 4.9 4.9

基 生物rthアメリカ ドイツ フランス イ9リア イギリス スウェーデン ロシア カナダ オランダ 白

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ ドイツ フランス イギリス ロシア イダノア ･海藻 スウェーデン ウクライナ スイス
25.8 23.4 15.3 10.7 9.7 8.7 _...63;-/ 5.3 5.2 5.1

化学 アメリカ ドイツ フランス ロシア イギリス ウクライナ イタリア l白木 スペイン カナダ
20.9 17.2 13.5 6.4 5.6 5.5 5.1 I/._三碓井: 3.8 3.3

材料科学 フランス ドイツ アメリカ ウクライナ ロシア イギリス _/海藻 ′ イ9リア オーストリア スペイン

物理学&宇宙科学 ドイツ アメリカ フランス ロシア イギリス イ9リア 昏束 スイス ウクライナ スウェーデン

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ フランス カナダ イギリス スペイン イ9リア オランダ ウクライナ 中国28.1 16.8 ll.3 6.7 5.6 5.4 5.4 3.2 3.1 2.5

工学 ドイツ アメリカ フランス カナダ イ9リア ロシア イギリス E)+ ウクライナ スイス
20.2 18.5 ll.5 ll.1 9.3 9.1 9.0 ~′.-/≡./:8冬. 5.1 5.0

環境/生態学&地球科学 アメリカ ドイツ イギリス フランス ロシア スウェーデンオランダ 錬.潔 イダノア ノルウェー

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ ドイツ イギリス イダノア フランス オランダ ベルギー スウェーデンカナダ スイス33.7 27.0 20.7 18.6 14.5 12.3 10.2 10.1 8.6 7.7

基礎生物rtBアメリカ ドイツ イギリス フランス スウェーデンイ9リア l本 スペイン チェコ カナダ
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ベルギー

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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論文世界ランキング(3年移動平均)

～ m 寸 LL)く1⊃｢- COO)⊂ ⊃ ▼- N ぐつ '寸･LL)くCl｢ヽ 〇〇O)⊂⊃▼-～ m 寸 LL?くCI
CO O⊃CO CO OつCO CO CO の O)の G)O)の O)O)050)⊂⊃⊂)⊂)(:)⊂)⊂つく)
Q)の O?O30)07O O)O ) O)O)0)Q)の O)O)G)O)⊂⊃⊂)⊂)⊂)⊂)⊂〕⊂)

ゆ 論文数シェア 琳 ToplO%論文数シェア ♯ 論文数ランキング ♯ Top10%論文数ランキング

ポートフォリオ(199卜1995)

化学

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)
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ポートフ*リオ(200卜2005)

化学

工学

- 全論文 琳 Top10%論文

国際共著中の日本比率(3年移動平均､%)
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ベルギー

ポートフォリオ (1991-1995)

化学

工学

口全論文 ■国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

l)全論文 IZ)国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 フランス アメリカ オランダ ドイツ イギリス イタリア スイス スペイン スウェーデンカナダ
25.0 23.1 16.3 14.2 13.9 8.4 5.9 5.3 4.9 3.6

化学 フランス アメリカ オランダ イギリス ドイツ スペイン イ9リア カナダ スウェーデン ロシア
22.5 16,3 ll.7 ll.2 ll.1 5.8 4.7 2.8 2.8 2.7

材料科学 フランス アメリカ オランダ ドイツ イギリス イ9リア カナダ スイス スペイン -=.日 拳 …..-
25.0 16.2 15.2 14.5 9.8 6.1 5.7 4.1 3.4 一一 - l- I - +･.J等ゆ _;

物理学&宇宙科学 アメリカ フランス ドイツ オランダ イギリス ロシア イタリア スイス ポーランド スウェーデン26.6 26.2 19.7 14.7 13.1 12.0 10.6 10.2 9.4 6.9

計算機科学&数学 アメリカ フランス オランダ ドイツ スペイン イ9リア イギリス カナダ ロシア ポーランド31.9 19.5 9.9 8.4 8.0 7.3 6.1 5.9 2.8 2.6

工学 アメリカ フランス ドイツ オランダ イダ)ア イギリス スイス カナダ スペイン スウエ-デン
22.0 21.5 17.0 ll.8 9.3 8.5 6.3 4.2 4.2 3.7

環境/生態学&地球科学 フランス アメリカ ドイツ イギリス オランダ イ9リア スイス カナダ スペイン ロシア30.3 22.4 14.3 14.1 10.6 4.8 4.1 3.7 3.7 2.7

臨床医学&精神医学/心理学 フランス オランダ アメリカ イギリス ドイツ イ9リア スイス スウェーデンスペイン カナダ26.0 24.5 23.1 17.8 14.2 13.4 8.3 5.9 5.3 4.5

基礎生物rt2tLフランス アメリカ オランダ イギリス ドイツ イ9IJア スペイン スウェーデンスイス ≡自本､..-.≡_-

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全 マ アメリカ フランス イギリス ドイツ オランダ イタリア スペイン スイス カナダ スウェーデン
分野 22.7 22.5 16.9 16.5 15.7 9.8 7.1 6.3 5.1 5.1

化学 フランス アメリカ イギリス ドイツ オランダ スペイン イダノア ハンガリー ロシア ポーランド
19.1 16.8 12.7 12.6 8.7 6.7 6.2 4.7 4.6 3.5

材料科学 フランス アメリカ ドイツ イギリス 中国 オランダ スペイン イタリア 潜 蘇 __.- ロシア
17.8 17.0 16.5 10.7 10.3 7.6 5.6 5.4 -/-/-､殊 .Q . 3.7

物理学&宇宙科学 アメリカ フランス ドイツ イギリス ロシア オランダ イタリア スペイン スイス ポーランド26.4 25.5 23.0 19.9 14.6 13.4 13.1 9.5 8.8 8.8

計算機科学&数学 アメリカ フランス イギリス ドイツ オランダ スペイン イダ)ア カナダ スイス 中国20.2 15.2 ll.1 10.4 9.7 8.0 5.7 4.5 4.4 3.9

工学 フランス アメリカ オランダ ドイツ イギリス イタリア スイス スウエ-デンスペイン ロシア
18.8 17.9 14.0 13.4 12.3 9.6 6.3 5.8 5.7 4.6

環境/生態学&地球科学 フランス アメリカ イギリス ドイツ オランダ イ9リア カナダ ロシア スペイン スイス24.2 19.5 17.8 17.4 12.6 8.7 7.1 5.8 5.6 5.0

臨床医学&精神医学/心理学 オランダ アメリカ フランス イギリス ドイツ イ9リア スイス スペイン カナダ スウェーデン26.9 26.7 25.3 21.6 19.0 13.8 9.6 8.5 7.8 7.2

基礎生物rttiフランス アメリカ イギリス ドイツ オランダ イダノア スペイン スイス スウェーデンカナダ
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イスラエル

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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論文世界ランキング (3年移動平均)
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ポートフォリオ(1991-1995)
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ポートフォリオ(200卜2005)

化学

工 学

- 全論文 ゆ Top10%論文

国際共著中の日本比率(3年移動平均､%)

etJ 寸 くCI QD ⊂〉 N 寸 くl⊃ CO ⊂〉 N
CO CO CO CO の C1 0) C) O) ⊂) ⊂)01 0) C1 Cつ の O) C3 C) O) ⊂⊃ ⊂),･ ,- 1I I- I ,- ,- 1- ▼- N ～
や イスラエルの国際 -∈トー-世界の国際

共著中の日本 共著中の日本



イスラエル

ポートフォリオ (1991-1995)

化学

工学

口全論文 ○国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ (2001-2005)

化学

工学

l)全論文 8国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全 マ アメリカ ドイツ フランス イギリス カナダ イ9リア ロシア スイス -畠_秦- オランダ

化学 アメリカ ドイツ フランス イギリス カナダ ;日本※ ロシア デンマーク スイス イダノア
49.8 19.2 7.7 5.9 4.4 -/㌔__.草_才_=/- 3.3 2.2 1.9 1.8

材料科学 アメリカ ドイツ フランス イギリス イ9リア カナダ 豪州 デンマーク ロシア 南アフリカ
48.2 18.2 7.7 6.8 5.5 5.0 3.6 2.7 2.3 2.3

56.0 18.3 13.0 9.6 9_0 6.6 6.5 6.1 2.4

計算機科学&数学 アメリカ カナダ フランス イギリス ドイツ オランダ イダノア ハンガリー ロシア スイス72.2 7.5 6.5 5.7 4.7 2.7 2.5 1.9 1.6 1.5

工学 アメリカ カナダ フランス ドイツ イギリス イ9リア 豪州 スイス ロシア オランダ
69.7 6.6 6.4 6.1 5.0 3.9 3.2 2.7 2.3 1.8

環境′生態学&地球科学 アメリカ ドイツ イギリス 南アフリカ カナダ フランス ロシア イ9リア 豪州 オランダ56.4 10.6 6.6 5.7 4.4 4.2 3.4 3.2 3.2 2.8

臨床医学&精神医学′心理学 アメリカ イギリス カナダ ドイツ フランス イ9リア スウェーデンスイス オランダ 豪州67.3 9.8 8.4 8.2 6.7 5.2 4.2 3.8 3.7 3.1

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

化学 アメリカ ドイツ フランス イギリス ロシア スペイン 中国 カナダ ベルギー し革蕪//て~~■ー( --
37.4 20.4 8.7 6.9 5.7 4.1 3.4 3.1 2.6 -≡′.,_.壁土維=

材料科学 アメリカ ドイツ フランス イギリス ロシア 中国 イダノア スイス オランダ スペイン
38.3 21.0 10.0 6.6 6.6 4.9 4.4 3.1 2.9 2.7

51.1 23.8 12.3 12.0 10.5 10.2/-.…′.印 . 7.2 6.0 4.9

計算機科学&数学 アメリカ フランス ドイツ カナダ イギリス オランダ ロシア イタリア スイス スウェーデン61.1 10.2 7.4 5.7 4.5 3.0 2.7 2.7 1.8 1,8

工学 アメリカ ドイツ イギリス フランス カナダ ロシア オランダ イタリア 豪州 スイス
56.1 13.3 5.8 5.8 5.7 4.9 4.2 4.2 2.7 2.6

環境/生態学&地球科学 アメリカ ドイツ イギリス フランス カナダ イタリア オランダ 豪州 中国 ロシア47.0 16.2 10.6 10.0 6.2 5.2 4.9 3.9 3.6 3.4

臨床医学&精神医学′′心理学 アメリカ イギリス ドイツ カナダ イダノア フランス オランダ スペイン ベルギー スイス60.2 12.2 ll.9 9.9 9.3 9.1 5.8 4.6 4.1 4.0
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デンマーク

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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ポートフがノオ(1991-1995)
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- 全論文 ゆ Top10%論文
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ノ計算機

数学

ポートフォリオ (200卜2005)

化学

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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デンマーク

ポートフ*リオ(1991-1995)

化学

工学

E)全論文 q国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ (2001-2005)
化学

工学

E)全論文4国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ イギリス スウェーデン ドイツ フランス イタリア ノルウェー オランダ スイス フィンランド
29.3 18.4 17.8 16.1 10.0 7.9 7.2 7.0 5.3 5.0

化学 アメリカ ドイツ スウェーデン イタリア イギリス フランス ノルウェー ポーランド ロシア オランダ
24.9 12.4 ll.9 9.2 7.8 6.1 5.6 4.8 4.7 3.4

材料科学 アメリカ イギリス ドイツ フランス スウェーデンオランダ ベルギー イスラエル 豪州 ロシア
34.5 18.0 12.2 10.1 8.6 5.0 4.3 4.3 3.6 3.6

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ イギリス スウェーデンイタリア フランス ロシア スペイン スイス ポーランド31.4 22.9 19.3 16.9 15.6 15.1 13.0 8.8 8.8 7.7

計算機科学&数学 アメリカ イギリス ドイツ カナダ フランス 豪州 フィンランド 中国 オランダ スウェーデン40.0 25.1 13.4 ll.5 8.9 5.3 4.3 4.1 4.1 4_1

工学 アメリカ イギリス ドイツ フランス イ9リア カナダ スウェーデンポーランド スイス オランダ
31.8 13.2 ll.2 10.9 8.2 7.2 6.5 5.2 5.0 4.7

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス ドイツ スウェーデンノルウェー フランス アイスランドカナダ オランダ フィンランド28.0 18.5 15.2 14.8 12.7 9.8 6.1 5.7 5.3 4.8

臨床医学&精神医学/′心理学 スウェーデンアメリカ イギリス ドイツ ノルウェー オランダ フランス フィンランド イダノア ベルギー29.2 28.0 20.9 12.8 10.1 9.5 8.6 7.3 6.2 5.4

基礎生物rtEiアメリカ イギリス ドイツ スウェーデンフランス オランダ ノルウェー カナダ イ9リア スイス

主要な国際共著相手国(200ト2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ イギリス ドイツ スウェーデンフランス オランダ イタリア ノルウェー スペイン スイス
28.1 19.5 17.7 16.1 10.3 8.5 8.1 8.0 6.2 5.7

化学 アメリカ ドイツ イギリス スウェーデンフランス ロシア ノルウェー カナダ イタリア スペイン
21.9 15.0 13.2 10.6 8.3 5.5 5.1 5.0 4.7 4.6

材料科学 アメリカ イギリス ドイツ フランス 中国 スウェーデン海藻…-.-/-≡.. ロシア スペイン イ9IJア
22.5 14.4 14.4 ll.9 ll.6 10.1 ･㌻_/==泰治 -.=- 4.3 3.5 3.3

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ イギリス フランス イ9リア スウェーデンスペイン ロシア スイス ポーランド33.4 25.8 17.6 16.5 14.6 12.7 12.0 ll.5 9.7 7.

26.3 15.4 12.8 9.9 6.5 6.3 5.3 4.6 4.1

工学 アメリカ ドイツ イギリス スウェーデンフランス オランダ イダノア ノルウェー スイス ロシア
25.8 14.5 ll.7 9.1 7.1 6.7 6.2 5.9 5.3 4.7

環境′/生態学&地球科学 アメリカ イギリス ドイツ スウェーデンノルウェー カナダ オランダ フランス イダノア 豪州27.8 19.0 18.1 15.0 9.6 8.9 8.7 8.6 6.4 5.6

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ スウェーデンイギリス ドイツ ノルウェー オランダ イ9IJア フランス フィンランド スペイン31.1 25.8 25.3 17.8 14.0 13.9 ll.0 10.5 9.8 6.8

基礎生物rttiアメリカ イギリス ドイツ スウェーデンフランス オランダ ノルウェー イタリア カナダ スペイン
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論文世界シェア(3年移動平均､%)
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ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

- 全論文 や ToplO%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)

物理 臨床

学 医学

粥

X
岩
へ

寸

X
X
訂

Z
O
O
Z

O

OON
866L
E冗3
･1

寸
細
3
3
3

打
の
河
に

0
6
6
L

9

96
L

出誹s:1

寸断閲
3

5

6
313

中 オーストリア ♯ 世界

120

100

8.0

60

40

20

00

-117-

ポートフォリオ(200卜2005)

化学

千.竿,/㌔ i1.0_/ - ㌔ ラ.禦 斗〆 ､､

/j'Jf

環遠〆 ∫_ノ青十算機

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)

N 寸 く̀⊃ CO ⊂) くり 寸 く上⊃ OD ⊂⊃ NCO CO O〇 CO Cl C1 0) の C1 ⊂) ⊂)
0) の O) 01 ql の O) の O) くつ ⊂〉
ー ▼- P .一 .I- ▼- Y- .ー TI N ～

ヰ オーストリアの国際 ゆ 世界の国際

共著中の日本 共著中の日本



オーストリア

ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

l)全論文 B国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

E)全論文 P国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全 ドイツ アメリカ イギリス スイス フランス イダ)ア オランダ スペイン ポーランドチェコ
分野 36.5 25.1 9.9 9.6 9.0 7.5 5.8 4.4 4.2 4.0

化学 ドイツ アメリカ チェコ スイス ハンガリー フランス イギリス エジプト イ9リア ロシア
32.0 12.2 6.2 6.0 5.8 5.2 5.1 4.3 3.7 3.4

35.4 13.6 9.7 6.3 5.3 4.9 4.4 ≡--.､….メ.茅沼_∫/- 2.9 2.9

物理学&宇宙科学 ドイツ アメリカ フランス イギリス スイス イ9リア ロシア ポーランド スペイン チェコ34.7 26.9 16.9 13.7 ll.8 10.3 10.3 9.8 8.4 7.1

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ カナダ フランス ハンガリー イタリア 中国 オランダ スペイン ポーランド27.4 25.0 ll.1 7.1 4.5 3.2 2.9 2.9 2.6 2.6

30.7 26.1 12.6 8.2 5.9 5.5 4.3 4.3 4.3 辛.難_等⊆=

環境/生態学&地球科学 アメリカ ドイツ イギリス フランス オランダ スイス 豪州 ハンガリー スウェーデン ロシア27.3 23.5 9.3 7.4 6.4 6.4 5.8 5.1 4.8 4.5

臨床医学&精神医学/心理学 ドイツ アメリカ イギリス スイス オランダ イ9リア フランス スウェーデンベルギー カナダ46.0 25.2 12.3 ll.2 9.1 8.2 7.6 4.1 3.9 3.8

基 生 rh ドイツ アメリカ イギリス スイス フランス イタリア オランダ カナダ スウェーデンスペイン

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

ドイツ アメリカ イギリス フランス イダノア スイス オランダ スペイン ポーランド ロシア

全分野 35.6 23.8 ll,6 10.4 10.2 8.9 5.9 5.5 4.4 4.4

化学 ドイツ アメリカ フランス スロバキア イ9リア スペイン イギリス ロシア スイス スウェーデン
26.0 14.5 7.7 7.3 7.2 6.0 5.8 5.4 5.3 3.8

材料科学 ドイツ アメリカ フランス ポーランド チェコ イ9リア スロバキア イギリス ~摂=蒸;. スペイン
33.2 ll.3 10.7 6.7 6.2 5.5 5.1 4.8 ･､=≦=草3 4.0

物理学&宇宙科学 ドイツ アメリカ フランス ロシア イタリア ポーランド スイス イギリス 白海 -㌔._ スペイン37.0 26.2 16.8 13.7 12.6 12.6 12.5 ll.4 _≡.8,牢 8.4

計算機科学&数学 ドイツ アメリカ イタリア フランス イギリス スイス スペイン オランダ 中国 カナダ23.5 21.2 8.3 8.1 6,3 4.1 3.6 3.6 3.4 3.4

工学 ドイツ アメリカ イダノア フランス スイス イギリス ロシア スペイン オランダ 牽 .:.-.日 ..I._∴ 敷き.31.8 22.1 ll.4 8.2 7.9 7.3 4.6 4.5 4.4

環境/生態学&地球科学 ドイツ アメリカ イギリス フランス スイス イ9リア オランダ ロシア 南アフリカ ノルウェー34.9 22.8 14.1 ll.0 10.5 8.2 6.7 5.6 5.5 5.5

臨床医学&精神医学/心理学 ドイツ アメリカ イギリス イダノア スイス フランス オランダ ベルギー スペイン カナダ43.7 30.1 14.5 13.7 10.4 10.3 9.1 5.8 5.6 5.4

基礎生物学 ドイツ アメリカ イギリス フランス スイス イダノア オランダ スペイン カナダ スウェーデン
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フィンランド

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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論文世界ランキング (3年移動平均)
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ポートフォリオ (1991-1995)

化学

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)
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ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

- 全論文 一か ToplO%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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フィンランド

ポートフォリオ(199ト1995)

化学

工学

E)全論文 l)国際共著論文

ポートフォリオ(2001-2005)化学

工学

E)全論文 申国際共著論文
主要な国際共著相手国(199卜1995､%)

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全 アメリカ スウェーデン ドイツ イギリス ロシア フランス デンマーク オランダ スイス 適 薬 /=~予

15.4 14.0 9.8 9.7 8.7 8.6 5.7 5.1 -./=…_′≡…_3_㌔.88-5: 4.3

材料科学

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ ポーランド フランス スウェーデン イギリス カナダ デンマーク チェコ オランダ30.1 ll.9 7.2 6.9 6.9 6.3 6.3 5.6 5.6 4.1

工学 アメリカ ロシア ポーランド ドイツ スウェーデン イギリス カナダ フランス スイス ハンガリー
23.0 12.5 ll.6 10.0 9.3 6.8 6.8 6.4 5.7 5.7

環境/生態学&地球科学 スウェーデンアメリカ ロシア ドイツ イギリス デンマーク ノルウェー カナダ フランス オランダ27.6 24.7 12.8 12.5 ll.9 8.7 7.1 6.7 6.1 5.1

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ スウ工-デンイギリス デンマーク フランス ノルウェー ドイツ オランダ カナダ イ9リア39.9 22.8 16.5 9.7 8.9 8.4 8.2 7.3 6.5 6.0

主要な国際共著相手国(2001-2005､ %)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

マ アメリカ スウェーデンイギリス ドイツ フランス オランダ イタリア ロシア デンマーク ノルウェー

全分野 27.2 18.9 17.6 16.7 9.3 8,6 7.9 7.9 6.6 6.2

化学 ドイツ ロシア アメリカ イギリス スウェーデン オランダ フランス スペイン ポーランド イタリア
14.2 12.2 12.0 9.2 8.8 7.7 5.9 5.4 5.4 4.6

17.2 14.2 13.9 10.7 5.8 5.2 4.9 4.7 言尊か 3.9

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ イギリス ロシア フランス イタリア スイス スウエ-デンスペイン オランダ28.6 27.2 20.8 20.6 16.8 13.9 12.9 12.2 9.7 8.6

工学 アメリカ ドイツ イギリス スウェーデンフランス ロシア イ9IJア スイス オランダ カナダ
21.6 21.5 15.5 ll.4 10.6 9.5 8.5 8.2 7.6 5.7

環境/生態学&地球科学 スウェーデンアメリカ イギリス ドイツ ロシア カナダ ノルウェー オランダ フランス デンマーク24.6 23.7 15.8 15.3 ll.6 10.0 9.4 9.0 8.7 6.4

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ スウェーデンイギリス ドイツ オランダ デンマーク ノルウェー イタリア フランス カナダ34.1 28.0 22.2 14.0 ll.8 ll.4 ll.0 9.6 8.8 7.1

基礎生物rb アメリカ スウェーデンイギリス ドイツ フランス オランダ イタリア デンマーク ロシア カナダ
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ギリシャ

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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ポートフォリオ (1991-1995)

化学

工学

- 全論文 ゆ Top10%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)
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ポートフがノオ(200卜2005)

化学

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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ギリシャ

ポー トフォリオ(199卜1995)
化学

工学

E)全論文 C国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ (2001-2005)

化学

□全論文 ■国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ イギリス フランス ドイツ イ9リア スイス スペイン デンマーク ベルギー オランダ
32.8 24.0 20.3 20.1 10.0 8.3 6.7 5.9 5.7 5.5

化学 フランス アメリカ ドイツ イギリス カナダ ベルギー ブルガリア ロシア スペイン イ9リア
21.6 19.6 16.9 16.7 6.4 4.4 3.5 3.4 3.2 2.7

材料科学 フランス アメリカ イギリス ドイツ スペイン ハンガリー ブルガリア カナダ ベルギー ロシア
27.1 24.3 22.1 12.1 5.7 4.3 4.3 2.9 2.9 2.1

物理学&字音科学 アメリカ ドイツ フランス イギリス スイス イタリア スペイン デンマーク ロシア ポーランド34.2 30.5 27.6 23.3 15.7 14.3 ll.3 10.9 10.0 9.2

計算機科学&数学 アメリカ イギリス ドイツ カナダ フランス 豪州 イタリア スペイン オランダ ベルギー46.0 17.6 12.7 8.0 4.0 3.7 2.8 2.8 2.8 1.9

工学 アメリカ イギリス ドイツ フランス イタリア スイス カナダ ベルギー オランダ スペイン
41.4 20.1 15.6 10.6 7.9 6.1 5.7 3.6 2.9 2.5

環境/生態学&地球科学 イギリス アメリカ カナダ フランス ドイツ イタリア ロシア スイス スウェーデンオランダ29.7 16.7 14.4 13.1 12.2 5.4 5.0 3.6 3.6 2.3

臨沫医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス フランス ドイツ イタリア ベルギー オランダ スウェーデンデンマーク スイス37.9 30.5 16.8 14.5 13.6 8.8 8.0 8.0 6.5 6.0

基礎生物rthアメリカ イギリス フランス ドイツ イタリア オランダ カナダ ベルギー スイス スペイン

主要な国際共著相手国(200ト2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

7 アメリカ イギリス ドイツ フランス イタリア スペイン オランダ スイス ベルギー ロシア

全分野 30.3 23.9 17.7 15.1 12.0 7.3 6.7 6.0 5.5 5.2

化学 アメリカ ドイツ イギリス フランス スペイン ロシア イタリア ポーランド オランダ 兼 ､.-～

19.7 17.0 15.5 12.2 6.3 6.3 5.8 4.7 3.4 .:.:._..2器謀≡

材料科学 ドイツ アメリカ フランス イギリス ロシア ルーマニア ブルガリア ハンガリー イ9リア オランダ
24.8 18.7 15.5 15.3 7.0 6.8 5.3 4.2 4.0 3.4

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ イギリス フランス イ9リア ロシア スイス スペイン ポ-ランド ベルギー31.1 28.4 24.2 23.5 17.2 15.4 14.9 ll.0 ll.0 10.1

計算機科学&数学 アメリカ イギリス ドイツ フランス イダノア スペイン キプロス カナダ ポーランド ベルギー32.6 16,5 12.0 10.2 7.3 6.3 4.6 4.1 3.7 3.7

工学 アメリカ イギリス ドイツ フランス イタリア スイス オランダ ベルギー ロシア カナダ
33.1 17.5 14.3 12.6 7.1 4.4 4.3 3.9 3.6 3.4

環境/生態学&地球科学 イギリス アメリカ ドイツ フランス イタリア スイス オランダ カナダ スペイン ベルギー23.6 22.2 19.3 18.4 15.2 7.4 6.0 5.6 5.6 5.2

臨氏医学&精神医学′′心理学 アメリカ イギリス イダノア ドイツ フランス オランダ スウェーデンスペイン カナダ ベルギー41.1 31.4 14.5 14.2 10.7 10.1 6.8 6.6 5.7 5.4

基礎生物rttiイギリス アメリカ フランス ドイツ イ9リア スペイン オランダ スウェーデンベルギー カナダ
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メキシコ

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

- 全論文 林 Top10%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)
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ポートフォリオ (2001-2005)

化学

l
L-

工学

- 全論文 ゆ Topl0%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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メキシコ

ポートフtrJオ(1991-1995)
化学

工学

E)全論文 dl国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ(200ト2005)

化学

工学

口全論文 b国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ フランス スペイン イギリス カナダ ドイツ ロシア イタリア ブラジル コロンビア
47.0 12.0 10.0 7.6 6.8 6.3 4.4 3.7 3.2 2.3

化学 アメリカ フランス スペイン イギリス ドイツ ロシア カナダ ウクライナ キューバ ポーランド
31.4 15.6 13.5 6.4 6.1 5.9 5.4 4.3 3.8 3.3

材料科学 アメリカ スペイン イギリス フランス カナダ 中国 ロシア ブラジル ポーランド
30.4 29.5 12.5 5.4 4.5 2.7 2.7 1.8 1.8

物理学&宇宙科学 アメリカ スペイン フランス ドイツ ロシア イダ)ア イギリス カナダ ブラジル チリ38.0 16.9 12.7 10.3 8.7 7.3 6.7 4.8 4.7 4.2

計算機科学&数学 アメリカ フランス カナダ ドイツ イスラエル イギリス スペイン ブラジル イタリア ロシア39.0 ll.4 9.8 8.9 7.3 5.7 4.9 3.3 2.4 2.4

工学 アメリカ チェコ フランス カナダ イギリス スペイン ドイツ イタリア イスラエル 海

28.6 17.5 13.6 12.1 9.7 5.3 4.4 3.4 2.4

58.5 13.6 6.6 6.0 4.3 3.7 3.7 3.7 2.7 ≡=".r//…….孝女

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ カナダ イギリス フランス スペイン イスラエル スウェーデン 豪州 中国 キューバ72.1 14.9 12.5 10.8 8.4 8.2 7.7 7.5 6.5 6.3

基礎生物也 アメリカ フランス イギリス カナダ スペイン ドイツ スウェーデン ブラジル イタリア スイス

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分 アメリカ スペイン フランス イギリス ドイツ カナダ ロシア イタリア ブラジル アルゼンチン
野 42.6 13.1 10.5 9.4 7.6 6.3 5.2 4.6 4.2 3.2

化学 アメリカ スペイン フランス ドイツ ロシア イギリス カナダ キューバ アルゼンチン

物理学&宇宙科学 アメリカ スペイン ドイツ フランス イギリス ロシア イタリア ブラジル アルゼンチン 中国35.2 17.0 13.9 13.9 13.8 13.6 10.3 7.1 6.0 4.5

27.6 14.1 ll.4 7.7 7.2 7.1 4.8 耕Jj-A/. 4.0 3.9

工学 アメリカ フランス スペイン イギリス カナダ イタリア ウクライナ キューバ ロシア ドイツ
33.3 13.3 12.0 9.2 7.4 4.8 4.5 4.3 4.1 4.0

環境/生態学&地球科学 アメリカ スペイン イギリス カナダ フランス ドイツ イタリア ブラジル 豪州 義_;:～/-～

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ スペイン イギリス カナダ フランス ブラジル ベネズエラ アルゼンチン ドイツ イタリア64.9 9.4 7.9 7.5 7.3 5.5 5.1 4.7 4.7 4.2

基礎生物'5 アメリカ スペイン イギリス フランス カナダ ドイツ ブラジル オランダ アルゼンチン キューバ
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シンガポール

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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化学

工学
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ポートフォリオ(200卜2005)
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工学
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シンガポール

ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

t)全論文 q国際共著論文

ポートフォリオ (2001-2005)
化学

工学

口全論文 4国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全 アメリカ イギリス 豪州 中国 …接 義 狂言-/ カナダ ドイツ 台湾 インド マレーシア
分野 31.3 20.7 ll.8 9.4 ･､-..8̂‡..=～ 7.7 3.3 3.2 2.6 2.5

化学 中国 アメリカ イギリス カナダ 天才ス 豪州 ドイツ 台湾 マレーシア
25.1 20.5 15.2 10.5 8.2 轟~._,～ 7.0 4.1 4.1 2.9

41.1 ;;/し=.;縁頚…-～- 13.2 9.9 9.3 6.6 5.3 1.3 1.3 1.3

物理学&宇宙科学 アメリカ 盛凍~..~～- イギリス 中国 豪州 カナダ フランス イダノア 台湾 韓国35.8 -..輩.才三岳= 10.9 9.5 8.8 5.8 4.4 2.9 2.2 1.5

49.2 12.2 ll.8 10.6 7.1 護_=.. 3.5 3.1 3.1 2.0

工学 アメリカ 豪州 イギリス カナダ 中国 ;日義;i-1; インド フランス スウェーデン 台湾
27.7 18.4 17.2 10.9 7.0 /--.,-'食.1_≡≡ 2.7 1.9 1.9 1.9

28.0 20.0 16.0 16.0 8.0 8.0 8.0 4.0 4.0 4.0

硫床医学&精神医学/心理学 イギリス アメリカ 豪州 中国 台湾 スウェーデンマレーシア ブラジル スイス フランス39.6 26.6 9.9 8.9 6.8 5.7 5.7 4.7 4.2 3.6

基 生 TtZftイギリス アメリカ 奉養=.…､ 豪州 ドイツ 中国 マレーシア スウェーデン台湾 インド

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 ー0位

全分野 31.0 27.4 ll.9 ll.6 ･､､/_～､氏蕗と､ 5.8 4.5 3_4 3.1 2.5

材料科学 中国 アメリカ イギリス 豪州 .潜 ドイツ インド カナダ 台湾 フランス
32.9 27.3 14.2 9.2 誉_才滞 4.7 4.3 3.6 2.1 2.0

物理学&宇宙科学 中国 アメリカ イギリス 豪州 =海泰 ､; ドイツ カナダ ポーランド インド イダ)ア

環境/生態学&地球科学 アメリカ 中国 豪州 イギリス せ 台湾 カナダ マレーシア インド ドイツ

基礎生 r5アメリカ 中国 イギリス 豪州 ドイツ カナダ 台湾 フランス スイス
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ノルウェー

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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論文世界ランキング(3年移動平均)

ぐqn 寸 L【つく1⊃｢- CO の ⊂)1-N の 寸 Lr)(】〇｢- O〇C3⊂).一･･･Cq くつ ･寸.LDq>
O⊃C3(:0 03co ∞ 0⊃0307の O)の の の 070)0?a?⊂〉⊂〉⊂〉くつ⊂)⊂>⊂〉
の O?0)C3O O)0)O)O)O)O)の O)03030)の くわ⊂つく=)⊂)⊂)⊂)⊂⊃⊂〉
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ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

- 全論文 ゆ Top10%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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ノルウェー

ポートフォリオ(1991-1995)
化学

工学
E)全論文B国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ(200卜2005)

化学

工学

口全論文 ■国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ スウエ-デンイギリス デンマーク ドイツ フランス オランダ フィンランド イタリア ロシア
30.5 21.4 15.1 13.1 12.8 9.2 7.4 6.3 5.5 5.3

材料科学 アメリカ スウェーデン ドイツ フランス 中国 カナダ ロシア イギ リス ･勝 手-:'=;=/= フィンランド

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ スウェーデンフランス ロシア デンマーク イギリス イ9リア スイス スペイン39.1 20.9 20.9 20.5 1 18.0 15_3 15_0 13.7 ll.7

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ イギリス カナダ 自 漆 .‥. フランス イダノア オランダ スペイン ベルギー42.3 15.9 9.6 5.8 5.3 4.8 4.3 3.8 3.8

工学 アメリカ イギリス スウェーデンスイス フランス ドイツ デンマーク イ9リア 庸 カナダ
35.1 14.7 ll.6 ll.2 10.8 8.0 6.0 5.6 ≡.-寄主 5.2

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス スウェーデン ドイツ デンマーク カナダ フランス オランダ ロシア フィンランド29.8 20.5 13.7 10.5 10.3 8.7 6.8 6.7 5.2 3.2

臨床医学&精神医学/心理学 スウェーデンアメリカ デンマーク イギリス フィンランド ドイツ オランダ フランス イダノア スイス33.8 25.9 16.8 15.2 10.4 9.5 9.3 7.1 5.0 4.3

基礎生物患 アメリカ スウェーデンイギリス デンマーク ドイツ フランス オランダ カナダ フィンランド イダノア

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ イギリス スウェーデン ドイツ デンマーク フランス オランダ イタリア フィンランド カナダ
28.3 21.5 19.5 14.6 12.6 ll.8 9.4 8.6 7.8 7.3

化学 アメリカ スウェーデン ドイツ フランス デンマーク オランダ イギリス イタリア スペイン ロシア
15.8 15.0 12.3 10.1 9.9 8.7 8.1 6.5 6.0 5.0

材料科学 スウェーデンイギリス フランス アメリカ ドイツ オランダ 豪州 イ9リア 中国 フィンランド
27.4 15.4 ll.1 10.3 9.8 7.3 6.8 6.4 4.3 3.8

物理学&宇宙科学 アメリカ フランス ドイツ イギリス ロシア イダノア オランダ スペイン スウェーデン 中国48.2 32.0 30.9 29.4 27.2 24.8 19.6 18.3 16.7 15.5

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ イギリス フランス イタリア スペイン ロシア スウェーデン中国 オランダ28.6 13.1 10.6 10.3 5.7 4.9 4.9 4.4 3.8 3.8

工学 アメリカ イギリス イダノア ドイツ スウェーデン デンマーク カナダ フランス 中国

環境/生態学&地球科学 イギリス アメリカ ドイツ スウェーデンカナダ フランス ロシア デンマーク オランダ フィンランド27.0 26.5 15.8 14.3 10.4 10.3 9.2 9.1 7.5 6.4

臨蘇医学&精神医学/心理学 スウェーデンアメリカ イギリス デンマーク フィンランド ドイツ オランダ フランス イタリア カナダ33.1 29.8 23.7 20.6 13.9 13.1 12.1 10.2 8.5 6.2

基礎生物学 アメリカ イギリス スウェーデン ドイツ デンマーク フランス オランダ カナダ フィンランド イ9リア
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論文世界シェア(3年移動平均､%)
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ポートフがノオ(200卜2005)

化学

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

･計算機

数学

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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共著中の日本 共著中の日本



ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

l)全論文 ○国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

E)全論文 El国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 ドイツ アメリカ ロシア フランス イギリス イダノア ポーランド オランダ オーストリア スウェーデン
23.0 16.6 13.4 ll.6 10.5 7.8 5.3 5.2 5.0 4.9

化学 ドイツ アメリカ ロシア イギリス フランス イタリア ポーランド スウェーデンカナダ オランダ
26.9 14.0 10.1 8.0 7.4 5.6 4.6 3.8 3.5 3.5

物理学&宇宙科学 ドイツ ロシア フランス アメリカ イ9リア イギリス オランダ ポーランド オーストリア スイス25.3 22.8 18.5 14_5 ll.7 10_1 9.8 9_3 7.8 7.7

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ イタリア イギリス カナダ フィンランド フランス スペイン スウェーデンハンガリー25.1 18.5 ll.4 8.4 8.2 4.9 4.4 3.8 3.3 3.3

環境/生態学&地球科学 アメリカ ドイツ フランス ロシア イダノア ハンガリー カナダ イギリス スロバキア スペイン20.7 12.1 ll.7 ll.3 7.8 7.8 7.4 6,3 5.5 3.5

臨床医学&精神医学/心理学 ドイツ アメリカ イギリス フランス スウェーデンカナダ ロシア オーストリア イ9リア オランダ26.1 19.6 16.9 9.2 7.2 6.7 6.7 6.7 5.5 5.2

基礎生物r5 ドイツ アメリカ イギリス ロシア フランス スウェーデンイ9リア カナダ オランダ _秦 .専

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

化学 ドイツ アメリカ フランス イギリス スロバキア イダノア ポーランド ロシア 秦…~-;- スペイン
材料科学 ドイツ 日東~~.- フランス スロバキア アメリカ イタリア イギリス オーストリア ポーランド ロシア

22.4 拷 .芽~. ll.9 10.2 8.7 6.7 6.4 6.3 5.4 4.9

物理学&宇宙科学 ドイツ フランス ロシア アメリカ イギリス イ9リア ポーランド 溢拳.:㌔.-= オランダ スイス33.0 25.6 23.4 22.3 14.3 13.8 13.1 -~~~3_O.7 9.5 9.3

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ フランス イタリア カナダ スペイン イギリス スロバキア オーストリア オランダ20.4 18.7 10.3 10.1 9.4 7.1 6.1 4.6 3.4 3.2

工学 ドイツ アメリカ フランス イギリス ロシア イ9リア 潜泰.≡..=､.≡ スイス スロバキア スペイン
20.7 18.3 15.2 l2.6 12.5 12.4 ~=/_ノ澤や-=/ 8.0 7.6 6_6

環境′/生態学&地球科学 アメリカ ドイツ フランス イギリス カナダ ロシア スウェーデンポーランド スロバキア オランダ24.6 20.5 18.6 16.6 10.2 8.6 7.0 6.9 6.3 6.2

紙床医学&精神医学′心理学 ドイツ アメリカ イギリス フランス イタリア オランダ オーストリア スウェーデンポーランド スイス30.7 24.7 24.5 15.7 15.2 ll.9 10.9 9.4 9.1 9.0

基礎生物rtEiアメリカ ドイツ フランス イギリス スロバキア ポーランド イ9リア オーストリア オランダ
千 22.1 19.1 ll.9 ll.7 9.6 6.1 5.3 5.1 4.7 =;=/字種尊/-Lj-
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ポルトガル

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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論文世界ランキング(3年移動平均)
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ゆ 論文数シェア ゆ ToplO%論文数シェア ゆ 論文数ランキング ゆ ToplO%論文数ランキング

ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

- 全論文 ゆ Topl0%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)

物理 臨床

学 医学

伸 一ポルトガル 琳 世界
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ポートフォリオ(200卜2005)

化学

- 全論文 ゆ Topl0%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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共著中の日本 共著中の日本



ポルトガル

ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

E)全論文 ■国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォ リオ (2001-2005)
化学

工学
口全論文 ○国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 イギリス アメリカ フランス ドイツ スペイン イタリア オランダ スイス ベルギー スウェーデン
28.2 22.7 22.6 16.2 13.1 ll.4 10.6 8.4 8.3 7.5

化学 イギリス フランス アメリカ ドイツ スペイン イ9リア オランダ カナダ ベルギー ブラジル
34.0 14.3 13.4 10.1 8.6 6.5 5.1 4.6 3.5 3.4

39.0 21.0 16.2 7.6 5.7 4.8 4.8 4.8 2.9 =薄_～-

物理学&宇宙科学 フランス アメリカ ドイツ イギリス スイス スペイン イダノア ブラジル ロシア スウェーデン34.6 26.5 24.1 23.2 17.4 15.5 14.4 13.4 12.8 12.8

計算機科学&数学 イギリス フランス ドイツ アメリカ イタリア スペイン ブラジル オランダ デンマーク カナダ29.2 15.8 15.2 ll.7 8.2 8.2 3.5 2.9 2.3 1.8

工学 アメリカ イギリス フランス イダノア スイス ドイツ オランダ ブラジル スペイン スウェーデン
28.8 22A 22.0 17.6 17.6 14.6 7.8 7.3 6.3 4.9

環境/生態学&地球科学 フランス イギリス アメリカ ドイツ スペイン ベルギー スイス スウェーデンカナダ デンマーク32.7 23.0 17.7 13.3 10.6 7.1 6.2 4.4 3.5 3.5

臨床医学&精神医学/心理学 イギリス フランス イ9リア アメリカ オランダ ベルギー ドイツ スペイン デンマーク スウェーデン28.8 27.0 24.0 23.6 21.7 19.1 18.0 17.6 12.0 ll.2

基礎生物rthアメリカ イギリス フランス ドイツ スペイン オランダ イ9リア ベルギー スウェーデン デンマーク

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全 マ イギリス アメリカ スペイン フランス ドイツ イ9リア オランダ ブラジル ロシア スウェーデン
分野 21.5 18.9 17.3 16.9 13.3 9.7 7.1 6.7 5.1 5.1

化学 イギリス スペイン フランス アメリカ ドイツ イタリア ブラジル ロシア オランダ ポーランド
18.1 16.9 12.2 9.3 8.4 7.2 6.4 6.1 3.7 3.5

材料科学 フランス イギリス スペイン 中国 アメリカ ブラジル ドイツ ベラルーシ ロシア ルーマニア
19.0 13.7 ll.7 10.7 8.4 7.5 6.7 4.5 3.7 3.6

物理学&宇宙科学 フランス イギリス アメリカ ドイツ イダ)ア スペイン ロシア スイス ブラジル スウェーデン24,6 24.0 22.8 21.6 16.2 15.6 14.5 12.4 10.1 7.2

計算機科学&数学 アメリカ イギリス フランス スペイン ドイツ ブラジル イタリア ベルギー カナダ オランダ21.7 16.2 13.6 13.1 9.3 8.3 5.3 4.4 4.0 4.0

工学 アメリカ イギリス ドイツ スペイン フランス イタリア ブラジル スイス オランダ ロシア
18.8 16.0 15.3 14.0 12.9 9.9 7.3 7.0 5.6 5.3

環境/生態学&地球科学 イギリス スペイン フランス アメリカ ドイツ オランダ イ9リア ブラジル カナダ ベルギー26.2 20.4 18.1 14.9 13.2 10.1 8.5 4.8 4.0 3.2

醜昧医学&精神医学/心理学 イギリス アメリカ スペイン フランス イタリア オランダ ドイツ スウェーデンベルギー デンマーク28.9 28.3 27.0 21.6 20.5 17.4 16.5 13.5 13.3 9.6

基礎生物rtthイギリス アメリカ スペイン フランス ドイツ オランダ イ9リア スウェーデンブラジル ベルギー
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アルゼンチン

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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論文世界ランキング (3年移動平均)
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中 論文数シェア ゆ ToplO%論文数シェア 中 論文数ランキング 巾 Top10%論文数ランキング

ポートフォリオ (1991-1995)

化学

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)
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ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工 学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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アルゼンチン

ポートフォリオ(1991-1995)

化学

､＼-､＼レ-/
工学

口全論文 ○国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

口全論文 ○国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ スペイン フランス ブラジル ドイツ イ9リア イギリス カナダ スウェーデンチリ
34.3 14.5 12.6 10.9 10.7 7.3 4.8 4.0 4.0 3.5

化学 スペイン アメリカ フランス ドイツ ブラジル チリ イタリア イギリス メキシコ ･藩

材料科学 スペイン アメリカ フランス イダノア カナダ スウェーデンブラジル ドイツ チリ ペルー
35.4 18.3 8.5 8.5 6.1 6.ー 4.9 3.7 3.7 2.4

物理学&宇宙科学 アメリカ スペイン フランス ドイツ ブラジル イダノア チリ イギリス スイス スウェーデン28.1 18.2 15.6 14.0 13.2 9.5 4.7 3.3 3.1 2.9

計算機科学&数学 アメリカ ブラジル スペイン フランス イ9リア ベネズエラ ドイツ カナダ 豪州 ベルギー56.7 32.6 13.5 9.9 5.0 5.0 2.8 2.8 2.1 2.1

環境/生態学&地球科学 アメリカ フランス スペイン ドイツ イギリス カナダ メキシコ イタリア 豪州 ブラジル43.5 14.9 9.9 8.1 7.5 5.6 4.3 3.1 2.5 2.5

輸沫医学&精神医学/心理学 アメリカ フランス ブラジル ドイツ イタリア カナダ イギリス スペイン スウ工-デン豪州42.6 18.8 14.5 9.8 9.5 8.3 8.0 7.5 5.8 4.8

基礎生物rtZflアメリカ スペイン フランス ブラジル ドイツ スウェーデンイギリス イダノア カナダ

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ スペイン ブラジル フランス ドイツ イギリス イタリア チリ カナダ メキシコ
33.5 18.8 12.9 10.8 10.8 8.2 6_7 5.1 5_0 4.2

化学 スペイン アメリカ ブラジル ドイツ チリ フランス イギリス イ9リア メキシコ ウルグアイ
26.8 14.5 13.1 10.2 9.2 8.8 6.2 4.3 3.5 3.2

材料科学 スペイン アメリカ フランス ブラジル イタリア ドイツ イギリス ポルトガル =自凍;-. チリ
30.7 13.7 ll.9 ll.9 ll.2 9.4 5.2 5.2 垂遜､ 2.7

物理学&宇宙科学 アメリカ スペイン フランス ブラジル ドイツ イタリア イギリス メキシコ オランダ チリ34.5 20.4 16.8 16.5 12.9 10.3 10.2 8.7 5.0 4.6

計算機科学&数学 スペイン アメリカ フランス ブラジル ドイツ カナダ チリ イタリア オランダ イギリス32.6 19.7 ll.2 7.6 7.4 5.6 5.6 4.4 3.2 2.6

工学 アメリカ スペイン ブラジル ドイツ フランス イダノア チリ カナダ イギリス 豪州
26.3 24.1 13.1 10.0 9.1 9.1 4.2 3.6 3.1 2,9

環境/生態学&地球科学 アメリカ ドイツ スペイン イギリス ブラジル フランス チリ カナダ イダノア 豪州33.2 13.4 13.0 10.6 9.8 9.3 6.4 6.1 4.9 3,6

臨床医学&精神医学′心理学 アメリカ ブラジル スペイン イギリス カナダ フランス イタリア ドイツ オランダ メキシコ51.5 14.2 13.9 12.0 ll.1 10.5 9.7 9.3 5.5 4.7

基礎生物r当 アメリカ スペイン ブラジル ドイツ フランス イギリス カナダ チリ イ9リア メキシコ
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ニュージーランド

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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論文世界ランキング (3年移動平均)
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O)O)の O3030)O)030)の O の の 0)0)C3の くわ⊂〉⊂)⊂)⊂)⊂)⊂)⊂〉

♯ 論文数シェア ゆ Top10%論文数シェア ♯ 論文数ランキング 琳 Topl0%論文数ランキング

ポートフ*リオ(199111995)

化学

工学

- 全論文 や Topl0%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)
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ポートフォリオ (2001-2005)

化学

工学

- 全論文 巾 Topl0%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)

N 寸 くl⊃ CO ⊂⊃ N ■寸■ くl⊃ CO ⊂) N
O3 0〇 〇〇 CO O) O) O? O? O) ⊂) ⊂)
の O) C3 C3 の C1 の 0) O) ⊂) ⊂〉
▼一 ･一一 ▼- ▼一 ･'- 1- ･I一 ･'- -ヽ ⊂ヽJ ～

ヰ ニュージーランドの国際 巾 世界の国際

共著中の日本 共著中の日本
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ニュージーランド

ポートフォリオ (1991-1995)

化学

工学

l)全論文 b国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

E)全論文 Il国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

35.7 22.3 19.0 lO.1 7.3 鍾,才__ 3.5 3.0 2.6 2.1

化学 アメリカ 豪州 イギリス ドイツ スウェーデン:濃 集 カナダ インド ノルウェー オランダ

材料科学 豪州 アメリカ ㌔.日東 :≡= 韓国 カナダ オーストリア イギリス 中国 フランス スウェーデン
28.6 22.9 :/=i=漣 ､~…~ ll.4 8.6 8.6 2.9 2.9 2.9 2.9

物理学&宇宙科学 アメリカ 豪州 イギリス ドイツ カナダ 本 + - フランス 南アフリカ 中国 オーストリア37.0 21.1 17.5 ll.7 10.5 ≡_.,_I-専黙 4.8 4.5 3.9 3.0

工学 アメリカ イギリス カナダ 豪州 フランス ドイツ 中国 スイス スウェーデンイスラエル
34.8 19.6 15.2 12.0 5.1 3.2 2.5 2.5 2.5 2.5

環境/生態学&地球科学 アメリカ 豪州 イギリス カナダ ドイツ 日.蘇~~ フランス オランダ 中国 デンマーク

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ 豪州 イギリス カナダ ドイツ フランス スイス オランダ スウェーデン~海秦~~=籾やーlJIIIJI-チ1.434.2 26.6 24.6 12.6 5.1 4.8 4.8 4.5 3.6

基礎生物学 アメリカ 豪州 イギリス カナダ ドイツ 白木 フランス スウェーデンオランダ 中国

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ 豪州 イギリス カナダ ドイツ 鉄索 フランス 中国 オランダ イ9リア
32.5 24.5 21.8 8.0 7.7 +A.7 4.5 3.8 3.1 3.1

31.5 20.8 15.0 12.0 71 4.4 3.7 3.0 2.7 1.8

材料科学 中国 イギリス 豪州 アメリカ 日本≡､= ドイツ フランス シンガポール 韓国 カナダ
20.2 16.3 16.3 14.3 10.8 8.4 5.4 4.9 3.0 2.5

計算機科学&数学 アメリカ イギリス 豪州 カナダ ドイツ シンガポール藤 中国 オランダ オーストリア

工学 アメリカ 豪州 イギリス カナダ ドイツ 中 国 シンガポール･白 韓国 フランス

環境/生態学&地球科学 アメリカ 豪州 イギリス カナダ ドイ ツ ≡g 衷 フランス スウェーデンデンマーク中国38.6 22.6 21.5 9.6 8 .0 享 5.6 3.4 3.0 3.0
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論文世界シェア(3年移動平均､%)
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論文世界ランキング (3年移動平均)
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ポートフォリオ(199卜1995)

化学

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)
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ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)

N 寸 く上⊃ CO ⊂) N 寸 q⊃ CO く=) Cq
O⊃ 0⊃ ⊂0 0⊃ C1 0) O)の O) ⊂)⊂)O)01の 03C1 O) 0)O) G)⊂)⊂)▼-1- ▼一 ･▼- ▼- ,- ▼- T- 1I eN くり
や ハンガリーの国際 一一亡トー世界の国際

共著中の日本 共著中の日本



ハンガリー

ポートフォリオ (1991-1995)

化学

工学

口全論文 ○国際共著論文

ポートフォリオ (200卜2005)

化学

工学

□全論文 ■国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ ドイツ フランス イギリス イダ)ア ロシア スイス オランダ カナダ オーストリア
32.0 21.1 9.5 9.2 7.1 6.2 5.5 5.0 4.4 4.2

化学 アメリカ ドイツ フランス イタリア イギリス ロシア フィンランド カナダ スイス オーストリア
24.2 18.9 8.7 6.8 6.3 5.1 4.8 4.3 4.2 3.8

材料科学 ドイツ アメリカ イ9リア イギリス フランス l白 スイス カナダ オーストリア フィンランド

物理学&宇宙科学 ドイツ アメリカ フランス ロシア スイス イギノス イ9リア オランダ スペイン オーストリア32.7 31.0 18.5 14.3 ll.7 ll.6 8.8 8.5 6.1 5.7

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ カナダ オランダ フランス イ9リア イスラエル イギリス オーストリア チェコ49.1 ll.9 9.6 5.4 5.0 4.9 4.5 4.2 2.9 2.0

工学 アメリカ ドイツ イ9リア フィンランド イギリス フランス オランダ ロシア 良秦 -/.㌔/-. スイス

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス ドイツ チェコ オーストリア ロシア イタリア オランダ l白 フランス28.7 17.8 15.9 12.7 10.2 7.6 7.0 7.0 ※､…_-て=乾漆. 5.7

暁床医学&精神医学/心理学 アメリカ ドイツ イギリス スウェーデンフランス イ9リア オーストリア オランダ スイス フィンランド31.7 24.6 14.7 9.2 7.4 6.7 6.7 6.5 6.3 4.9

主要な国際共著相手国(200卜2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

化学 アメリカ ドイツ フランス イタリア ベルギー カナダ イギリス ;日本 :-. オーストリア ロシア

材料科学 ドイツ フランス アメリカ スウェーデンイギリス オーストリア イタリア ~意 義 - --.. ロシア ウクライナ
26.7 16.5 12.5 7.2 7.0 6.4 5.8 挙孝.. 4.4 4.4

計算機科学&数学 アメリカ ドイツ イギリス フランス カナダ イダ)ア オランダ イスラエル オーストリア スペイン29.4 13.6 10.1 8.7 8.0 6.2 4.6 4.0 3.8 3.3

環境/生態学&地球科学 アメリカ ドイツ イギリス イタリア フランス オ-ストリア オランダ ベルギー チェコ スペイン23.1 19.4 18.7 12.4 10.9 9.5 8.7 8.7 7.2 6.2

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ ドイツ イギリス イタリア フランス オランダ オーストリア スイス スペイン スウェーデン32.6 27.2 17.7 12.8 12.2 9.8 7.7 7.5 7.4 7.4

基礎生物rtZflアメリカ ドイツ イギリス フランス イ9リア オランダ スウェーデンオーストリア ベルギー
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論文世界シェア(3年移動平均､%)
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論文世界ランキング(3年移動平均)
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ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

- 全論文 ゆ Top10%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)
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ポートフォリオ(200卜2005)

化学

工 学

- 全論文 ゆ Topl0%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)

N 勺■ q> o) ⊂) ぐヾ 寸 q〇 0〇 ⊂)
〇〇 0⊃ CO CO O) O1 03 0) O) ⊂)
の O) 07 の く!〉 O) の Ob C) ⊂)
･I- 1I- l- ▼- 1p- 1- ･I- I ･ー N

♯ イランの国際 琳 世界の国際

共著中の日本 共著中の日本



ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

口全論文 ○国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフtlJオ (2001-2005)
化学

工学
口全論文○国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

40.2 25.8 13.1 8.6 7.8 _/-=/:._='..遵 S.: 3.9 3.5 3.1 3.1

化学 アメリカ カナダ イギリス 台湾 豪州 l日本;; ドイツ フランス スペイン 中国

材料科学 イギリス アメリカ フランス カナダ 意*=-,.㌔ ドイツ 豪州 中国 イタリア
34.3 17.ー 17.I 14.3 盗SJ-/-./- 8.6 8.6 2.9 2.9 0.0

物理学&宇宙科学 イギリス アメリカ カナダ ドイツ 豪州 スウェーデンイタリア 冶…蒸 韓国 インド36.4 27.3 16.9 13.0 6.5 6.5 5.2 28.. 2.6 2.6

計算機科学&数学 アメリカ カナダ イギリス 豪州 中国 デンマーク ロシア パキスタン ナイジェリア ドイツ53.7 38.9 37.0 25.9 24.1 24.1 22.2 22.2 22.2 5.6

工学 アメリカ イギリス カナダ 豪州 海漆 器-. ドイツ 韓国 インド オランダ ブラジル
47.0 28.0 8.0 6.0 tや+ 3.0 1.0 1.0 1.0 1.0

環境/生態学&地球科学 アメリカ ドイツ フランス イギリス カナダ ロシア ;=自≡泰畑 .; 中国 イ9リア スペイン76.5 8.8 8.8 2.9 2.9 2.9 ･-;…~:///=*8- 0.0 0.0 0.0

基礎生物学 アメリカ イギリス ドイツ スペイン カナダ Elk オランダ 豪州 フランス インド

主 要 な 国 際 共 著 相 手 国(200ト2005､%)

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ イギリス カナダ ドイ ツ 豪州 フランス 阜ヰ二 イ9リア インド オランダ

化学 アメリカ イギリス カナダ ドイツ 豪州 フランス マレーシア イタリア スウェーデン台湾
16.9 16.9 14.8 12.6 7.7 5.9 5.4 3.6 3.1 3.0

計算機科学&数学 アメリカ カナダ イギリス 豪州 フランス ドイツ イタリア 韓国 インド スイス26.8 23.6 ll.6 6.4 5.2 3.6 3.2 3.2 2.8 2.8

工学 アメリカ カナダ イギリス 豪州 ドイツ 潜薮翔 -i フランス イ9リア インド オーストリア
29.1 27.7 17.6 6.3 6.0 きi=/;_ 3.6 1.9 1.9 1.5

環境′生態学&地球科学 23.4 17.0 15.5 14.3 14.0 10.6 4.5 3.4 O-緑等畢i. 2.6

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス カナダ フランス 豪州 ドイツ ...* イ9リア スイス スウェーデン

基礎生物学 イギリス アメリカ カナダ 豪州 =癖束i-/…三=/I.ン……-/=;= ドイツ フランス インド オランダ ベルギー
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南アフリカ

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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論文世界ランキング(3年移動平均)
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ポートフtrJオ (1991-1995)

化学

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)
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ポートフォリオ (2001-2005)

化学

工学

- 全論文 や ToplO%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)

N 寸 q> O⊃ ⊂) N 寸 く1⊃ CO ⊂) NO〇 03 CO OD O) C1 0) C3 O) ⊂) ⊂)C1 C3 の C1 0) O) 0) G) C1 ⊂⊃ ⊂⊃▼一 ･I- ▼･.- .ー ▼- ▼一 ･'- ▼- .I- ⊂ヽJ ～
ヰ ー南アフリカの国際 一小 世界の国際
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南アフリカ

ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

t)全論文 b国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ(200卜2005)

化学

工学

E)全論文 ■国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ イギリス ドイツ カナダ 豪州 フランス イスラエル イ9リア オランダ ベルギー
33.1 21.1 14.5 7.9 7.1 5.8 5.6 4.3 2.9 2.8

材料科学 アメリカ ドイツ イギリス カナダ ロシア イスラエル トルコ 中国 オランダ 潜義._.

物理学&宇宙科学 アメリカ イギリス ドイツ 豪州 イタリア フランス カナダ ロシア ブラジル スペイン31_8 25.6 23.9 9.3 9.0 7.0 6.1 6.1 4.8 4.3

計算機科学&数学 アメリカ カナダ ドイツ イギリス イスラエル 豪州 ハンガリー 台湾 オランダ ポーランド44.4 17.8 10.7 8.9 7.1 3.6 3.6 3.0 2.4 2.4

工学 アメリカ ドイツ イギリス イダノア カナダ 豪州 イスラエル スイス フランス アイルランド
34.4 18.3 12.2 9.2 8.4 7.6 7.6 5.3 3.1 3.1

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス 豪州 カナダ ドイツ イスラエル フランス オーストリア ロシア 海藻.

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス ドイツ カナダ イスラエル フランス ベルギー 豪州 オランダ スイス36.1 30.7 9.8 7.9 6.6 5,9 5.5 4.3 4.2 3.4

基礎生物rthアメリカ イギリス ドイツ カナダ 豪州 フランス イスラエル ベルギー オランダ イ9リア

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全 マ アメリカ イギリス ドイツ 豪州 フランス カナダ オランダ ベルギー スイス イ9リア
分野 32.1 23.0 12.7 10_2 8.3 6_4 6.2 4.2 3_8 3.7

化学 アメリカ ドイツ イギリス 豪州 オランダ フランス スウェーデンベルギー ポーランド イ9リア
20.1 17,2 13.7 6.7 5.7 4.6 3.9 3_6 3.4 3.1

23.0 22.5 15.5 ll.8 5.9 ;.沼./ 3.7 3.7 3.2 2.7

29.6 27.2 21.5 13.6 10.2 9.6 8.3 .9- 6.9 5.1

計算機科学&数学 アメリカ カナダ ドイツ 豪州 イギリス イタリア オランダ オーストlア フランス ベルギー34.3 10.4 7.7 5.7 5.5 5.2 5.2 5.2 3.2 3.2

工学 アメリカ イギリス ドイツ オランダ イダ)ア ベルギー 豪州 フランス カナダ スイス
20_6 18.6 15,7 10.4 4_9 4.5 4.3 4.1 4.1 3.1

33.7 25.4 15.3 14.0 9.0 7.9 5.6 3.8 3.7

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス 豪州 カナダ フランス ドイツ スイス オランダ ベルギー スウェーデン37.3 33.8 10.7 10.0 9.2 8.9 8.9 8.3 7.6 4.5

基礎生物学 アメリカ イギリス 豪州 ドイツ フランス オランダ カナダ ベルギー イ9リア スイス
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アイルランド

論文世界シェア (3年移動平均､%)
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アイルランド

ポー トフォリオ(1991-1995)化学

工学

□全論文 ■ 国 際 共 著 論 文

主要な国際共著相手国(199卜1995､%)

ポートフォリオ (200ト2005)

化学

工学
□全論文○国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全 野 イギリス アメリカ ドイツ フランス オランダ イタリア カナダ スイス ベルギー スペイン
分 40.2 22.6 ll.2 9.0 6.6 6.0 5.3 4.6 4.6 3.7

化学 イギリス アメリカ ドイツ カナダ オランダ フランス スペイン ロシア ベルギー イスラエル
33.9 13.1 10.9 10.7 9.6 7.7 4.5 4.0 4.0 3.5

材料科学 イギリス フランス ドイツ アメリカ オランダ イ9リア インド ベルギー ギリシャ シリア
39_5 22.4 15.8 7.9 6.6 3.9 3.9 3.9 3.9 3.9

物理学&宇宙科学 イギリス ドイツ アメリカ フランス ロシア オランダ スイス イタリア ベルギー

工学 イギリス アメリカ ドイツ イタリア フランス ベルギー オランダ カナダ ロシア ･義三/
48.4 16.7 8.1 8.1 7.0 6.5 5.4 4.8 4.3 圭…息妻….

環境/生態学&地球科学 イギリス アメリカ ドイツ フランス デンマーク イタリア ノルウェー スイス オランダ スウェーデン52.3 15.6 14.1 6.3 6.3 5.5 4.7 3.9 3.1 3.1

践床医学&精神医学/心理学 イギリス アメリカ フランス イダノア オランダ ベルギー カナダ スイス ドイツ スウェーデン55.5 29.0 8.6 8.2 7.3 7.0 6.8 6.4 6.1 5.0

基礎生物学 イギリス アメリカ フランス ドイツ イタリア オランダ スイス スペイン デンマーク カナダ

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

イギリス アメリカ ドイツ フランス イ9リア オランダ スペイン カナダ スウェーデン ロシア

全分野 39.5 24.2 13.1 10.4 7.8 7.5 6.3 5.7 5.1 4.4

化学 イギリス アメリカ ドイツ ロシア イタリア フランス カナダ スペイン スウェーデンオランダ
33.7 12.8 ll.8 8.4 7.1 6.4 5.7 5.7 4.3 3.3

材料科学 イギリス ドイツ アメリカ フランス スペイン イタリア ≡海藻予.㌔ スイス 中国 豪州

物理学&宇宙科学 イギリス アメリカ ドイツ フランス ロシア イタリア オランダ インド スペイン 中国32.2 28.7 26.2 24.6 16.6 12.9 12.0 10.6 9.5 8.6

計算機科学&数学 アメリカ イギリス ドイツ フランス シンガポール スペイン ロシア イタリア 中国 カナダ32.8 18.8 8.4 7.3 7.3 5.3 4.7 4.4 3.6 3.5

工学 イギリス アメリカ ドイツ フランス イタリア オランダ ベルギー ロシア カナダ シンガポ-ル
29.2 23.4 13.5 8.0 5.9 4.8 4.5 3.7 3.2 3.0

環境/生態学&地球科学 イギリス アメリカ ドイツ フランス スウェーデンオランダ イダノア スペイン カナダ フィンランド49.2 19.8 12.6 8.7 8.3 7.7 7.1 7.1 6.7 6.5

臨床医学&精神医学′心理学 イギリス アメリカ オランダ ドイツ フランス イ9リア スウェーデンカナダ 豪州 スペイン51.2 28.5 10.1 9.6 8.9 8.7 8.4 8.0 6.3 6.3

基礎生物r5 イギリス アメリカ ドイツ フランス オランダ イ9リア スペイン カナダ スウェーデン豪州
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論文世界シェア(3年移動平均､%)
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ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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ウクライナ

ポートフォリオ(1991-1995)
化学

工学

l)全論文 l)国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ (200卜2005)

化学

工学

ロ全論文 ○国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 ロシア ドイツ アメリカ ポーランド フランス イ9リア イギリス オランダ スウェーデンスペイン
ア 36.9 12.8 9.7 8.0 7.4 4.7 4.1 2.9 2.9 2.2

化学 ロシア ドイツ ポーランド アメリカ ウズベキスタンモルドバ フランス メキシコ イギリス イダノア
46.4 ll.7 8.7 6.3 4.4 4.4 3.3 2.6 2.3 2.3

材料科学 ロシア ドイツ ポーランド チェコ アメリカ フィンランド ベラルーシ スロバキア フランス スペイン
43.2 10.5 6.8 6.3 4.2 4.2 3.7 3.2 2.6 2.6

物理学&宇宙科学 ロシア ドイツ ポーランド アメリカ フランス イダノア オランダ イギリス スウェーデンスペイン29.1 16.0 ll.1 9.3 8.8 7.2 5.4 4.7 4.3 4.2

計算機科学&数学 ドイツ アメリカ ロシア イスラエル トルコ カナダ イギリス フランス イ9リア オーストリア25.0 17.0 12.0 9.0 7.0 6.0 4.0 4.0 4.0 4.0

工学 ロシア アメリカ ドイツ イダ)ア フランス ポーランド ベラルーシ イギリス f3兼 烹 トルコ
42.5 10.6 8.4 7.8 6.7 5.0 4.5 2.8 =.=:~…~..…印 . 2.8

臨床医学&精手中医学/心理学 ロシア アメリカ イギリス ドイツ スイス スウェーデンベラルーシ ウズベキスタン ･_B 本 ~~_- フランス

基礎生物d2flロシア アメリカ イギリス ドイツ フランス イ9リア スウェーデンカナダ チェコ ハンガリー

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

化学 ドイツ ロシア アメリカ ポーランド フランス イギリス イタリア スペイン 日本 + スイス
25.0 19.1 16.1 14.0 8.5 7.5 2.9 2.2 ･~粂篭 2.0

材料科学 ドイツ ロシア ポーランド アメリカ フランス …白米 イギリス スペイン メキシコ チェコ

物理学&宇宙科学 ドイツ アメリカ ロシア ポーランド フランス -珪藻 _;;;≡_.(- イダノア イギリス スペイン 韓国

計算機科学&数学 ドイツ アメリカ ポーランド フランス ロシア イスラエル イ9リア イギリス スペイン フィンランド23.5 19.8 9.4 7.5 7.1 6.9 6.5 6.3 4.8 4.8

工学 ドイツ ロシア アメリカ ポーランド イギリス イダ)ア メキシコ フランス 甘 スペイン

環境/生態学&地球科学 ロシア アメリカ ポーランド ドイツ オランダ イギリス フランス カナダ イ9リア25.4 19.8 15.5 15.2 10.2 9.3 9.3 6.5 ;…主軸 ≡彰. 4.3

28.4 26.0 21.2 21.2 10.1 8.2 7.7 罪 ..帯 .-. 5.3 5.3

基礎生物r5 アメリカ イギリス ドイツ ロシア フランス ポーランド トルコ スウェーデン+由l イ9リア
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エジプト

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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ポートフォリオ(2001-2005)
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エジプト

ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

口全論文 ■国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

l)全論文 ■国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

化学 アメリカ ドイツ イギリス アラブ首長国連邦オーストリア_投薬S字賀F. カナダ サウジアラビアフランス ロシア
15.5 13.4 ll.0 8.2 7.8 ;=圭**Sj 6.0 5.6 2.6 2.4

材料科学 アメリカ イギリス チ.意義 ;--;……≡=%=…≡_== サウジアラビアカナダ ロシア クウェート ドイツ ハンガリー インド

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ イタリア イギリス フランス サウジアラビアアラブ首長国連邦l自 ロシア 中国25.7 13.5 ll.8 9.3 8.4 8.0 6.8 5.9 3.8

計算機科学&数学 アメリカ カナダ イギリス ベルギー クウェート サウジアラビアフランス ポーランド チェコ インド26.2 19.7 16.4 ll.5 9.8 4.9 3.3 3.3 3.3 1.6

26.5 15.0 ll.8 8.0 7.7 5.9 5.2 ･_:=≡...…ヨ滞.≡ 3.8 2.8

環境/生態学&地球科学 アメリカ ドイツ イギリス フランス サウジアラビアオランダ 白凍て言 イタノア カナダ ロシア
38.5 12.8 9.0 7.1 7.1 4.5 _=準8..三. 3.2 3.2 3.2

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス ドイツ フランス イタリア カナダ インド スウェーデン 中国 ロシア58.5 12.0 8.7 7 6.5 5.9 5.7 5.4 5.2 5.2

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

19.2 15.7 13.3 .;=~=絃才.′…. 10.3 8.9 4.6 3.5 2.8 2.4

材料科学 アメリカ ドイツ 日本 サウジアラビアイギリス カナダ イタリア アラブ首長国連邦 中国 韓国

物理学&宇宙科学 サウジアラビアドイツ イギリス アメリカ ･+良 ベルギー アラブ首長国連邦フランス イタリア 中国21.2 17.1 15.9 13.4 諾=~/-～-.:~脚.- 6.5 5.3 4.0 3.5 3.3

計算機科学&数学 アメリカ カナダ サウジアラビアドイツ イギリス クウェート ポーランド アイルランドベルギー アラブ首長国連邦29.6 12.4 ll,8 8.3 5.9 5.9 5.3 5.3 3.6 3.6

工学 サウジアラビアアメリカ カナダ イギリス ドイツ アラブ首長国連邦クウェート オーメン 中国
25.0 23.8 10.7 7.0 6.3 4.6 4.4 2.9 2.3

環境/生態学&地球科学 アメリカ ドイツ イギリス カナダ オランダ フランス オーストリア スイス33.9 15.0 8.1 7.2 6.5 4.9 4.2 2.9 2.6

銃床医学&精神医学/心理学 アメリカ サウジアラビアイギ ス ドイツ イ9リア スペイン スイス カナダ オランダ41.7 12.2 12.1 9.1 5.2 5.2 5.1 4.9 3.8

基礎生物r5アメリカ ドイツ サウジアラビアイギリス イ9リア フランス カナダ オランダ スウェーデン
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論文世界シェア(3年移動平均､%)

0.40

0.35

030

0.25

0.20

5

0

5

0

1

｣

0

0

0

0

0

0

E]X
X
h

ug

岩
へ

N
X
X
h

X
X
X
へ

の細Bjj
やか細
j

i;知冗
l

pj冗

冗
1

X
B
j33
3

896
L

や誹冗
山

寸i別完
j

h

獣533

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

6

1

6

1

6

1

6

1

6

1

1

2

2

3

3

4

4

論文世界ランキング (3年移動平均)

N ■可･く亡) CO ⊂つ くヽ 寸 く亡〉 CO ⊂) N 寸くDcO CO CO CO Cb の の 0) 0) ⊂) ⊂) ⊂)⊂)C1 0) O) 01 Ol の C1 0) 0) ⊂) ⊂) ⊂) ⊂)･I一 ･｢一 ･I一 ･I- ,- ▼- ▼- ▼- ▼- N ～ ～ Cq

ゆ 論文数シェア ゆ Top10%論文数シェア * 論文数ランキング dO Top10%論文数ランキング
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化学
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化学

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)

N ･寸. くl⊃ ⊂0 ⊂) N 寸 くj⊃ CO ⊂つ
くX⊃ CO CO O〇 01 03 Cb O) O) ⊂)
O) の O) O) C1 0) の 01 07 ⊂⊃
･一一 ▼- ▼- ▼- ▼- .I- ▼- T ,- N

林 チリの国際 叫 ~-世界の国際

共著中の日本 共著中の日本



ポートフォリオ (1991-1995)

化学

工学

□全論文 ○国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ (2001-2005)

化学

工学

口全論文 lD国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ ドイツ スペイン フランス イギリス イダノア カナダ ブラジル アルゼンチンメキシコ
41.3 12.0 ll.6 10.2 8.1 6.6 6.1 6.0 5.0 3.4

化学 スペイン アメリカ フランス ドイツ アルゼンチン イギリス ブラジル カナダ イタリア ベネズエラ
36.9 12.7 ll.8 10.2 9.2 7.6 7.3 4.1 2.9 2.2

材料科学
25.7 20.0 17.I 14.3 14.3 8.6 2.9 2.9 2.9 P.=!.

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ フランス イ9リア イギリス カナダ ベルギー スペイン オランダ メキシコ45.0 16.8 13.0 ll.5 8.9 7_9 7,0 6.8 6.5 5.7

計算機科学&数学 アメリカ フランス ドイツ イダノア ブラジル カナダ スペイン ベネズエラ イスラエル スイス42.7 25.8 7.3 7.3 6.5 5.6 4.0 4.0 3.2 2.4

工学 アメリカ イ9リア カナダ オランダ フランス ブラジル スペイン 豪州 ドイツ ベルギー
47.7 12.8 12.8 10.5 9.3 7.0 5.8 5.8 3.5 3.5

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス カナダ ドイツ メキシコ フランス スウ工- デンブラジル イタリア スペイン45.5 14.3 10.4 9.1 8.4 7.8 6.5 3.9 3.2 3.2

57.3 9.9 8.9 6.7 6.1 .一一一←.一一'≡≡≡雛 = 5.1 4.8 4.8 4.5

基礎生物-tZiアメリカ ドイツ スペイン ブラジル イギリス フランス カナダ イタリア スウェーデンアルゼンチン

主要な国際共著相手国(200ト2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

アメリカ スペイン フランス ドイツ イギリス アルゼンチン ブラジル イダノア カナダ メキシコ

全分野 37.1 15.4 15.0 14.3 10.4 7.7 7.2 6.3 5.1 3.9

化学 スペイン フランス アルゼンチンアメリカ ブラジル ドイツ イスラエル メキシコ イギリス イ9リア
31.0 18.1 15.9 12.2 9.1 4.8 3.5 3.5 2.9 2.4

材料科学 スペイン フランス アメリカ アルゼンチン ドイツ カナダ ブラジル ウルグアイ メキシコ イギリス
36.1 13.9 10.2 8.3 6.5 6.5 4.6 4.6 3.7 2.8

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ フランス イギリス イ9リア スペイン 豪州 カナダ ブラジル オランダ48.7 25,9 20.2 14.6 14.2 12.2 7.6 7.2 7.0 6.5

計算機科学&数学 フランス アメリカ スペイン ブラジル ドイツ イタリア カナダ アルゼンチン フィンランド メキシコ22.9 19.1 15.7 ll.9 8.1 4.0 3.6 3.6 3.4 3.2

工学 アメリカ フランス ドイツ スペイン イギリス アルゼンチン ブラジル メキシコ カナダ イスラエル
24.0 14.2 13.2 12.9 8.9 5.8 4.9 4.3 3.4 3.1

環境/生態学&地球科学 アメリカ ドイツ フランス イギリス アルゼンチンスペイン カナダ ブラジル 豪州 イタリア35.2 14.9 12.9 ll.7 9.0 7.9 7.0 5.9 4.9 3.7

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ スペイン イギリス アルゼンチン ブラジル ドイツ フランス コロンビア スイス メキシコ54.0 13.2 12.5 7.7 7.1 6.6 5.9 5.5 4.7 4.4

基 生 ■当 アメリカ スペイン ドイツ イギリス フランス アルゼンチンブラジル カナダ メキシコ イタリア
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論文世界シェア(3年移動平均､%)
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論文世界ランキング (3年移動平均)
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ポートフォリオ(1991-1995)

l)全論文 dl国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ (2001-2005)

化学

工学

E)全論文 B国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

31.3 =～瓢 さ/__ 15.7 9.8 6.3 5.2 4.9 3.5 3.4 3.4

17.8 15.6 13.3 6.7 5.6 4.4 3.3 3.3 2.2

材料科学 アメリカ イギリス ドイツ フランス カナダ 豪州 ウクライナ l日 ニ 中国 イ9リア
40.0 20.0 20.0 10.0 10.0 10.0 10.0 軽簸;/-㌔ 0.0 0.0

物理学&宇宙科学 フランス a アメリカ イギリス カナダ 豪州 ギリシャ 中国 スウェーデンインド

計算機科学&数学 アメリカ フランス カナダ ギリシャ イギリス ･* ドイツ 豪州 イスラエル ベトナム28.6 14.3 14.3 14.3 7.1 烹芽.蒸 7.1 7.1 7.1 7.1

工学 ナイジェリア 漆-～.=~/_※:/-_:- アメリカ 豪州 オーストリア カナダ イギリス 中国 フランス シンガポール
36.4 * 券=-. 18.2 6.8 6.1 3.8 3.0 3.0 2.3 2.3

環境/生態学&地球科学 アメリカ /-鼓 索 笑/-～ カナダ 豪州 フランス イギリス スウェーデン ドイツ インドネシア デンマーク

基礎生物学 アメリカ 海瀬_㌔ 豪州 イギリス カナダ ドイツ スイス オランダ インド スウェーデン

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ 白l本 イギリス 豪州 中国 ドイツ フランス カナダ マレーシア オランダ
35.6 2湧_.= 13.4 9.6 5.5 4､7 4.6 3.7 3.4 2.8

24.9 15.9 8.9 8.0 5.9 5.7 5.2 3.7 2,6

材料科学 アメリカ 白ネ イギリス ドイツ 豪州 カナダ スウェーデンフランス フィンランド 中国
33.7 27.6 17.1 5.5 3.9 2.8 2.8 2.2 1.7 1.1

物理学&宇宙科学 アメリカ35.6 i+菜箸_敷音三-:.イギリス ドイツ 中国 フランス 豪州 スウェーデンメキシコ イタリア15.5 10.9 10.9 6.3 4.6 4.6 3.3 2.5

計算機科学&数学 アメリカ メ 豪州 イギリス 中国 ドイツ カナダ マレーシア ベトナム フランス

工学 アメリカ イギリス 嘉州 ドイツ 中国 カナダ ム湾 フランス 韓国

環境′/生態学&地球科学 アメリカ29.3 フランス イギリス 豪州 中国 デンマーク ドイツ インド インドネシア

臨沫医学&精神医学/心理学 アメリカ イギlス 豪州 フランス 中国 カナダ オランダ スイス シンガポール
46.1 20.1 ※ヌ=｢/孝萎港 _≡ ll.5 6.2 5.3 5.0 4.3 4.3 4.1

基礎生物rth l ◆l 蓋 ○ ､ヽ -.-ヽ ○ -

-15 2 一



ルーマニア

論文世界シェア (3年移動平均､%)
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ポートフォリオ(2001-2005)

地球 ､ ＼上
工学

- 全論文 や ToplO%論文

数学

国際共著中の日本比率(3年移動平均､%)
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ルーマニア

ポートフォリオ(199卜1995)

化学

t)全論文 t国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォノオ(2001-2005)

化学

工学

□全論文 書国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ ドイツ フランス イ9リア ロシア イギリス ハンガリー スペイン オランダ スイス
23.5 20.1 19.7 15.6 8.6 7.8 5.9 5.4 4.5 3.6

化学 アメリカ フランス ドイツ ロシア イギリス ハンガリー モルドバ イダノア メキシコ 中国
27.7 15.2 13.9 8.9 5.6 5.0 3.3 3.0 3.0 2.6

材料科学 イ9リア イギリス ドイツ フランス ロシア チェコ ハンガリー イスラエル モルドバ アメリカ
31.3 14.6 12.5 12.5 6.3 6.3 6.3 4.2 4.2 2.1

物理学&宇宙科学 ドイツ フランス イ9リア アメリカ ロシア ハンガリー スペイン 中国 オランダ スイス33.5 28_3 25.7 20.2 14.0 8.5 7.6 6.7 6.7 6.5

20.7 ー9.5 15.2 9.1 7.3 4.9 ….;…….…….=_;.-譲 葉.… 3.7 3.0 2.4

25.0 15.5 10.9 10.0 9.1 8; 7.7 6.4 5.9 4.5

環境/生態学&地球科学 イギリス アメリカ フランス イ9リア ハンガリー ドイツ ベルギー ロシア ポーランド イスラエル50.0 31.8 13.6 13.6 13.6 9.1 9.1 4.5 4.5 4.5

臨床医学&精神医学/心理学 イ9リア アメリカ イギリス ドイツ デンマーク フランス スウェーデンベルギー オーストリア ハンガリー41.3 31.7 9.5 7.9 7.9 6.3 6.3 4.8 4.8 4.8

基礎生物学 アメリカ フランス イギリス ドイツ イダ)ア 豪州 オランダ ベルギー ブルガリア スイス

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 フランス ドイツ アメリカ イ9リア イギリス スペイン ベルギー ロシア ハンガリー

化学 フランス ドイツ アメリカ イギリス スペイン 日l ベルギー イダノア カナダ ハンガリー
23.3 19.8 10.5 6.5 5.8 栄､.導澄.i= 4.7 4.5 4.3 3.9

材料科学 フランス ドイツ イダノア アメリカ 海凍-/≡⊆.…㌔…/; イギリス ギリシャ ポルトガル ベルギー スペイン

物理学&宇宙科学 フランス ドイツ アメリカ イダ)ア ロシア スペイン 激…. スイス ポーランド イギリス29.0 28.5 24.5 20.9 12.2 10 .6 /_.導,導:,/= 9.1 8.8 8.3

26.3 14.9 13.1 12.4 8.2 6.1 5.3 4.5 I....､､≒浅草_; 2.8

工学 フランス ドイツ イ9リア アメリカ イギリス l白 スイス ベルギー カナダ スペイン

環境/生態学&地球科学 フランス ドイツ アメリカ イギリス イタリア オランダ ベルギー ハンガリー ポーランド #=_:※

臨床医学&精神医学/心理学 イギリス フランス アメリカ ドイツ イダノア ベルギー ハンガリー ロシア ポーランド スペイン33.3 23.0 21.5 21.5 13.0 10.4 10.4 7.8 7.8 7.4

基 生 ■当

-154-
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論文世界シェア(3年移動平均､%)
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スロバキア

ポートフォリオ(1991-1995)
化学

工学

E)全論文 P国際共著論文

主要な国際共著相手国(199卜1995､%)

ポートフォリオ(2001-2005)

化学

E)全論文 dl国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 ドイツ チェコ アメリカ フランス ロシア イタリア イギリス オーストリア ポーランド スウェーデン
21.5 19.2 15.8 13.2 12.7 9.4 9.3 8.6 8.6 7.7

化学 ドイツ チェコ アメリカ フランス カナダ オーストリア イダノア ポーランド ロシア スウェーデン
19.5 15.4 ll.3 10.6 8.5 6.8 5.8 5.5 4.8 2.7

材料科学 チェコ ドイツ フランス イダノア ウクライナ ロシア オーストリア アメリカ イギリス ポーランド
24.7 13.6 8.6 7 .4 7.4 6.2 6.2 4.9 4.9 3.7

物理学&宇宙科学 ドイツ ロシア チェコ フランス アメリカ ポーランド イダノア イギリス スウエ-デンオーストリア28.2 24.0 18.8 17.6 17.0 15.5 12.6 ll.4 10.9 10.9

計算機科学&数学 ドイツ アメリカ カナダ イ9リア 豪州 ポーランド チェコ イギリス ハンガリー スイス31.9 14.9 14.9 12.8 8.5 8.5 8.5 6.4 6.4 4,3

環境/生態学&地球科学 チェコ ドイツ ロシア アメリカ ハンガリー イギリス フランス イダノア カナダ ウクライナ28.0 18.0 12.0 10.0 8.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0

臨沫医学&精神医学/心理学 ドイツ アメリカ イギリス チェコ フランス オーストリア スウェーデンイタリア 豪州 オランダ21.3 18.0 18.0 14.8 13.1 13.1 ll.5 8.2 6.6 6.6

基礎生物学 チェコ アメリカ ドイツ イギリス フランス スウェーデンオーストリア イタリア ロシア =-海幕-~∴.-

主要な国際共著相手国(200卜2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全 ドイツ チェコ アメリカ イギリス オーストリア フランス ポ-ランド ロシア イダ)ア スペイン
分野 21.0 20.3 17.1 ll.9 ll.4 10.7 10.3 9.4 8.8 4.8

22.5 15.6 15.2 14.3 10.2 8.8 7.9 5.3 4.3

材料科学 ドイツ チェコ オーストリア イギリス フランス ロシア スペイン ポーランド イ9リア -.海氷.-._

物理学&宇宙科学 ドイツ ロシア チェコ アメリカ ポーランド イギリス フランス イ9リア スイス ギリシャ26.4 23.6 23.1 21.1 17.0 15.5 15.5 15.5 ll.4 9.8

計算機科学&数学 アメリカ チェコ イギリス ドイツ フランス イタリア ポーランド オーストリア スペイン カナダ17.7 13.0 12.3 ll.9 ll.2 8.3 7.9 5.8 5.1 4.7

工学 ドイツ チェコ アメリカ イ9リア オーストリア スペイン ロシア イギリス フランス ポーランド
20.8 18.6 15.1 12.0 ll.7 10.1 9.1 6.9 6.6 6.0

環境/生態学&地球科学 アメリカ チェコ ドイツ オーストリア ポーランド フランス イギリス カナダ ロシア ハンガリー22.8 19.ー 16.3 14.6 13.8 12.2 10.2 8.5 7.7 5.7

臨沫医学&精神医学/心理学 ドイツ チェコ イギリス アメリカ フランス イ9IJア オーストリア ハンガリー オランダ ベルギー24.3 24.3 22.1 19.8 13.8 ll.7 ll.4 10.7 10.2 10.2

基礎生物学 チェコ アメリカ ドイツ オーストリア イギリス ポーランド フランス イ9I)ア ハンガリー ロシア
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論文世界シェア(3年移動平均､%)
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スロベニア

ポートフォリオ (1991-1995)

化学

工学

口全論文 ■国際共著論文

ポートフォリオ(2001-2005)化学

工学

E)全論文 El国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全 アメリカ ドイツ イギリス イダ)ア オーストリア フランス ロシア スウェーデンオランダ スイス
分野 30.5 26.7 21.9 16.5 14.4 13.8 12.6 12.3 ll.8 ll.8

化学 アメリカ ドイツ イダノア オ-ストリア クロアチア イギリス チェコ フランス オランダ ベルギー
26.9 13.8 12.0 10.8 10.2 8.4 5.4 4.2 3.6 3.0

材料科学

物理学&宇宙科学 アメリカ ドイツ イギリス ロシア イタリア オランダ オーストリア スイス フランス ギリシャ38.4 37_4 26_9 26.0 25.1 22.8 21.5 21.0 20.5 20.1

計算機科学&数学 アメリカ カナダ イ9リア ロシア オーストリア イギリス ドイツ ギリシャ 中国 フランス31.3 18.8 10.4 8.3 8.3 6.3 6.3 4.2 2.1 2.1

工学 アメリカ イギリス ドイツ オーストリア イダノア オランダ ベルギー クロアチア スペイン スイス
31.0 28.6 20.2 16.7 8.3 6.0 6.0 6.0 4.8 4.8

環境/生態学&地球科学 イギリス クロアチア アメリカ ドイツ スイス イダ)ア 豪州 スウェーデンポーランド ユーゴスラビア42.3 26.9 19.2 7.7 7.7 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス ドイツ イ9リア スイス スウェーデンフランス ベルギー ハンガリー 中国28.6 25.7 24.3 20.0 18.6 18.6 15.7 14.3 ll.4 10.0

基礎生物rttiアメリカ ドイツ イギリス フランス クロアチア イタリア スウェーデンオーストリア ユーゴスラビアチェコ

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

アメリカ ドイツ イ9リア オーストリア イギリス フランス スイス ポーランド クロアチア ロシア

全分野 26.7 20.3 13.0 12.5 ll.8 10.7 10.4 10.4 9.6 9.1

材料科学 ドイツ クロアチア オーストリア アメリカ イタリア フランス ポーランド チェコ ギリシャ スウェーデン
16.2 13.1 ll.2 8.5 7.3 6.9 5.8 4.6 3.9 3.5

計算機科学&数学 アメリカ カナダ ロシア ドイツ イギリス フランス 台湾 ベラルーシ イ9リア オランダ22.8 10.9 10.5 7.9 7.1 4.9 4.9 4.9 4.5 4.5

工学 アメリカ ドイツ イギリス イタリア クロアチア スイス フランス オーストリア ポーランド ベルギー
26.3 24.2 13.5 9.7 9.2 8.8 7.1 7.1 6.9 6.2

環境/生態学&地球科学 ドイツ オーストリア イタノア アメリカ イギリス クロアチア フランス チェコ オランダ スイス19.6 18.8 15.9 13.8 13.0 ll.6 10.9 9.4 8.7 8.7

暁沫医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス イダノア フランス ドイツ スウェーデンオランダ スイス クロアチア オーストリア28.4 23.5 20.5 18.0 17.2 15.7 12.9 12.9 ll.6 ll.4

基礎生物dZf-アメリカ クロアチア ドイツ イギリス イタリア フランス オランダ オーストリア チェコ ハンガリー
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ブルガリア

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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ブルガリア

ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

□全 論文 ○国際 共著論文

ポートフ*リオ (2001-2005)
化学

工学

口全論文 ■国際共著論文

主要な国際共著相手国(199卜1995､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全 ドイツ ロシア アメリカ フランス イダノア スペイン イギリス ハンガリー オランダ チェコ
分野 25.1 19.5 14.0 ll.7 9.5 6.2 5.6 4.4 4.3 4.3

化学 ドイツ ロシア アメリカ フランス :/-.損凍 チェコ ギリシャ スペイン イギリス ポーランド

材料科学 ドイツ ロシア フランス イギリス アメリカ スペイン スウェーデンギリシャ ;/=昏 索 ;.-=.=/≡妥3 ハンガリー3.818.0 16.5 15.8 9.0 7.5 5.3 4.5 4.5 千重≡､.

物理学&宇宙科学 ドイツ ロシア イダノア フランス アメリカ スペイン スイス ハンガリー 中国 オランダ35.3 31.1 20.2 19.1 16.5 10.1 10.1 9.0 8.4 7.9

21.5 15.8 13.3 9.5 ～-;≡_≦準澤.- 7.6 5.7 5.1 4.4 3.8

臨床医学&精神医学/心理学 ドイツ ロシア イタリア アメリカ スペイン チェコ フランス ハンガリー ポーランド イギlス33.0 18.0 14.0 12.0 ll.0 ー0.0 7.0 6.0 5.0 40

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

29.7 10.4 9.9 7.1 6.6 5.9 5.4 --=~.=.整 5.0 4.2
物理学&宇宙科学 ドイツ アメリカイ9リア フランス ロシア スペイン イギリススイス ポーランドベルギー34.7 27.621.1 20.7 20.0 l2.4 10.2 9.9 9.8 9.4

計算機科学&数学 アメリカドイツ フランス イダノア イギリススペイン デンマーク'E3+ ベルギー ギリシャ
工学 ドイツ アメリカ フランス イダノア ベルギーイギリス ロシア ギリシャ オーストリア

l9.0 10.8 10.5 9.8 9.5 8.3 早. 6.7 5.7 4.8
環境/生態学&地球科学ドイツ イギリス フランス アメリカ スイス イ9Iノア スペイン ギリシャ ロシア デンマーク16.9 14.0 13.6 12.7 10.6 8.1 7.2 6.8 5.9 5.9
臨床医学&精神医学/心理学ドイツ アメリカイ9リア イギリス フランス ベルギーオランダロシア フィンランドギリシャ25.2 24.8 18.1 15.8 14.4 10.7 9.1 7.0 5.4 5.0
基 生物rSドイツ イギリス イタリア アメリカ フランススペイン ベルギーギリシャロシア 蒸≡…≦=…≡黙
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論文世界シェア(3年移動平均､%)
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ポートフォリオ (2001-2005)

化学

工学

- 全論文 中 ToplO%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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クロアチア

ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

口全論文 ■国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフが)オ (200卜2005)

化学

工学

□全論文 ■国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ ドイツ イタリア フランス スイス カナダ イギリス スロベニア オーストリア ハンガリー
27.7 23.5 12.0 9.4 7.8 7.1 6.7 6.0 5.4 4.4

化学 アメリカ ドイツ スロベニア イタ リア フランス ハンガリー オランダ イギリス デンマーク ルーマニア
32.5 29.4 8.6 4.6 4.1 4.1 3.6 3.0 2.5 2.5

材料科学 イタリア アメリカ イギリス ハンガリー ウクライナ スロベニア ドイツ スイス スロバキア フランス
17.9 14.3 14.3 lO.7 10.7 10.7 7.1 7.1 7.1 3.6

物理学&宇宙科学 ドイツ アメリカ フランス イタリア ハンガリー ロシア ポーランド イギリス スイス カナダ26.3 24.1 20_7 17_7 9_1 8.2 8.2 7_8 7.8 6.5

計算機科学&数学 豪州 アメリカ イ9リア スウェーデンフランス カナダ ドイツ デンマーク イギリス オーストリア41.4 15.5 10.3 8.6 6.9 6.9 5.2 3.4 1.7 1.7

工学 イタリア アメリカ ドイツ スイス オーストリア イギリス フランス ギリシャ スロベニア ロシア
30.1 27.7 19.3 16.9 12.0 6.0 6.0 6.0 6.0 3.6

環境/生態学&地球科学 ドイツ スイス アメリカ スロベニア オーストリア オランダ デンマーク イギリス フランス イタリア25.9 24.1 14.8 13.0 9.3 5.6 5.6 3.7 3.7 3.7

臨東医学&精神医学′′心理学 アメリカ ドイツ オランダ イタリア イギリス オーストリア フランス E3,九 ベルギー ユーゴスラビア45.1 13.3 13.3 12.4 ll.5 ll.5 9.7 A頚.IB… 7.1 7.1

基礎生物rtBアメリカ ドイツ カナダ スイス イギリス フランス スロベニア イ9リア オーストリア スペイン

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

ドイツ アメリカ スロベニア イタリア フランス イギリス オーストリア スイス ロシア オランダ

全分野 27.5 26.2 13.4 l1.8 ll.2 9.8 8.0 7.8 6.5 5.8

化学 ドイツ スロベニア アメリカ オーストリア イ9リア イギリス ハンガリー フランス シンガポール ユーゴスラビア
20.6 20.3 19.8 8.8 7.4 5.5 4.7 4.4 3.3 2.7

材料科学 スロベニア ウクライナ ドイツ イタリア スロバキア アメリカ イギリス フランス オーストリア イスラエル
23.3 19.2 ll.6 ll.6 10.3 6.8 3.4 3.4 3.4 2.7

物理学&宇宙科学 ドイツ アメリカ フランス ロシア スイス ポーランド イギリス イダノア チェコ オランダ49_7 40.2 24.7 20.8 17.2 13.6 12.9 12.7 10.1 9.8

計算機科学&数学 アメリカ 豪州 ドイツ 中国 スロベニア フランス スウェーデンイスラエル ⊥-⊥ オーストリア21.6 12.1 8.6 7.8 7.8 6.9 6.9 6.0 T-:≡.≡-/≡/_教卓 5.2

工学 アメリカ スロベニア ドイツ イタリア スイス イギリス オランダ フランス オーストリア ロシア
22.8 21.2 16.8 15.2 12.0 7.6 7.6 6.5 6.5 5.4

環境/生態学&地球科学 ドイツ イタリア スロベニア アメリカ ハンガリー オーストリア イギリス フランス スイス 中国24.0 16.7 16.7 14.6 14.6 13.5 7.3 7.3 7.3 5.2

臨味医学&精神医学/心理学 アメリカ ドイツ イギリス オーストリア イタリア スロベニア スペイン フランス オランダ スイス29.9 19.3 15.7 14.0 12.3 ll.1 9.6 8.4 8.2 7.2

基礎生 rh ドイツ アメリカ スロベニア イタリア イギリス フランス オーストリア スペイン オランダ ギリシャ
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マレーシア

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

- 全論文 ゆ Topl0%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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マレーシア

ポー トフが )オ (1991-1995)
化学

工学

□全論文 ○国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポー トフォリオ(2001-2005)
化学

工学

口全論文 ■国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

30.4 16.9 _～/_..絹油 ..- 12.9 5.9 4.7 4.5 3.5 3,3 2.9

材料科学 イギリス 汚溝=;..-.-;- インド ドイツ アメリカ イ9リア 韓国 エジプト 中国 フランス
66.7 ~=孝:蓬隻(_. ll.1 7.4 3.7 3.7 3.7 3.7 0.0 0.0

58.7 .叫.7 13.3 10.7 8.0 6.7 5.3 4.0 2.7 2.7

計算機科学&数学 イギリス a+ シンガポール アメリカ 中国 カナダ スロベニア ユーゴスラビアタンザニア ドイツ42.9 38i:溝二､､ 12.7 3.2 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 0.0

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス 豪州 =日蘇 ~~._㌔ フランス カナダ オランダ インド フィリピン ドイツ

臨床医学&精神医学/心理学 イギリス アメリカ 豪州 シンガポール 田本 ..= 中国 カナダ インド タイ スウェーデン

基礎生物学 イギリス アメリカ 拾~束;;-= 豪州 フランス シンガポール ドイツ カナダ ベルギー タイ

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

分野 21.7 16.1 _/==措き､~.- 12.2 10.0 8.4 6.7 5.8 3.9 3.6

物理学&宇宙科学 イギリス インド 言.日東､. アメリカ 豪州 中国 シンガポール トルコ バングラデシュ台湾23.7 12.6 ゆ す 8.1 6.7 5.9 5.9 5.2 5.2 4.4

計算機科学&数学 イギリス _自~泰___ アメリカ 豪州 シンガポール 中国 カナダ インド タイ オランダ

環境/生態学&地球科学 イギリス ･海 …義 アメリカ 差.州 バングラデシュインドネシア ドイツ ベルギー オランダ シンガポール

臨氏医学&精神医学/心理学 アメリカ 豪州 イギリス シンガポール=* 中国 インド ム湾 タイ 韓国
24.0 22.8 21.5 14.5 三 瀬 12.3 8.9 8.6 8.0 7.4

基礎生物一生･IE畠巌;-……,=～=/=～=?/I: アメリカ イギリス 童.州 シンガポール インドネシア フランス ドイツ タイ 中国
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サウジアラビア

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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化学

05//

工 学

- 全論文 や ToplO%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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サウジアラビア

ポートフォリオ (1991-1995)

化学

工学

口全論文 ○国際共著論文

主要な国際共著相手国(199卜 1995､%)

ポートフォリオ(2001-20 0 5 )
化学

工学

○全論文 ○国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全 アメリカ イギリス エジプト カナダ ヨルダン 豪州 フランス ドイツ トルコ インド
分野 30.6 20.0 ll.9 8.1 6.0 4.5 3.9 2.8 2.7 2.5

化学 エジプト イギリス アメリカ カナダ パキスタン スペイン ルーマニア ヨルダン 拷.雑 葵… オーストリア
28.9 24.4 13.3 8.9 4.4 3.3 3.3 3.3 2.2

材料科学 I ､l ヽや す､ヽ
34.5 27.6 24.1 3.4 3.4 3.4 3.4 0.0 0.0

物理学&宇宙科学 アメリカ エジプト イギリス イ9リア カナダ ドイツ トルコ フランス 恵i パキスタン30.9 20.2 18.1 8.5 8.5 6.4 5.3 4.3 3.2

47.3 13.2 12.1 6.6 4.4 3.3 3.3 3.3 2.2

工学 アメリカ ヨルダン エジプト カナダ 豪州 イギリス トルコ インド ドイツ パキスタン
27.7 22.3 12.2 10.1 10.1 8.6 3.2 2.9 1.4 1.1

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス エジプト トルコ カナダ フランス 日. インド ドイツ 中国

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス カナダ エジプト スウェーデンドイツ 中国 豪州 オランダ フランス29.6 28.5 6.9 6.9 6.5 4.6 4.6 4.6 4.6 4.2

基 生 TBアメリカ イギリス フランス エジプト カナダ スウェーデンドイツ オランダ スイス ベルギー

主要な国際共著相手国(200卜2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 エジプト アメリカ イギリス カナダ トルコ インド ドイツ フランス アラブ首長国連邦 ヨルダン
27.4 23.4 ll.5 8.1 3.8 3.5 3.2 2.8 2.5 2.4

化学 エジプト アメリカ イギリス トルコ 南アフリカ 日.i 中国 インド スペイン ドイツ
40.6 8.6 6.3 5.7 4.3 ≡_I;-_.重rg---凍撃て… 4.0 4.0 3.7 3.4

材料科学 エジプト イギリス アメリカ アルジェリアアイルランドカナダ フランス イ9リア ヨルダン パキスタン
38.1 16.2 13.3 6.7 5.7 4.8 3.8 3.8 3.8 1.9

物理学&宇宙科学 エジプト アメリカ イギリス パキスタン チェコ ヨルダン 中国 イタリア フランス トルコ49.8 18.4 7.5 6.0 4.5 4.1 3.0 2.6 2.2 2.2

計算機科学&数学 アメリカ カナダ エジプト インド イギリス パキスタン アルジェリアフランス イタリア トルコ27.3 ll.8 10.7 7.0 6.4 6.4 5.9 3.2 3.2 2.7

工学 エジプト アメリカ カナダ イ ギリス トルコ ヨルダン アラブ首長国連邦 中国 南アフリカ インド
37.9 19.9 13.9 6.0 6.0 3.2 2.5 2.3 2.3 1.8

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス トルコ フランス カナダ アラブ首長国連邦 クウェート 豪州 エジプト ヨルダン31.2 14.7 10.1 8.3 7.3 5.5 5.5 4.6 4.6 4.6

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ エジプト イギリス カナダ インド ドイツ ベルギー アラブ首長国連邦 スウェーデンスイス29.2 15.0 14.9 10.6 5.9 5.8 4.0 3.6 3.0 2.6
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チュニジア

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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ポートフォリオ(200ト2005)

化学

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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チュニジア

ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

E)全論文 l)国際共著論文

ポートフ*リオ(2001-2005)

化学

□全論文 ○国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 フランス アメリカ ドイツ カナダ ベルギー 摂蒸 イダノア イギリス アルジェリア スイス

材料科学 フランス スイス モロッコ アメリカ イギリス +8凍豆 ､ ドイツ 中国 イダ)ア カナダ
100.0 5.3 5.3 0.0 0.0 ~M 0.0 0.0 0.0 0.0

物理学&宇宙科学 フランス ポーランド イギリス 自~耗 ドイツ 中国 イタリア ロシア ベルギー アルゼンチン96.3 2.4 1.2 戦けI寸-,餐;;. 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2

環境/生態学&地球科学 フランス アメリカ スウェーデン E3* イ9IJア イギリス カナダ スペイン ブラジル ベルギ-

75.5 10.6 9,6 6.4 =: :._専護/- 6.4 6.4 5.3 5.3 4.3

基礎生物学 フランス アメリカ イギリス カナダ ベルギー =*･､ ドイツ イタリア スペイン オランダ

主要な国際共著相手国(200卜2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

マ フランス アメリカ ドイツ ベルギー イ9リア カナダ イギリス スペイン モロッコ

化学 フランス ドイツ ベルギー カナダ アメリカ イギリス モロッコ イ9リア セネガル スペイン
85.4 3.3 2.8 2.3 2.0 2.0 1.8 1.5 1.5 1.0

物理学&宇宙科学 フランス ドイツ アメリカ イダノア カナダ モロッコ 古 本 l アルジェリア スペイン ロシア

71.0 6.5 5.4 3.8 i--㌔-.ぎ漕若== 2.7 2.2 2.2 1.6 1.1

工学 フランス カナダ アメリカ ドイツ ベルギー モロッコ イギリス ノルウェー 中国 スウェーデン
63.4 12.2 7.5 5.1 5.1 2.8 2.0 1.6 1.2 1.2

環境/生態学&地球科学 フランス スペイン アメリカ ドイツ イダ)ア モロッコ イギリス スウェーデンベルギー ポルトガル66.2 9.4 7.2 5.8 5.8 5.0 4.3 4.3 4.3 4.3

臨床医学&精神医学/心理学 フランス アメリカ ベルギー イギリス スイス オランダ イタリア カナダ スペイン レバノン70.7 9.9 7.3 6.9 5.6 3.9 3.4 3.0 3.0 3.0

基礎生物学 フランス イ9リア アメリカ ベルギー スペイン イギリス モロッコ ドイツ カナダ スイス
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パキスタン

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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ポートフtlJオ(200112005)

化学

＼､､レー/

工学

- 全論文 ゆ Top10%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)

cN 寸 q〇 CO ⊂) N ■可■く1⊃ 03 ⊂) へ
∝)o〇 cO CO 0) の O)C3 C1 ⊂) ⊂)
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パキスタン

ポートフォリオ (1991-1995)

化学

工学

l)全論文 ○国際共著論文

ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

口全論文 ○国際共著論文

主要な国際共著相手国(199卜1995､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ イギリス ドイツ スウェーデン 中国 ･由 トルコ 豪州 ロシア イタリア
31.8 24.3 13.0 7.9 7.0 _;㌔./Iも縦 3.3 3.2 2.9 2.7

化学 イギリス ドイツ アメリカ スウェーデン フランス スイス サウジアラビア ポーランド 中国
31.2 16.5 10.1 9.2 4.6 3.7 3.7 ･=～≡莞革;.喜 2.8 1.8

78.4 5.4 5.4 2.7 2.7 0.0 0.0 0.0 0.0

37.3 16.9 15.3 14.4 ll.0 8jl 5.9 5.1 3.4 2.5

計算機科学&数学 アメリカ イギリス 豪州 中国 カナダ ロシア デンマーク イラン ナイジェリア ドイツ48.8 46.3 34.1 31.7 29.3 29.3 29.3 29.3 29.3 7.3

工学 アメリカ イギリス ドイツ サウジアラビア 泰三㌔.≡/S≡…-I/…1=㌻ スペイン オランダ スウェーデンアルゼンチンチュニジア

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス ドイツ カナダ オランダ フランス イ9リア 豪州 インド ロシア68.8 18.8 7.8 4.7 3.1 1.6 1.6 1.6 1,6 1.6

39.2 22.8 18.4 13.3≡/=窯=#謀;=;… 5.1 3.8 3.2 3.2 3.2

基礎生物r5 アメリカ イギリス トルコ ドイツ スウェーデン 日l オランダ インド イダノア スイス

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカイギリス ドイツカナダ イダノア 中国 インド フランス豪州28.4 21.9 ll.4 7.5窯-;;.転誘;'…… 5.1 3.9 3.7 3.5 3.4
化学 ドイツ カナダイギリスマレーシアアメリカ 中国 イタリア タイ イラン

20.4 16.6 ll.4 9.0 7.6 5.5 4.8 導を 3.5 2.8

材料科学 イギリス i/=≡…萱.～_≡ スイス アメリカ フランス シンガポールドイツ 中国 サウジアラビアイタリア32.7 黒-4藩= 7.3 5.5 5.5 5.5 3.6 3.6 3.6 1.8

物理学&宇宙科学アメリカドイツ イタリア サウジアラビアイギリスルーマニア中国 韓国 インド
計算機科学&数学アメリカサウジアラビアイギリスドイツ-.白.≦泰賞…≡…中国 イタリア 豪州 カナダ スペイン

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス ドイツ 豪州 フランス 中国 カナダ 韓国 イ9リア27.1 20.2 14.0 10.9 10.1 3.9 3.9 3.9 3.1

臨沫医学&精神医学/心理学アメリカ イギリスカナダ インド 中国 スイス+E3+ 豪州 サウジアラビア韓国
基 生 rt5アメリカ イギリス ドイツ イダ)ア トルコ 豪州 カナダ フランスインド
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インドネシア

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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ポートフ*リオ(199l-1995)

化学

- 全論文 柵 Top10%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)
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ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

- 全論文 ゆ Top70%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)

etJ 寸 く工) ⊂0 ⊂) N 寸 くt⊃ CO ⊂) N
cO O〇 03 CO O) O3 0) O) 03 ⊂) ⊂〉
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インドネシア

ポートフォリオ (1991-1995)

化学

工学

E)全論文 申国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ (200ト2005)

化学

工学

口全論文 ■国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

26.3 ･._糞 ー9 16.6 16.0 10.9 6.8 4.6 3.3 3.0 2.8

I-_-､~郷 孝 22.2 22.2 ll.1 ll.1 ll.1 0.0 0.0 0.0 0.0

物理学&宇宙科学 潰蘇､､ .. イギリス アメリカ オランダ フランス マレーシア ポーランド 中国 豪州 ロシアJ-_lll一帯- -(･田舟 17.2 10.3 10.3 8.6 8.6 5.2 3.4 3.4 3.4

66.7 16.7 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3 I...～=/-.=/.鞍8: 0.0 0.0
33.3 ~~…/==､.溝.早- 18.5 7.4 7.4 3.7 3.7 3.7 3.7 0.0

環境/生態学&地球科学 オランダ アメリカ フランス ;_日義~;~~ 豪州 イギリス ドイツ 中国 タイ カナダ

52.6 19.1 14.5 ★8 7.2 6.6 5.3 4.6 3.9 3.3

基礎生物'5 8 本 -- アメリカ 豪州 オランダ イギリス フィリピン ドイツ フランス カナダ タイ

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 白木 ノ...-/ アメリカ 豪州 オランダ ドイツ イギリス フランス マレーシア カナダ タイ
ア ;-2iu 21.1 16.2 10.5 9.2 7.4 6.4 4.9 4.0 4.0

物理学&宇宙科学 ･滑.凍 =/- アメリカ オランダ ドイツ フランス 豪州 カナダ 韓国 イギリス オーストリア

-.-=2-才督三.: 28.9 13.2 10.5 7.9 5.3 5.3 5.3 5.3 2.6

-/-...…=~_鞍 ≡榊 _:/-: 10.5 9.6 8.8 7,0 7.0 6.1 6.1 4.4 3.5

環境/生態学&地球科学 28.2 16.1 13.2 9.5 8.7 8.4 4.2 4.0 3.7

基礎生物r5 アメリカ 豪州 ドイツ オランダ イギリス フランス マレーシア タイ 中国

-172-



ベトナム

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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論文世界ランキング(3年移動平均)
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♯ 論文数シェア 中 Topl0%論文数シェア ゆ 論文数ランキング や ToplO%論文数ランキング

ポートフォリオ (1991-1995)

化学

工学

- 全論文 ゆ Top10%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)
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ポートフ*リオ (2007-2005)

化学

工学

- 全論文 中 ToplO%論文

国際共著中の日本比率(3年移動平均､%)

⊂ヽ 寸 q⊃ CO くつ N 勺■q> q) ⊂)
の 03 0○ ○⊃ 0 07 の O の ⊂)
の 0) O C3 C ) O) の C) O) ⊂)
▼- ▼- .I- ▼･- - ▼- ▼- l- ▼- N
仙●~-ベトナムの国際 伸 一世界の国際

共著中の日本 共著中の日本

N ■寸■ くl⊃
⊂) ⊂) ⊂〉
⊂) ⊂⊃ ⊂)
⊂ヽJ ～ ～



ベトナム

ポー トフが ノオ (1991-1995)

化学

工学

□全論文 ○国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポートフォリオ (2001-2005)

化学

工学

E)全論文 ■国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 ドイツ フランス アメリカ オランダ ロシア イ9リア イギリス スウェーデンタイ
22.8 14.6 10.6 10.0 8.2 漢.≡≡ 6.2 6.0 4.6 4.2

34.1 17.1賢妻≡学芸等肇鷲≡; 12.2 9.8 7.3 4.9 4.9 2.4 2.4

材料科学 ロシア アメリカ ドイツ イタリア イギリス 義 中国 フランス カナダ スペイン
62.5 12.5 12.5 12.5 0.0 i*=…… 0.0 0.0 0.0 0.0

物理学&宇宙科学 オランダ ドイツ フランス イタリア アメリカ ブラジル オーストリア スウェーデンハンガリー インド19.4 17.7 16,9 16,1 10_5 7_3 7.3 6.5 4.8 3.2

32.1 ll.0 10.1 9.2 7.3 5.5 4.6 3.7 3.7

工学 ドイツ フランス スウェーデンアメリカ イダノア チェコ ハンガリー オランダ ポーランド
37.9 10.3 10.3 6.9 棄穣 乙 6.9 6.9 6.9 3.4 3.4

環境/生態学&地球科学 フランス アメリカ ドイツ ロシア カナダ タイ インド オランダ スウェーデン34.6 19.2 19.2 19.2 慕_: ll.5 ll.5 7.7 7.7 7.7

臨床医学&精神医学/心理学
32.7 25.0 17.3 ll.5 早 7.7 7.7 5.8 5.8 3.8

基礎生物学 ドイツ フランス オランダ ロシア タイ イギリス フィリピン アメリカ スウェーデン

主要な国際共著相手国(200卜2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 …頚 i フランス アメリカ イギリス 韓国 豪州 ドイツ ベルギー スウェーデンタイ

化学 ベルギー フランス l白 アメリカ 韓国 ドイツ ハンガリー オーストリア ポーランド イギリス
30.0 21.4 7 轟き+ ll.4 7.1 5.0 5.0 4.3 3.6 2.9

材料科学 フランス ･潜…轟…-嵩-,;≡ スウェーデンアメリカ ドイツ ロシア オランダ 韓国 イ9リア カナダ
27.5 幾重車重=i… 10.0 7.5 7.5 7.5 7.5 5.0 2.5 2.5

物理学&宇宙科学 - 韓国 ドイツ l lゝ -ヽ ○ l L.-++23二〇+ 21.8 16.9 10.0 8.0 7.3 6.9 5.7 5.4 3.8

計算機科学&数学 フランス アメリカ 海蛍 ドイツ イギリス イタリア 豪州 タイ カナダ ベルギー33.7 20.4 ･券葵.: 10.2 5.1 5.1 5.1 4.1 3.1 3.1

工学 韓国 ツ フランス 豪州 イギリス アメリカ イ9リア タイ ポーランド
辛 17.1 14.3 13.3 ll.4 9.5 6_7 6.7 6.7 4.8

環境/生態学&地球科学 フランス アメリカ イギリス 中国 タイ フィリピン スイス 豪州 ベルギー

臨床医学&精神医学′心理学 アメリカ イギリス 瀧義.CS スウェーデン 豪州 フランス タイ 中国 オランダ ドイツ

基礎生物'5
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バングラデシュ

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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ポートフォリオ(199卜1995)

工学

- 全論文 中 Top10%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)
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ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

国際共著中の日本比率(3年移動平均､%)
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バングラデシュ

ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

口全論文 ○国際共著論文

主要な国際共著相手国(199ト1995､%)

ポートフォリオ (2001-2005)

化学

工学

E)全論文 E一国際共著論文

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 アメリカ イギリス インド 負蒸≡‡_>…=.=;/-=/I/ イタリア スウェーデンドイツ 豪州 カナダ フランス

化学 イギリススウエ-デンインド イ9リア アメリカ カナダ 日l ドイツ スペイン 豪州
材料科学 イギリス インド アメリカ カナダ ベルギーオーメン ･海… ドイツ 中国 フランス

43.5 43.5 4.3 4.3 4.3 4.3 ≡…さき=;_;=/…~卿三≡ 0.0 0.0 0.0

物理学&宇宙科学イ9リア インド イギリス 海 ドイツ 豪州 グルジア アメリカ 中国 フランス49.1 26.3 14.0 =/_す孝f遷_/ 7.0 3.5 3.5 1.8 1.8 1.8
計算機科学&数学 インド アメリカ イギリス 豪州 十¢¢lドイツ 中国 フランス イタリア カナダ57.1 14.3 14.3 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

工学 イギリス インド アメリカ カナダ ギリシャ サウジアラビアデンマークエジプト ルーマニア
26.8 26.8 一7.1 14.6 9.8 4.9 4.9 2.4 2.4 2.4
38.1 14.3 9.5 4.8 港k= 4.8 4.8 4.8 4.8 4.8

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 27.8 ､…_勃発; 16.1 10.9 6.9 6.2 3.7 3.6 2.6 2.6
化学 8三猟､ アメノ力 イギリス インド ドイツ 韓国 スウェーデンマレーシア パキスタン スペイン-34[串 27.2 27.2 6.8 6.1 4.8 4.8 3.4 3.4 2.7

材料科学 早本 ･~粥.き=イギリス ベルギー スウェーデンアメリカ インド ドイツ 中国 マレーシア フランス15. 10.3 8.6 6.9 6.9 5.2 3.4 3.4 1.7

31.5 ;ゞ==/=.凄 13.9 12.1 ll.5 9.7 4.2 4.2 3.6 3.0

計算機科学&数学 -…率 イギリス カナダ アメリカ 豪州 インド 中国 ポーランド ベルギー マレーシア

工学 アメJ力 -.白木 イギリス カナダ マレーシア インド 豪州 シンガポール タイ ドイツ
29.1 秦_;さ 14.2 9.0 7.5 6.0 3.0 3.0 3.0 2.2

環境/生態学&地球科学 アメリカ インド マレーシア イギリス オーストリア ドイツ カナダ 豪州 中国

臣岳床医学&精神医学′心理学 アメリカ イギリス インド スウェーデン スイス オランダ 豪州 タイ ベルギー41.0 18.3 14.4 ll.2 7.7 6.1 4.8 4.8 4.5

基礎生物'5
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フィリピン

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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化学

工学

- 全論文 中 Top10%論文
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ポートフtrJオ (200卜2005)

化学

工学

- 全論文 ゆ Topl0%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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フィリピン

ポートフォリオ (1991-1995)

化学

工学

E)全論文 dJ国際共著論文

ポートフォリオ (2001-2005)

化学

工学

□全論文 ■国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野
36.4 藩;=､ 9.5 7.3 7.0 5.4 5.3 4.1 3.9 3.9

化学 アメ リカ嘉州 イギリス フランス スペイン ロシア スウェーデンタイ マレーシア
26.1 21.7 4.3 4.3 4.3 4.3 4.3 4.3 4.3

材料科学 ･潜蒸 器…≡-淫;麦芽;J賀アメ リカ イギリス ドイツ 中国 フランス イ9リア カナダ スペイン 韓国

物理学&宇宙科学 アメリカ 漱 i=弦&; フランス ドイツ 中国 リトアニア 韓国 台湾 インドネシア イギリス

工学 アメリカ イギリス 中国 フランス イ9リア 南アフリカ ドイツ カナダニューソーフン

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ 豪州 中国 El タイ スイス イギリス メキシコ ブラジル フィンランド

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全分野 31.6 28丘ll 10.8 10.5 8.4 7.9 7.5 5.5 4.7 4.4

化学 アメリカ トル コ 豪州 スペイン オランダ ブラジル ハンガリー イギリス 中国

材料科学 豪州 アメリカ イギリス ドイツ 中国 フランス イタリア カナダ スペイン

物理学&宇宙科学 蘇 アメリカ ドイツ 豪州 ロシア フランス スペイン スイス イギリス 台湾/-…粟津三㌢ 12.1 10.6 4.5 4.5 3.0 3.0 3.0 1.5 1.5

計算機科学&数学 海宿.-;_= イギリス ドイツ アメリカ フランス タイ イタリア カナダ 豪州 オランダ≡;ogさO…鞘嫁≡ 25.7 25.7 20.0 5.7 5.7 2.9 2.9 2.9 2.9

工学 l白木 アメリカ シンガポール 台湾 イギリス 中国 オランダ デンマーク フィンランド タイ
26.4 ll.3 5.7 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8

環境/生態学&地球科学 アメリカ l由 中国 豪州 イギリス インド ドイツ フランス オランダ タイ27.3 12.2 10.7 9.8 9.8 9.3 8.3 6.8 6.3

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ54.3* 中国 タイ 豪州 シンガポール インド 台湾 マレーシア 韓国17.0 16.6 14.8 ll.2 9.9 9.4 9.4 8.5
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スリランカ

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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ポートフォリオ(199卜1995)

化学

工学

- 全論文 ゆ Top10%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%)

物理 臨床

学 医学

E

X
X
N

i

aXNNXX貯
0
0
0
Z

8
6
6
L

粥
の
M

J

i品

3
:
1

Z
6
6

L

X
B
:M

｣

9
9
6

L

9
9
6
L

i品

の
j

Z
t3
6
L

~●一一スリランカ 一〇~-世界

ー179-

0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

8

6

4

2

0

8

6

4

2

0

2

1

1

1

1

1

ポートフォリオ(2001-2005)

化学

工学

- 全論文 や Top10%論文

国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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スリランカ

ポートフォリオ(1991-1995)

化学

工学

□全論文 ○国際共著論文

ポートフォリオ (2001-2005)

化学

工学

□全論文 ■国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全 一一〇ヽ ■E す､ヽ - ヽ○

28.6 21.4 14.3 14,3 ; 7.1 3.6 3.6 3.6 0.0
材料科学 l ○い - t Jt､

物理学&宇宙科学 -33.3 -/:~…糾 §g= 20.0 13.3 13.3 6.7 6.7 6.7 0.0 0.0

計算機科学&数学 アメリカ イギlス ドイツ 豪州 インド インドネシア 簿 中国 フランス イタリア

工学 イギリス カナダ スウエ-デンアメリカ 中国 インド タイ ･白 豪州 シンガポール
39.4 27.3 15.2 12.1 12.1 6.1 6.1 ≡…妻等ig./:/ 3.0 3.0

環境/生態学&地球科学 アメリカ 豪州 スウェーデンオーストリア≡5-/秦 イギリス ドイツ カナダ インド オランダ

臨床医学&精神医学/心理学 イギリス アメリカ スウエ-デンスイス インド ブラジル 中国 フランス ベルギー シンガポール54.4 25.0 ll.8 7.4 4.4 4.4 2.9 2.9 2.9 2.9

基礎生 rttiイギリス ･転義… アメリカ 豪州 フランス オランダ ドイツ カナダ 中国 スウェーデン

主要な国際共著相手国(200卜2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

ヽ○ 一一一､

全分野 27.1 19.5 -[;～.=※.ll～_津守澱=: 9.7 6.6 6.2 4.4 4.4 3.7 3.6

化学 アメリカ イギリス ドイツ スイス チェコ スウェーデンフランス カナダ 豪州

材料科学 湊こ二 イギリス アメリカ 中国 ロシア スイス スウェーデン ドイツ フランス イ9リア

物理学&宇宙科学 ア メリカ イギリス 中国 スウェーデンデンマーク アイルランドドイツ インド トルコ
51.2 薫i'…主旨…=7-..孝拳 等≡5=. ll.6 7.0 7.0 7.0 4.7 2.3 2.3 2.3

計算機科学&数学 真州 アメリカ イギリス スウェーデンタイ エチオピア ドイツ 中国 フランス21.4 14.3 14.3 14.3 7.1 7_1 0.0 0.0 0.0

工学 イギリス タイ アメリカ 豪州 スウェーデンカナダ インド シンガポール パキスタン
34.7 14.3 8.2 8.2 8.2 6.1 4.1 4.1 4.1

環境/生態学&地球科学 アメリカ ドイツ 藤r/J/-0-,I-童洋¥.=.;=,gJイギリス 豪州 オランダ カナダ ケ~ヤ スイス タイ26.2 16.5 10.7 8.7 7.8 4.9 4.9 3.9 3.9

臨床医学&精神医学′心理学 イギリス 豪州 インド アメリカ 中国 デンマーク スイス シンガポール タイ43.9 15.3 12.2 ll.6 10.6 7.9 6.3 5.8 5.8

基礎生物学 イギリス 海藻空挺諾′妻′…妻妻妻アメリカ 豪州 ドイツ インド オランダ カナダ シンガポール スイス
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ネパール

論文世界シェア(3年移動平均､%)
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ゆ 論文数シェア ゆ ToplO%論文数シェア ゆ 論文数ランキング や ToplO%論文数ランキング

ポートフォリオ (1991-1995)

化学

工学

- 全論文 ゆ ToplO%論文

物理 臨床

学 医学

地球

ポートフォリオ (200ト2005)

化学

/- 数学

工学

- 全論文 ゆ Top10%論文

国際共著論文の比率 (3年移動平均､%) 国際共著中の日本比率 (3年移動平均､%)
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や ネパール 中 ･世界
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ネパール

ポートフォリオ(199卜1995)

化学

工学

口全論文 ○国際共著論文

主要な国際共著相手国(1991-1995､%)

ポー トフォリオ(2001-2005)
化学

工学□全論文 8国際共著論文
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

全 アメリカ イギリス 豪州 インド カナダ 藩 タイ オランダ スイス ドイツ
分野 29.8 19.9 ll.7 ll.7 10.5 港:?,? 6.4 5.8 5.8 2.3

化学
i=S_!..…‥沼-*準._i 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

材料科学 - -- - -

物理学&宇宙科学 インド アメリカ イギリス ドイツ 中国 フランス イ9リア カナダ スペイン

計算機科学&数学 インド アメリカ イギリス 潜蒸器=ぎ ドイツ 中国 フランス イ9lJア カナダ スペイン

33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 ≡,!′去….頻発…… 0.0 0.0 0.0 0.0

環境/生態学&地球科学 アメリカ イギリス フランス ドイツ カナダ 豪州 スイス チリ 中国 スペイン44.4 ll.1 ll.1 7.4 7.4 7.4 7.4 7.4 3.7 3.7

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス 豪州 カナダ タイ オランダ スイス インド ナイジェリア33.8 29.4 14.7 ll.8 10.3 7.4 7.4 4.4 2.9

主要な国際共著相手国(2001-2005､%)
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

アメリカ インド ･E) イギリス スイス オランダ ドイツ 韓国 豪州 中国

全分野 30.7 18.4 浴 鴻 14.6 4.7 4.3 4.2 4.2 4.0 3.5

化学 インド パキス タン アメリカ カナダ 嘉州 ドイツ スロバキア イギリス 中国
39.1 8 17.4 8.7 8.7 8.7 4.3 4.3 0.0 0.0

材料科学

物理学&宇宙科学 インド イダノア 台湾 マレーシア スウェーデンオーストリア フィンランド チェコ43.8 ;-き§き.Eや 妥き_/…= 12.5 12.5 12.5 6.3 6.3 6.3 6.3 6.3

計算機科学&数学 インド ドイツ 韓国 アメリカ イギリス 中国 フランス イ9リア カナダ

工学 アメリカ ､リス カナダ 中国 インド オランダ ノルウェー ドイツ フランス
23.1 15.4 15.4 7.7 7.7 7 .7 7.7 0.0 0.0

環境/生態学&地球科学 アメリカ ドイツ インド フランス イギリス スイス フィリピン カナダ ノルウェー31.7 13.5 13.5 ll.5 8.7 8.7 5.8 4.8 4.8

臨床医学&精神医学/心理学 アメリカ イギリス インド オランダ スイス タイ バングラデシュ中国 ベルギー
42.7 22.3 19.0 賀…芸≡;/;減軽L5≡ 6.2 6.2 5.2 4.3 3.8 2.8

基礎生 rtZtl アメリカ インド イギリス 韓国 豪州 中国 タイ ノルウェー カナダ
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【参考資料ⅠⅠ】分野別日本のポジションー全論文シェアと

Top10%論文シェア



参考資料ⅠⅠ分野別日本のポジション

参 Ⅰ卜1.日本の学術研究活動における強い分野と弱い分野

日本の科学の状況を分野ごとに把握するため､論文シェア(量の指標)とToplO%論文シェア(質の指標)

について時系列分析を行なった(図表 1)｡日本において､材料科学､物理学､化学は｢量｣｢質｣ともに他の

分野をリードしている｡一方､精神医学/心理学､環境/生態学､数学､計算機科学､地球科学の分野は､日

本の中で相対的に低いポジションに位置する｡

また､過去 25年間の変化に着目すると､材料科学及び物理学は量的･質的なシェアの拡大が著しい｡さ

らに､免疫学､分子生物学･遺伝学､植物･動物学は､この20年間での｢質｣の向上が著しい分野である｡

図表 1 日本における各分野の25年間の論文シェア及びTop10%論文シェアの変化

ii

辛地球- ill(杜

ヒ∈表 郷

定 番 /

&漢 /生 態学 I

0% 5% 10% 15% 20%

全論文シェア

:0%5%0ヽ5%精0ヽ I

dt肋串. 辛.毒性学ル申 //~＼

医学/心理学●/メ l ㍉

0% 5% 10% 15L'J, 20%

全論文シェア

トムソン･ロイター サイエンテイフイツケ'webofScience"を基に､科学技術政策研究所が集計

(注1)この左グラフでは､基礎生物学には､農学､生物学･生化学､免疫学､微生物学､分子生物学･遺伝学､神経科学･行動学､薬理学･

毒性学､植物･動物科学の分野が含まれている｡

(注2)矢印の根元は1981-1985年の5年移動平均シェア､矢印の先は2001-2005年の5年移動平均シェアを示しているO

次に､世界における日本のポジションを全分野(図表 2)および分野毎(図表 3)に浮き彫りにするため､

各分野の主要国の状況を論文シェア及び ToplO%論文シェアで捉え､198卜1985年､1986-1990年､

1991-1995年､1996-2000年､2001-2005年の各5年平均を､比較した｡

材料科学では､日本は 1980年代前半に量的及び質的に著しく拡大している｡近年では､中国が飛躍的

に論文シェア及び ToplO%論文シェアを拡大する中､日本は ToplO%論文シェアにおいて､アメリカに次ぐ

第二位である｡

物理学では､1980年代以降､日本は他の主要国と比較すると､量及び質において着実に上昇基調であ

るが､近年では量的拡大よりも質的な向上-転換していると考えられる｡ドイツでも同様の傾向が見られる｡
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中国は､材料科学と同様に､著しい量と質の上昇を示している｡

一方､ライフサイエンス系の臨床医学と免疫学をみると､日本は､量及び質ともに上昇しており､特に免疫

学は近年では質の上昇が見られる｡中国は論文シェアを増加させているものの､材料科学や物理学に比べ

ると増加速度は小さい｡

国ごとの状況を比較すると､アメリカは､いずれの分野においても､シェアを下げていることが分かる｡イギ

リスは､各国がポジションを激しく変える中､ほぼポジション維持である｡ドイツは､特に質の上昇が大きく､各

国の状況と極めて異なるOこのように､論文シェア及び ToplO%論文シェアによる他国との比較を時系列で

行なうと､日本のポジションは全体として上昇基調であるが､分野毎に違いがあることが示された｡

図表 2全分野における日本のポジションー全論文シェアとTop10%論文シェア

く全分野〉
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(注1)各国の軌跡は､1981-1985年､1986-L990年､1991-1995年､199612000年､2001-2005年の5時点の5年移動平均シェア(図表中の

丸印を繋げ描いているO
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図表 3 分野別日本のポジションー全論文シェアとTop10%論文シェア
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(注1)各国の軌跡は､1981-1985年､1986-1990年､199卜1995年､1996-2000年､2001-2005年の5時点の5年移動平均シェア(図表中の

丸印を繋げ描いている｡
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分野別日本のポジションー全論文シェアとTop10%論文シェア(続き)
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分野別日本のポジションー全論文シェアとTop10%論文シェア(続き)
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丸印を繋げ描いている｡
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分野別日本のポジションー全論文シェアとTop10%論文シェア(続き)

く宇宙科学〉
全論文シェア(アメリカ)

15% 30% 45% 601

ヽ

ヽ

ゝ

ヽ

人U

5

3

2
(tG
rTq
:(一
f

ト)h
H
<
･3fV
Z%

OLd
.ト

アお
)リノヽドイツ

日 _● ●● フラン

(～:rlf
ト
)ト
T
<
･舛
盟

%OLdoJL

ヽ

ゝ

ヽ

＼

人U

S

0

6

4

3

全論文シェア(アメリカ以外)

トムソン･ロイター サイエンテイフイツケ-webofScEenCe''を基に､科学技術政策研究所が集計

(注1)各国の軌跡は､1981-1985年､1986-1990年､1991-1995年､1996-2000年､2001-2005年の5時点の5年移動平均シェア(図表中の
丸印を繋げ描いている｡

以上の結果から､この20年間､日本は研究活動において量的な拡大(実数)を順調進めてきたことが示さ

れた｡しかしながら､中国をはじめとする諸国の急速な研究活動の量的な拡大の煽りを受け､アメリカ､イギリ

ス､ドイツ､日本では､軒並み量的なシェア(存在感)は低下傾向となっている｡日本は既に人口減少のフェ

ーズに突入し､今後量的な存在感を飛躍的に上昇させることは事実上困難と考えられ､いかに研究の質に

おいて存在感を示すかが重要な政策アジェンダとなるであろう｡つまり､日本の中でも分野の状況が異なる

ことを理解した上で､日本において相対的に強い分野をさらに強化するか､もしくは､弱点となっている分野

を補強するか､判断をすべき時期にきていると考えられる｡

｢質｣の指標として被引用回数のデータを用いることについては､議論があるところではあるが､これに代

わる適当な指標があるというわけでもない｡また､このような計量書誌学データをもとに各国の科学技術シス

テムの特徴や論文生産性などのパフォーマンスを評価しようとする論文が NATUREに掲載される】など､国

際的注目度が高いことも事実である｡今後日本として｢量｣のみならず｢質｣の向上を図っていく上で､どのよ

うな分野ポートフォリオを目指していくべきか､判断を要するO

1DavldA,King.,Thesclentlficimpactofnat10nS,Nature430,311-316,(2004)
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参Ⅰ卜2.主要国の分野ごとの科学ポテンシャル

主要国における科学ポテンシャルの時系列変化を明らかにするため､全論文シェア､ToplO%論文シェ

ア､被引用数シェアの変化およびランキングの変化について調べた｡

図表 4から､アメリカ､イギリス､日本､ドイツ､フランスのランキングに見る位置づけは､1990年代から大き

な変化はないが､中国が急速にランキングを上げていることがわかる｡現在では､量的な指標である全論文

シェアでも､ToplO%論文シェアや被引用数シェアに見られる質的な指標においても､世界上位 10位以内

に登場するようになっている｡

図表 4 主要国の全論文シェア､Top10%論文シェア､被引用数シェア(全分野)

全分野 アメリカ イギリス 日本 ドイツ 中匡】 全論文フランス

199ト1995年 361 94 85 78 17 61
1位 2位 3位 4位 14位 5位

1996-2000年 332 96 94 87 31 65
1位 2位 3位 一位 9位 5位

20〔)1i-2005年 31.6 8.8 9.2 86 5.9 61

全分野 ToD10｡○論文
アメリカ イギリス 目茶 ドイツ 中国 フランス

199ト1995年 54.0 10.3 6.9 7.9 0.8 611位 2位 一位 3位 18位 5位

1996-2000年 501 113 77 101 17 70一位 2位 4位 3位 13位 5位

2001-2005年 48.2 ll.4 7.8 110 41 71

全分野 アメリカ イギリス 日本 ドイツ 中匡l 被引用数フランス

1991-1995年 522 104 74 79 08 611位 2位 4位 3位 19位 5位

1996-2000年 488 11283 96 15 691位 2位 ■ 3位 13位 5位
200卜2005年 46.8 ll.3 8.6 10.4 3.4 68

トムソンtロイター サイエンテイフイツケ ẁebofSclenCe"を基に､科学技術政策研究所が集計
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つぎに､非生命科学系である､化学､材料科学､物理学､工学について分析した(図表 5)｡これらの分

野においては､日本は研究量の面では､イギリスやドイツより上位に位置している｡また､中国は､分野別に

みても､この15年間の著しい存在感の増大が明らかである｡

図表 5主要国の全論文シェア､Top10%論文シェア､被引用数シェア

(化学､材料科学､物理学､工学)

化学 アメリカイギリス 日大 ドイツ 中国 全論文フランス
199ト1995年 262 73 116 95 26 61

1位 5位 2位 3位 11位 6位
1996-2000年 23.1 73 122 96 61 65

1位 一位 2位 3位 7位 6位
200卜2005年 211 62 109 83 123 59

化学 アメリカイギリス 目茶 ドイツ T中国 oD10%論文フランス
1991-1995年 467 77 106 101 10 66
1位 ■ 2位 3位 ー7也 5位

1996-20u年 409 86 112 113 26 68
一位 4位 3位 2位 Il伎 5位

2001-2005年 393 78 ー04 108 73 58

化学 アメリカイギリス 日本 ドイツ 中国 櫨引用敷フランス
199ト1995年 39.7 77 115 105 14 68

1位 一位 2位 3位 15位 5位
ー996-2000年 348 84 118 111 35 7ー

1位 一也 2位 3位 9位 5位
200ト2005年 32.9 75 111 101 76 64

物理学 アメリカイギリス 日本 ドイツ 中国 全論文フランス
199ト1995年 291 71 122 104 41 79

1位 6位 2位 ■ 8位 5位
1996-2000年 254 76 134 123 61 86

1位 6位 2位 3位 7位 5位
200卜2005年 245 70 ー35 117 100 83

物理学 アメリカイギリス 目茶 ドイツ T中匡loD10㌔論文フランス
199卜1995年 493 83 109 147 14 96

1位 5位 3位 2位 17位 ■

1996-20(氾年 446 99 123 178 28 104
1位 5位 3位 2位 12位 一位

2001-2005年 41.7 104 ー26 178 68 103

物理学 アメリカイギリス 日本 ドイツ 中匡l 被引用致フランス
1991-ー995年 45.2 80 日6 133 19 90

1位 5位 3位 2位 13位 一也
1996-2000年 405 94 ー31 159 35 99

1位 5位 3位 2位 9位 一也
2001-2005年 376 95 ー36 160 71 98

材料科学 アメリカイギリス 日大 ドイツ I.gj全論文フうンス
1991-1995年 293 73 126 94 33 53
1位 5位 2位 3位 9位 6位

1996-2000年 22.6 73 134 一oo 75 60
1位 5位 2位 3位 ■ 6位

200卜2005年 176 60 132 88 154 54

材料科学 アメリカイギリス 日大 ドイツ T中匡ーoolO'jb論文フランス
ー99ト1995年 456 87 120 86 18 63
1位 3位 2位 一也 11位 5位

1996-2000年358 87 136 108 50 781位 ■ 2位 3位 6位 5位
2001-2(氾5年 30.7 78 137 107 111 6.6

材料科学 アメリカイギリス 日本 ドイツ 中匡l祐引用致フランス
1991-1995年 420 84 127 86 23 59

1位 ■ 2位 3位 8位 5位
1996-2000年 331 84 139 104 57 71
1位 一位 2位 3位 6位 5位

2001-2005年 283 74 137 ー01 110 6.5

工学 アメリカイギリス 日太 ドイツ 中国 全論文フランス
1991-1995年 377 81 91 66 25 44

1位 3位 2也 一也 10位 7位
ー996-2000年 33.2 91 94 65 42 4.9

1位 3位 2位 一位 7位 5位
200卜2005年 297 81 91 63 73 49

工学 アメリカイギリス 目茶 ドイツ T中匡loD10▼i論文フランス
1991-1995年 499 79 78 68 17 58

1位 2位 3ti ■ 13位 6位
1996-2000年 429 86 80 84 34 64

1位 2位 4位 3位 8位 5位

2001-2005年 382 79 77 85 71 6.2

工学 アメリカイギリス 日大 ドイツ 中匡l 被引用数フランス
ー991-1995年 474 81 83 66 20 581位 3位 2位 一也 Il血 5位
1996-2000年 402 88 84 78 36 6.1
1位 2位 3位 一位 且位 5位

200ト2005年 362 81 85 79 69 62

トムソン.ロイター サイエンテイフイツケ ẁebofScience…を基に､科学技術政策研究所が集計
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さらに､図表 6に示す数学分野においても､中国が全論文シェア､ToplO%論文シェア､被引用数シェア

全てにおいて存在感を増しており､現在 日本はいずれの指標においても､追い越されていることが示され

た｡

図表 6 主要国の全論文シェア､Top10%論文シェア､被引用数シェア(数学)

数学 アメリカ イギリス 日本 ドイツ 中匡l 全論文フランス
1991-1995年 365 63 53 81 39 84

1位 5位 7位 3位 9位 2位

1996-2000年 315 63 55 89 59 99
1位 5位 7位 3位 6位 2位

200卜2005年 292 61 59 82 89 103

数学 アメリカ イギリス 日大 ドイツ T中国 oD10%論文フランス
1991-1995* 538 91 40 86 26 101

1位 3位 7位 4位 ー0位 2位

1996-20004 47ー 89 36 103 52 120
1位 4位 9位 3位 7位 2位

200卜2005年 41.8 8.6 4.2 104 8.8 132

数学 アメリカ イギリス 日本 ドイツ 中匡l 被引用数フランス
199トー995年 50.4 88 43 81 27 101

1位 3位 6位 Lt位 10位 2位

1996-2000年 431 86 42 99 5ー 113
1位 一位 8位 3位 6位 2位

2001-2005年 395 84 46 97 81 123

トムソン.ロイター サイエンテイフイツケ'webofScience"を基に､科学技術政策研究所が集計
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一方､生命科学系の臨床医学と生物学･生化学の状況を分析すると､図表 7に示すとおり､中国は研究

量の面では著しい増加をしており､ランキングも上昇傾向であるが､ToplO%論文シェアや被引用数シェア

に見られる質的な指標においてはまだ世界 10位以内に入るところに及んでいない｡

図表 7 主要国の全論文シェア､Top10%論文シェア､被引用数シェア(数学)

臨床医学 アメリカ イギリス 日本 ドイツ 中匡l 全論文フランス
ー99トー995年 384 123 64 70 08 61一位 2位 一也 3位 20位 5位
1996-2000年 364 116 81 84 ll 60一位 2位 ■ 3位 19位 5位
200ト2005年 358 108 82 87 18 56

臨床医学 アメリカ イギリス 日大 ドイツ T中匡暮oD10%論文フランス
1991-1995年 56.8 119 53 53 05 491位 2位 4位 5位 19位 6位
1996-20(氾年 538 124 65 80 07 571位 2位 4位 3位 19位 6位
2001-2005* 545 ー25 62 99 16 61

臨床医学 アメリカ イギリス 目茶 ドイツ 中国 祐 引用数フうンス
1991-1995年 533 122 59 56 06 50

1位 2位 3位 一位 19位 6位
1996-20CK)辛 499 121 7ー 79 08 581位 2位 一位 3位 19位 6位
2001-2005年 498 121 72 95 16 59

生物 学 .生 化 学 アメリカ イギリス 日大 ドイツ 中匡l 全論文フランス
199卜1995年 390 93 113 73 06 66

1位 3位 2位 一也 23位 5位
1996-2000年 370 96 117 82 19 68

1位 3位 2位 4位 川位 5位
2001-2005年 364 89 114 81 38 64

生物学.生化学 アメリカ イギリス 8去 ドイツ T-'巨j oD10%論文フうンス
1991-1995年 603 104 81 74 02 52

1也 2也 3位 4位 23位 古ta

1996-2000年 58.6 ll.9 8.6 89 04 58
1位 2位 一位 3位 21位 5位

2∝l1-2005年 573 120 81 97 1360
生物学.生化学 櫨引用致

アメリカ イギリス 目茶 ドイツ 中国 フランス
199トー995年 532 ー0ー 91 80 03 58

1位 2位 3位 一位 23位 5位

1996-2000年51.2日.1 9.6 91 07 6.5一位 2位 3位 ■ 20位 5位
200ト2005年 495 111 97 94 17 63

トムソン･ロイター サイエンテイフイツケLwebofScience"を基に､科学技術政策研究所が集計
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【参考資料 ⅠⅠⅠ】webアンケート結果



参考資料ⅠllWebアンケ-ト調査結果

学術論文データベースを用いて､主に科学における日本の存在感を定量的に捉える試みを行なってい

る｡｢学術論文｣を研究者の活動の一つのアウトプットとして捉えることに異論は無い.しかしながら､その｢学

術論文｣が研究者の活動のどれくらいを表したものであるかは､分野により異なることも指摘がある｡したがっ

て､｢研究者の活動｣を捉えるためには､論文数や被引用数では見えてこない｢研究者の活動｣を捉える必

要がある｡

そこで我々は､2005年3月発表したNISTEPREPORTNo,90｢我が国における研究活動のベンチマーキ

ング｣では､海外の第一線の科学者･研究者からみた日本の研究活動に対する意見を集めた｡つまり､定量

的ではなく定性的ではあるが､研究者の活動(論文執筆､学会･会議参加､人的ネットワーク-の参加など)

がもたらすインパクト(ここでは､これを存在感とする｡)を調査することで､日本の研究者の活動状況を捉え

る試みである｡すると､特に欧州では､｢日本の国際的露出度が低い｣や｢国際会議の出席や口頭発表がな

いので､日本の研究活動を認識出来ない｣などの指摘が得られた｡また最近では､例えば欧州の国際会議

等で中国や韓国からの出席者は多いが､日本からの出席者は少ないという声も聞かれる｡

この実態を把握すべく､各分野の専門家に､専門家ご自身が海外で参加した学会における日本の研究

者の存在感についてのアンケートを行なった｡なお本調査では､参加率を存在感の一つの指標として用い

迄 ｣

本調査は回答者が参加した海外で行なわれている学会等を調べているため､少なくとも日本の研究者が
1人参加した学会のみの調査となっており､必ずしも全学会の状況ではないことをご留意いただきたい｡また､
主観に基づく評価のため､同じ国際会議においても､異なる回答が見受けられた｡

参 ⅠⅠト 1.調査項目

調査は以下の項目について行なった｡なお､アンケート票は､【参考資料IV】に掲載したO

①2001年以降､海外で行なわれる学会に参加(発表の有無に関わらない)した回数

②海外で参加された学会等について(代表的なものを1-3例)

③本件に関する自由記述欄

なお､回答にあたり､以下2点を前提とした｡

･主観的な視点での回答で構わない｡

･本調査において､｢日本(韓国､中国)の研究者｣は､｢日本(韓国､中国)の研究機関に属してい

る研究者｣という意味とする｡
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参III-2.調査方法

科学技術動向研究センターの科学技術専門家ネットワークのアンケート機能を使い､実施した｡具体的に

は､専門家ネットワーク専用 webに回答用のページを用意し､そこに記入を求める形で実施した｡

参ZIト 3.調査期間

2007年 9月20日から10月 1日までアンケート調査を実施した｡

(参考1)科学技術専門家ネットワーク

科学技術専門家ネットワークは､科学技術動向研究センターが2001年 3月より運営している､インターネ

ットを用いて科学技術動向に関する情報等を専門家から収集するための仕組みです｡

産学官の第一線の研究者･技術者を科学技術動向研究センターの｢専門調査員｣として委嘱します｡専

門調査員は､第3期科学技術基本計画でわが国が重点的に取組むべきとした分野※を中心に広汎な分野

の研究開発の最新動向､および科学技術全般の動向等に関する情報や見解等を､専用のWebサイト

(http://stfc.nistep.go.J-p/)-随時､投稿していただきます｡さらに､特定のテーマを設定し､専門調査員か

らこれについての意見を求めるアンケート､関心のある専門調査員相互で議論する電子会議についてもWe

bサイト上で実施します｡

専門調査員よりの投稿は毎週､｢週報｣として各分野別にとりまとめ､またアンケート結果と電子会義の議

論についても Webサイトに掲載し､専門調査員と内閣府総合科学技術会議､文部科学省の関係者に限っ

て閲覧することができます｡

※ライフサイエンス､情報通信､環境､材料･ナノテクノロジー､エネルギー､ものづくり技術､社会基盤､フロ

ンティア
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参 lIト 4.回答者について

(1)回答者の専門分野

回答者の専門分野は図表 1のとおりである｡ライフサイエンス分野が27%(90人)で一番多く､次いで情報

通信が20%(65人)である｡

図表 1 回答者の専門分野

回答者の専門分野

その他 -､ 海外
03% 03%

フロンティア
57%

専門分野 人数
ライフサイエンス 90

情報通信 65
環境 27

ナノテクノロジー.材料 42
エネルギー 34

ものづくり 27

社会基盤 26
フロンティア 19

その他 1
海外 1

計 332

(2)回答者の所属

回答者の所属は図表 2のとおりである｡大学が66%(222人)､公的研究機関が10%(33人)､民間企業が

15%(49人)であり､大学に所属している回答者が半数以上である｡

図表 2 回答者の所属

回答者の所属

その他
9%

計

注)大学と民間に所属している研究者をそれぞれの所属で1とカウントした｡
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参 Ilト 5.海外で行なわれる学会等-の参加状況

海外で行なわれる学会等-の参加状況を調べるため､2001年以降､海外で行なわれる学会に参加(発

表の有無に関わらない)した回数を調査した(図表 3)｡直近の約7年間において､回答者の94%(312人)が､

1回以上海外で行なわれた学会等に参加していた｡最頻値は4回(23人)であった｡

次に､開催された地域ごとに､参加のべ回数の合計値､平均値､最大値､最小値を求めた｡北米､欧州､

アジア･オセアニア､その他の順で､合計値が高い｡学会等によっては､開催地が持ち回りで決まるケースも

見受けられるので､その点を考慮しなければならないが､北米に比べ欧州で行なわれる学会等-の参加回

数は低いことがわかる｡

図表 3 回答者の海外で行なわれる学会等への参加状況

なしlミヽ

l i
あり
94%

北米 欧州 アジア.オセアニア その他
合計値 1486 1281 945 87
平均値 4.5 3.9 2.8 0.3
最大値 40.0 30.0 20.0 5.0

さらに､分野毎に参加状況を分析した結果が､図表 4である｡ライフサイエンス､情報通信､ナノテクノロ

ジー･材料分野では､北米での開催学会等-の参加回数の方が欧州に比べ多い｡一方､環境､エネルギ

ー､ものづくり､社会基盤では､欧州での開催学会等-の参加回数の方が北米に比べ多い｡フロンティア分

野では､アジア･オセアニア地域の開催学会等-の参加回数が一番多い｡このように､分野によって､海外

で行なわれる学会等-の参加の状況が異なることがわかった｡つまり､研究者は､研究領域の中心が北米

なのか､欧州なのかなどを勘案し､学会等を選択し､参加･発表を行なっていることが示唆される｡

図表 4 回答者の海外で行なわれる学会等への参加状況 (分野別)

100%80%60%40%20%0%
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参 ⅠⅠト6.海外で行なわれる学会等における日本の存在感

論文分析から､中国及び韓国の論文量が近年急増していることが明らかとなった｡また､日本の研究者か

ら､欧州の国際会議等で中国や韓国からの出席者は多いが､日本からの出席者は少ないという声を聞くこと

も多い｡科学技術政策研究所が公表した NISTEPREPORTNo.90｢我が国における研究活動のベンチマ

ーキング｣において､欧州研究者より､｢日本の国際的露出度が低い｣や｢国際会議の出席や口頭発表がな

いので､日本の研究活動を認識出来ない｣などの指摘が得られている｡

このような問題意識に立ち､海外で行なわれた学会等における日本の研究者の存在感を明らかにするた

め､科学技術専門家ネットワークのアンケート機能を使い､回答者自身が海外で参加した代表的な学会(1

-3例)の状況を調査した｡のべ 640件の学会の状況を把握できた｡ただし､同一の学会等においても､回

答者により評価が異なる場合もあった｡主観的調査のためこのようなケースは往々にして起こりうるが､大規

模な学会等の評価については､回答者自身が参加したセッションに依存する可能性が考えられる｡

図表 5(図表 6は実数である｡)は､会議参加者及び会議口頭発表における日本の存在感について

の回答を集計したものである｡具体的には､回答者が参加した学会等において､日本の研究者の参加比率､

日本の研究者と比較した韓国や中国の研究者の参加者数､口頭発表数､5-10年前と比べた日本の研究者

の参加率の変化について質問した｡

まず､日本の参加者の比率を見ると､日本研究者の会議参加者比率及び発表者比率とも､全分野ならび

に各分野で北米に比べ欧州の方が高い割合を示した｡

次に､日本人研究者と比べて､韓国や中国の研究者の参加数及び発表数を同等以上と答えた回答の割

合を調べた｡全分野では､約2-4割の回答者が日本の研究者と同等以上に韓国や中国の研究者が参加･

発表していると評価した｡また､この割合は､欧州に比べ北米での開催学会等において､より大きくなってい

る｡この傾向は､分野別でみても同様であり､韓国及び中国の研究者は､特に米国での開催学会等を重視

していると考えられる｡

さらに､5-10年前と比べた日本の研究者の参加率が同等以上と回答した割合を調べたo全分野及び分

野別において､概ね7割以上の回答者が日本の研究者の参加･発表割合が同等もしくは増加したと評価し

た｡

したがって､日本の研究者は海外で行なわれる学会等-参加する比率を維持もしくは増加させつつある

が､特に北米で開催される学会等においては韓国及び中国の研究者の存在感が日本研究者の存在感と

比較して大きなものとなってきていると考えられる｡
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図表 5 会議参加者及び会議口頭発表における日本の存在感(%)

分野 地域 会議件数 会議参加者について 会議口頭発表について

( 中国が日本と同等以上参加(%) 日本からのく 韓国が日本と同等以上発表(㌔) i 日本からの(日本参加者の比率㌔) 韓国力日本と同等以上参加(㌔) 参加力5-10年前に比べ 日本発表者の比率%) 中国力日本と同等以上発表(%) 発表力5-10年前に比べ
同等か増加(%) 同等か増加(㌔)

全分野 欧州 199 9 23 28 79 16 22 25 85北米 245 8 36 39 81 ll 35 31 80

その他 165 17 39 43 81 20 29 39 84

化学､材料科学､物理学 欧州 43 10 33 33 72 14 31 26 75
北米 61 ll 35 41 78 13 31 35 80

その他 42 16 44 53 71 22 35 43 78

工学 欧州 61 ll 25 25 77 13 30 25 79北米 66 8 44 41 67 ー2 52 27 65

その他 38 23 29 36 88 22 33 41 82

臨床医学､基礎生物学 欧州 32 6 21 32 90 33 14 25 100
北米 57 6 22 42 91 ll 20 32 91

その他 25 7 43 50 78 ll 28 35 88

計算機科学&数学､環境.生態学&地球科学､その他 欧州 61 9 16 28 81 12 13 25 93

北米 57 7 40 35 92 8 38 33 90

図表 6 会議参加者及び会議口頭発表における日本の存在感(敬)

分野 地域 会議件数 会 議参加者について 会議口頭発表について日本参加 韓国は日本 中国は日本 日本参加者 日本発表 韓国は日本 中国は日本 日本発表者
者の比率 と比べて と比べて の増減 者の比率 と比べて と比べて の増減
(%) (多-同一少)(多-同一少)(増-同一減)(%) (多一同-少)(多-同一少)(増-同一減)

全分野 欧州 199 9 17-27-147 21-33-136 58-68-33 16.2 12-30-146 19-28-141 48-85-23北米 245 8 25-57-147 49-41-140 60-118-42 ll.0 27-53-146 48-23-159 52-123-43

その他 165 17 27-33-93 41-25-86 33-80-26 19.6 20-23-105 35-23-92 33-80-22

化学､材料科学､物理学 欧州 43 10 04-10-29 04-10-29 12-14-10 13.7 04-09-29 04-07-31 ll-16-09
北米 61 ll 08-12-37 ll-13-35 ll-32-12 12.7 06-ll-37 10-09-35 10-33-ll

その他 42 16 10-08-23 13-08-Tg 06-21-ll 22.0 09-05-26 日-06-23 02-26-08

工学 欧州 61 ll 05-10-44 06-09-44 12-29-12 13.4 03-15-42 03-12-44 ll-31-ll北米 66 8 10-18-36 13-13-38 13-28-20 ll.8 ll-22-31 ll-06-47 08-31-21

その他 38 23 04-06-25 10-03-23 10-19-04 22.4 03-08-22 09-05-20 09-18-06

臨床医学､基礎生物学 欧州 32 6 04-02-23 05-04-19 ll-08-02 33.4 02-02-24 04-03-21 10-10-00
北米 57 6 03-08-38 15-06-29 17-31-05 ll.0 03-07-41 16-01-36 21-27-05

その他 25 7 03-06-12 04-06-10 04-10-04 10.7 03-02-13 04-03-13 05-10-02

計算機科学&数学､環境.生態学&地球科学､その他 欧州 61 9 04-05-49 06-10-42 22-17-09 ll.7 03-04-49 08-06-43 15-28-03

北米 57 7 04-18-33 10-09-35 18-27-04 8.2 07-13-33 ll-07-37 12-32-05
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参 m-7.海外で行なわれる学会における日本の研究者の存在感に関する意見

回答者に､海外で行なわれる学会における日本の研究者の存在感に関する意見を自由記述で求め､多

くの意見が寄せられた｡代表的な意見を以下にまとめた｡

①言葉の問題のため､日本人研究者の存在感が小さい｡

･ 発言が少ないため､参加者数の割に目立たない｡

･ 口頭発表を望まない傾向Q

･ 積極性に欠けている｡控えめである｡自己主張しない｡

･ 休憩時間やバンケットなど社交的な場で､日本人研究者同士で集まり､他国の研究者とコミュニケーシ

ョンを取らない｡

･ プレゼンテーション能力の欠如､質疑応答が出来ていない｡これらの練習が必要である｡

②海外で行なわれる学会等への参加のインセンティブが低下している0

･ 海外で行なわれる学会等-参加し､発表することは研究業績として認知されず､論文の方が評価され

る｡Proceedingは業績とならず､joumalのみが評価対象となるので､お金と時間をかけて､海外-行か

ず､jouma1-の投稿に集中している｡

･ インターネットの普及により､情報が得られると考える研究者が増えているのではないか｡

･ 日本でも国際会議が頻繁に行なわれるようになり､そこに出席すればよいとの雰囲気がある｡

･ ボスドク制度の普及により､外国に行かなくても給料を貰い､研究が出来るため､海外に行かないので

はないか｡また､海外-一時行くと､就職の機会がさらに少なくなると思っており､海外-出て行くメリット

が無いと判断されているのではないか｡

･ 招待されることに美徳感があり､わざわざ出かけてアピールしようと思わない｡

3)海外で行なわれる学会等への参加を阻害する要因があるO

･ 大学の業務が多忙で､時間的理由で参加できない｡

･ 経済的理由で参加できない｡

･ サポート体制(海外で行なわれる学会等-の参加による休講を肩代わりする要員を配置するなど)が整

っていない｡

･ 国内出張と異なり､海外出張は手続きが煩雑である｡また､発表を伴わない出張は認められないことが

多い｡

塾着手研究者の存在感が韓国や中国に比べ小さい.

･ 日本からの若手研究者(学生も含む)の参加が少ない｡

･ 若手研究者をサポートする資金が不十分である｡

･ 学生時代から海外の学会に参加するようにしたほうが良いのだが､資金がなく､学生を行かせるのが難

しい｡

･ 韓国や中国では､国をあげて優秀な研究者の海外派遣をサポートしている｡

･ 情報収集や存在感のアピール､ロビー活動の場となる最も重要な懇親会に､通常の科学研究費補助

金や受託研究費などの予算では支出が認められないため､特にこれらの予算が頼りの若手研究者は

出席できない｡
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⑤米国や欧州研究機関に所属している､もしくは米国や欧州への留学経験を持つ韓国や中国の研究者の

アピールが積極的で印象的である｡

⑥存在感を各国研究者の参加率で捉えようとすることには､限度がある｡

･ 論文と同様､量と質を評価すべき｡レベルの高い､オリジナルの発表の数を調べるべき｡

･ 日本の研究者が話し始めると､会場の聴衆が居なくなることが多い｡聴衆が集まり､会場から質問が出

たかなどを評価するべき｡

･ 招待講演､パネル討論者､座長などでの存在感を調べるべき｡

継続的な参加や運営-の主体的参加が存在感に繋がるので､その点を調べるべき｡
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【参考資料 Ⅰ∨】webアンケート票



参考資料lV Webアンケート票

Q.1 2001年以降､海外で行なわれる学会に何回参加(発表の有無に関わらない)しましたか?

● 北米 ●回

●欧州 ●回
●アジア･オセアニア ●回
● その他 ●回

Q.2 _あなたが海外で参加された学会等について_._お聞きします_.it表的なものを 1-3例ご記入くださ

』 _

①(同様のフォーマットのため､1例の記入部分のみ掲載)

会議名

主催者

一番最近開催された開催年月 年 月

一番最近開催された場所(国名)

頻度:毎年､隔年､数年に一度

分野:化学､材料科学､物理学､計算機科学&数学､工学､環境･生態学&地球科学､臨床医学､基礎

生物学､その他

以下の項目は､あなたの主観に基づく判断で構いません｡また､数値を記入する項目についても､主観に

基づく大まかな数値で構いません(たとえば､2件､20件､50件など)｡

○ 学会参加者総数:●人

○ 日本の研究者の参加者数:●人

○ 韓国の研究者の参加者数は､日本の研究者の参加者数に比べて､どうですか?

多い･同じぐらい･少ない･わからない

○ 中国の研究者の参加者数は､日本の研究者の参加者数に比べて､どうですか?

多い･同じぐらい･少ない･わからない

○ 口頭発表件数:●件

○ 日本の研究者による口頭発表件数:●件

○ 韓国の研究者による口頭発表件数は､日本の研究者による口頭発表件数に比べて､どうですか?

多い･同じぐらい･少ない･わからない

○ 中国の研究者による口頭発表件数は､日本の研究者による口頭発表件数に比べて､どうですか?

多い･同じぐらい･少ない･わからない
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(継続的に参加なさっている方は､以下の質問にお答えください｡)

05-10年前と比べて､日本の研究者の参加者数は､どのように変化しましたか?
減少した･変化なし･増加した

05-10年前において､韓国の研究者の参加者数は､日本の研究者の参加者数に比べて､どうでした
か?

多い･同じぐらい･少ない･わからない

05-10年前において､中国の研究者の参加者数は､日本の研究者の参加者数に比べて､どうでした
か?

多い･同じぐらい･少ない･わからない

0 5-10年前と比べて､日本の研究者の口頭発表件数は､どのように変化しましたか?
減少した･変化なし･増加した

05-10年前において､韓国の研究者による口頭発表件数は､日本の研究者による口頭発表件数に比
べて､どうでしたか?

多い･同じぐらい･少ない･わからない

05-10年前において､中国の研究者による口頭発表件数は､日本の研究者による口頭発表件数に比
べて､どうでしたか?

多い･同じぐらい･少ない･わからない

Q.3 この件について､ご意見等ございましたら､ご記入ください｡

ご協力ありがとうございました｡
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調査体制

本調査の体制は以下の通りである｡

○ 調査担当

阪 彩香 科学技術基盤調査研究室 研究員

桑原 輝隆 科学技術基盤調査研究室 室長

O Webアンケー ト調査補助

梅揮 真理奈 科学技術動向研究センター 事務補助員
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世界の研究活動の動的変化と

それを踏まえた我が国の科学研究のベンチマーキング
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本レポートに関するお問い合わせ先

文部科学省 科学技術政策研究所

科学技術基盤調査研究室

〒100-0013東京都千代田区霞ヶ関3-2-2中央合同庁舎第 7号館東館 16階

TEL:03-6733-4910
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